
































乙女ゲームの世界でヒロインの姉としてフラグを折っています。
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫アリス『オタクガール、悪役令嬢に転生する。』（著：富士ゆゆ）お試し版が収録されています。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　私はこのシーンを知っている。




　それは美しい光景だった。

　映画のワンシーンのようにも、一枚の絵画のようにも見えた。

　水辺の公園、よく晴れた冬の空を映して水面はキラキラと輝かがやいている。

　その幻げん想そう的てきな景色を背景に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの天使のような容よう貌ぼうの子供が、黒くろ髪かみ黒目のこれまた天使のような容貌の子供と手を取り合っている。

　二人は大きな瞳ひとみから涙なみだをぽろぽろと零こぼしていた。

「僕ぼくのこと……忘れないで……」

　少年が少女の額ひたいに自分の額をそっとくっつけてそう言うと、少女は何度も頷うなずいた。

「ユウくん……っっく……ももかのことも……わすれちゃやだよ……」

　黒髪の少女がしゃくり上げながらも言い募つのる言葉に、金髪の少年も頷く。その瞳には、幼いながらもなんらかの決意を秘ひめた熱が宿っていた。

「きっと、きっといつか会いに……迎むかえに来るから……これを……」

　少年が首に下げていた小さな丸いペンダントを外す。トップに薔ば薇らの形に削けずられたローズクウォーツがついた、アンティークのペンダント。

　あれは『彼かれ』の祖そ母ぼの形見だったものだ。

　私はそれを知っている。

　あれをあの子が受け取ってしまえば、『フラグ』が成立してしまう……。

「ダメ─────────ッ！」

　直後、私は金髪の少年を突つき飛ばし、呆ぼう然ぜんとする黒髪の幼い妹を腕うでに抱だきしめていた。

「ユウく────んっ！」

　少女の悲鳴と派手な水音が、平和だったはずの公園内に響ひびき渡わたった───。
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　チュン、チュン───。

　窓の外で雀すずめが鳴いている。

　朝だ。いつも通りの朝。夢見が少々悪かったことを除けば、窓の外はからりと晴はれ渡わたり、申し分のない一日のスタートと言える。

「あ～。それにしても久々にあの時の夢を見たわ～」

　ベッドで身を起こし、寝ね乱みだれた髪かみをかき上げながら私は呻うめいた。

　子供の頃ころの夢……いや、思い出というべきだろうか。さっきまで夢の中で見ていた光景は、私が幼い頃に実際に体験したことだった。

　家族旅行で出会った外国人一家。母親同士が意気投合し、互いの子供を一いつ緒しよに遊ばせるようになったのだ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの天使の様な容よう貌ぼうの少年は、礼れい儀ぎ正ただしく大人しい印象で、当時やんちゃを極めていた私とは気が合わなかったが、一つ年下の妹とはあっという間に仲良くなった。

　短い旅行の最終日、別れを惜おしむ少年と妹はいつかの再会を誓ちかい合い、少年は幼心に少女にプロポーズをする───。

　実際にはその直前、少年は私によって冬の池に突つき落とされ、約束もプロポーズもうやむやにされたのだが。

　あの後、少年のご両親にはもちろん、自分の親からもこっぴどく叱しかられた。ずぶ濡ぬれの頭を拭ふかれながらこめかみを容よう赦しやなくぐりぐりと絞しぼられた痛みは今でも覚えている。

　私自身、すぐに我われに返って、溺おぼれかかった少年を助けるため、池に飛び込こんだのだ。

　自分で池に突き落としておいて、自分で相手を助けて、その上熱を出して三日三晩寝込んだのだから滑こつ稽けいなことこの上ない。

　両親からも妹からも、どうしてそんなバカな真ま似ねをしたのかと問われたが、言えるはずもなかった。

「───まさか前世の記き憶おくで、桃もも香かがあいつのペンダントを受け取ったら不幸になる未来を知っているなんて言えないものねぇ……」




　そう、実は私、葛かつら城ぎ真ま梨り香かは、転生して今の生を生きている。こんなことを言うと頭の病気を疑われるので、前世の記憶を取り戻もどして以降、誰だれにも話したことはない。

　あの時、少年と妹が手を取り合っているシーンを見た瞬しゆん間かん、記憶の奔ほん流りゆうが脳内に蘇よみがえったのだ。

　それは、前世とおぼしき世界で、私が熱中していた女性向け恋れん愛あいシミュレーションゲーム、いわゆる乙女おとめゲームの記憶だった。

　その名も『花はなの鎖くさり～桜おう花か学がく園えん奇き譚たん～』。

　ヒロインの少女がとある目的で入学したセレブ御ご用よう達たしの学園で、アイドル的存在のイケメン達に出会い、紆う余よ曲きよく折せつを経て恋こいをし、結ばれるという、ベタな学園ものだ。

　ヒロインは攻こう略りやく対象のイケメン達との出会いの時に花にまつわるアイテムを渡わたされる。

　それはアクセサリーだったり、生花だったりするのだが、そのイベントが起こると、パラメーター画面に攻略キャラのアイコンと花の絵が表示され、好感度と共に育っていく。

　満開になればルート確定。恋愛エンドでは果実となって恋が実ったことが表され、ボーナススチルなどが見られる。

　けれどルートが確定しても、その後の選せん択たくを誤ると花から鎖の様な蔓つるが伸び、ミニキャラとその花を戒いましめるように絡からみついて物語も悲ひ劇げき的てきな結末を迎むかえてしまう。

　そして、このゲーム最大の魅み力りよくは、ヒロインが可か愛わいいのである。発売当初から私の最さい推おし、私の嫁よめ、とにかくヒロインの為ためにゲームをプレイしていたと言っても過言ではない。

　物語の中でヒロインは明るく、強く、健けな気げに行動し、攻略キャラが抱かかえる心の闇やみを一度は打ち払はらい、結ばれる。けれど互いの気持ちを確かめ合った後も様々な困難がヒロインたちを襲おそい、波乱の展開が待ち構えているのだ。

　タイトルにある「鎖」に象しよう徴ちようされるように、バッドルートでは攻略キャラの束そく縛ばくによって精神的に追おい詰つめられるヒロインの姿が痛々しかった。

　彼女を幸せにする為、そしてハッピーエンドで笑うヒロインのスチルを拝む為に、何度も繰り返しプレイしたものだ。

　そうしてひたすらやり込み、はまり込んでいた乙女ゲームの、明るくて、優やさしくて、健気で、一いち途ずで、可愛くて、可愛いヒロインが、葛城桃香、今世での私の妹である。

　ゲームの中で彼かの女じよは本当に苦難の連続に見み舞まわれる。

　最愛最推しのヒロインがゲームの中で攻略キャラの所せ為いでライバルからいじめられ、理り不ふ尽じんな身分の差に苦しみ、場合によっては命さえ狙ねらわれるのだ。

　私の憤いきどおりが彼女の苦難の根源たる攻略キャラに向いたとて、誰が責められようか。

　ゲームプレイ中も、何度液えき晶しよう画面越しにイケメン共の顔面に拳こぶしを叩たたきつけたい衝しよう動どうに駆かられたことか。

　ヒロインが彼かれらの為に、必死に耐たえ、涙なみだを流し、時には命を懸かける姿に感かん涙るいしながら、「もうそんな残念男は捨ててしまえ！」と何度叫さけんだことか……。

　私が前世の記憶を思い出したその場面は、まさにそのゲームの中で攻略キャラの一人が回想で語っていた、ヒロインと彼の出会いのシーン、彼がヒロインに薔ば薇らの形のアクセサリーを渡わたす、恋愛フラグ成立の直前の場面だったのだ。

　私の咄とつ嗟さの暴挙により、薔薇の花が妹の手に渡ることはなく、少年の淡あわい初恋の思い出は書き換かえられた……はずだ。

　熱が下がり、暫しばらくの混乱と、考察を重ねた末にヒロイン、桃香の姉として生まれ変わったことを自覚した私は、ある決意をした。

　攻略対象のイケメンたちでは私の可愛い桃香を幸せにはできない。それならばいっそ彼らの魔まの手から大事な妹を守ってみせる、と。

　最推しヒロイン改め最愛の妹となった桃香がいらぬ苦労を背負い込まないよう、攻略対象者との恋愛フラグを折って回ることにしたのだ。

　ゲームの中では確かに桃香は彼らに恋をして、彼らの為に苦労をもいとわず辛い仕打ちにも耐え抜いていた。

　けれど、はたして彼らにそれだけの価値があるだろうか。

　彼らは確かに顔もよく、お金持ちでハイスペックなイケメン揃ぞろいだ。

　しかしその中身はといえば、粘ねん着ちやく質しつなヤンデレ王子だったり、俺おれ様さまで傲ごう慢まんなバカ殿とのだったり、女性恐きよう怖ふ症しようのヘタレだったりとまったくろくな男がいないのだ。

　こんな残念イケメンたちの為に桃香が泣かされるなんて理不尽だ。

　可愛い桃香を悲しませる恋なんてしない方がマシで、妹にはもっと平和で危険のない相手と恋をした方が幸せなのではないだろうか。

　もちろん、桃香が恋する相手が攻略対象だった場合は、彼女の幸せの為に応おう援えんする覚かく悟ごはある。その場合は全身全ぜん霊れいをもってバッドエンド回かい避ひに尽じん力りよくしてみせる。

　だがそれはそれ、これはこれ。

　可愛い桃香の為ならば、お姉ちゃんは頑がん張ばってお邪じや魔ま虫むしを極めてみせる！




　ぼんやりと幼い頃の思い出に浸ひたっていると、階下から鈴すずを転がすような可愛らしい声が聞こえてきた。

「お姉ちゃん！　ご飯できてるから早く下りてきてー。入学式に遅れちゃうよー！」

「今行くわー」

　ベッドを出ると、洗面所で顔を洗い、髪にブラシを通しながら鏡を見る。

　いつも通り、ロングストレートの黒髪を垂たらした少し目つきのきつい少女が映っていた。

　人からは凜り々りしいとか、クールビューティーなどと言われているが、自分では切れ長の目が少し吊つり上がり気味で狐きつねっぽくてあまり好みじゃない。

　部屋に戻り、制服に袖そでを通す。白地に金のラインが入ったブレザーは、いかにも私立校、乙女ゲームの制服といった雰ふん囲い気きのブランド品。

　ゲームの衣装としては素直に可愛いと思えたが、リアルに着るとなるとコスプレのようで恥はずかしい。しかも結構な高級品で、一般庶しよ民みんとしてはいくら特待生への無む償しようの支給品とはいえ、汚よごれやしないかと緊きん張ちようしてしまう。

　紺こんのリボンタイを締しめつつ階下のダイニングへ行くと、美お味いしそうな朝食が湯気を立てていた。

「もう、お姉ちゃんたらこんな日までマイペースなんだから」

「慌あわてなくても入学式は逃にげないもの。それに徒歩圏けん内ないなんだし」

　お揃いのお茶ちや碗わんにご飯をよそいながら可愛く怒おこっている桃香は、紺色のセーラー服の上からエプロンをしていた。見慣れた姿のはずなのに、毎朝可愛らしさが更新されている気がする。やだ、うちの子可愛い。

　サラサラの黒髪をすっきりとしたポニーテールにまとめ、ピンク色のシュシュを着けている。小作りの顔に、丸く大きな瞳ひとみは少し垂れ気味で、年相応にふっくらとした頰ほおは健康的な桃色、ぷっくりとした唇くちびるは桜の花びらのようで、怒っている今は可愛らしくツンととがらせている。

　転生してよかったと思うのは、ゲーム画面では顔アイコンと、イベントスチルの一部、設定資料集などでしか見ることができなかったヒロインの姿が、いろんな角度、表情で拝めることである。しかも全編フル動画。

　おまけに６歳さいで前世を思い出した私の脳内にはそれ以前の葛城真梨香の記憶も残っているので、ものごころついた頃からの桃香メモリーが脳内にバッチリ保存済みなのだ。

　ああ、でも頰ほっぺた膨ふくらませた顔も可愛い。桃香の怒った顔はレアだわ～。思わずニヤニヤしそうになる頰を根性で引き締める。

　けれどそんな桃香の表情も、私の制服姿を見てすぐにパッと明るい笑顔になった。

「改めて見てもすごい制服だね！　お姉ちゃん、お金持ちのお嬢じよう様さまみたいだよ！」

　目をキラキラとさせて私の頭からつま先まで熱い視線を送る妹に、苦笑いが零こぼれる。

「制服が届いたその日にも散々試着させられた上に写真をいっぱい撮とられた気がするんだけど、まだ驚おどろく要素があるの？」

「試着は試着、今日はいよいよお姉ちゃんがあの桜花学園に入学する日だもん！　気持ちが全然違うよ！」

　私としてはこの派手で落ち着かない制服よりも、ついこの間まで着ていた、桃香とお揃いのセーラー服の方がいいんだけど。特に、『桃香とお揃い』っていう所が。これから１年間はお揃いではいられないことが寂さびしい。

「でもいいなぁ……。桜花学園……かぁ。すごいよね。お姉ちゃん、本当に特待生で受かっちゃうんだもん」

　妹からの憧あこがれと称しよう賛さんの眼差しが眩まぶしい。

「桃香も頑張れば入れると思うわよ」

　事実、ゲームのシナリオ通りなら、桃香は来年私と同じく桜花学園の高等部に特待生として入学するはずだ。

　ごく普通の庶民である葛城家の姉妹が揃ってお金持ち御用達のセレブ学園に入学できるのは、奨しよう学がく金きん付きの特待生というシステムが桜花学園にはあるからだ。

　学業や芸術、スポーツなどの分野で秀ひいでた才能を持つ生徒を獲かく得とくするため、学園理事会が学園運営費を使って、税金対策も兼かねて実じつ施ししている制度で、特待生に推すい薦せんされ合格すれば、学費は一切免めん除じよ、制服やその他学園生活で必要となる備品や学用品についても補助金が出るという夢のようなシステムだ。

　桃香は幼い頃から続けている剣道でその才能を見出され、桜花学園に特待生として入学することになっている。

　桃香の姉である葛城真梨香も剣道を習っていて、ゲームのシナリオでは姉妹揃って剣道部の特待生という設定だった。

「お姉ちゃんが剣道での推薦を断った時はなんてもったいないことをって思ったけど、まさか学業特待生で合格しちゃうなんて思わなかったよ」

　桃香の称賛の声に良心がちょっと痛む。

　とある事情でゲーム通りに剣道で推薦を受けることを断念した私は、前世で培つちかった知識や受験の経験をフル活用して学業成績で桜花学園の推薦を受けることに成功したのだ。

　ちょっとずるをした気分だが、これも桃香を守るため、と開き直ることにする。

　桃香よりも一年先に入学する身として、フラグ回避の下準備や根回しをするために、部活にいそしんでいる時間などないからだ。

「でも本当に剣道やめちゃうの？　あんなに強かったのに？」

　桃香は姉である私の後を追うようにして剣道を始めた。

　そんな桃香に格好悪いところは見せられないと、私も頑張ったし、真梨香という人物に設定された元々の身体能力が高かったのか、実際去年の全国大会ではなかなかの好成績を収めはした。けれど、中学での部活の引退と同時に私は剣道をやめ、学業に専念することにしたのだ。

　全ては桜花学園に、剣道の力以外で合格する為に。

　実は私こと桃香の姉、真梨香のゲームでの本来の役割はとある攻略キャラのルートにおける桃香のライバル役である。

　そのルートは姉妹が所属する剣道部が主な舞ぶ台たいになる。なので、私ははじめからそのルートを回避するべく、剣道をやめたのだ。

　元々護身用程度の気持ちだったし、前世がインドア文系だった所為か、そこまで部活動に執しゆう着ちやくはない。

　最愛の妹と敵対し、彼女を苦しませる役に生まれ変わるだなんて、神様のいじわるとしか思えない采さい配はいに、記憶が戻った当初は恨うらみもしたが、今となっては感謝している。

　なにせ私が桃香のライバルになるなんてことは絶対にない。必然的に桃香の苦労の芽が一つ潰ついえたのだ。

　ゲームではヒロインの行動や選択肢によってシナリオが分ぶん岐きする。その中で、攻略キャラとなる男子は剣道部の主将の他、学園の王子様な生徒会長や、俺様な代議会議長、クールな風紀委員長など、学園でなんらかの重要な地位にいる人間が多い。更さらにそれぞれのルートで登場するライバル役も彼らに近しい関係者だ。

　そんな連中から桃香を守るためには、先回りして彼らの行動を見張る必要がある。普ふ通つうに追っかけていたのでは身体がいくつあっても足りないだろう。

　そう考えた私は、桃香がどのルートに迷い込んでも助けられるように、一番メインルートに近く、どの攻略キャラの様子も窺うかがえるポジションに潜せん入にゆうすることにした。

　それは、生徒会の下部組織である執しつ行こう部ぶだ。そこからならほぼすべての攻略キャラの動向を探ることができるはずだ。

「本当は桃香も私も誰とも関わりなくいるのが一番なんだけど……」

　……実のところ、高校受験で志望校を選択する時、悩なやんだ。そもそも桃香が桜花学園に入学しなければフラグをほぼ全ぜん粉ふん砕さいできるんじゃないかと。

　けれど私が入学しなくても桃香が入学してしまったら意味がないし、その場合は近くで見守ることもできなくなる。

　桃香は剣道で特待生の推薦を受けられるとなったら、絶対に桜花学園に入学するだろう。

　桜花学園は、女手一つで私と桃香を育ててくれた母の母校で、子供の頃に死んだ父と母が出会った思い出の場所なのだ。

　庶民の母と、名家の出の父は周囲の反対を振り切って駆け落ち同然で結ばれた。

　今でも父のことを話す時の母は恋する乙女そのもので、その惚気のろけ話ばなしもとい思い出話を聞かされて育った桃香は桜花学園へと憧れを抱くようになったのだ。




　気がつくと、朝食はすっかり空になっていた。

　桃香のご飯は世界一美味しい。家事が当番制の我わが家やでは私も人並みに料理はこなすが、妹の腕前にはかなわない。

　ほんと、この子はいい嫁になる。まあ、そう簡単には嫁にやらないけど。

「ごちそうさま。桃香、今日も美味しかったわ。私は先に出るけど、一人で大丈夫？」

　公立の中学に通う桃香は今年進級して、最上級生となった。

　今日は部活は休みで新入生のオリエンテーリング準備の手伝いに出るそうだが、普段ならもっと朝は早い。

　時間は大丈夫かと心配になって尋たずねるとはっとして、慌ててエプロンを外し始めた。

「そうだった！　友達と朝待ち合わせしてたの！　お姉ちゃん、外まで一緒に行こ！」

　ぱたぱたと忙せわしなく動き回る桃香は小動物のようで可愛らしく、私は朝からほっこりとその姿を見守ったのだった。
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「ついに、来てしまったか……」

　白くそびえたつ正門の彫ちよう像ぞうを前に、私は溜ため息いきをついた。今日からこの桜おう花か学がく園えん高等部に通うことになるのだ。

　桜花学園というだけあってあちこちに桜の木が生えているし、正門前は並木になっている。おかげで辺りには薄うす紅べにの花びらが舞まっていて、幻げん想そう的てきな光景だ。

　まるでゲームのスチルみたいだ。いや、まあ、ゲームのスチルにも使われてたけどさ。

　夢にまで見たこともなければ、そこまで切望していたわけでもない進路だが、それもこれも、愛する妹との幸せ姉妹ライフのためだ。

　来年、私と同じようにこの門をくぐることになるであろう可か愛わいい妹が、この学園で辛い思いをすることがないように。

　そんな決意を心に秘ひめて、私は瀟しよう洒しやなデザインの門をくぐった。




「私のクラスは……１年、Ｄ組……。あ、あった。………げ」

　貼はり出されたクラス名めい簿ぼを見て、自分の名前はすんなり見つけられたのだが、その少し下の方に、よく知った名前を見つけて思わず不満の声が漏もれた。

　この学校の同学年にいるのはわかっていた。でもいきなり同じクラスだなんてちょっと神様、意地が悪いんじゃない？

　10年近く前に自分が池に突つき落とした少年の名を見つめながら、深い溜息が出た。

「……忘れててくれないかな……無理かな。桃もも香かのことも覚えてるんだもんなあ……」

　入学初日からついてない。教室へ向かう足取りがちょっと重くなった。

　教室に入って、ちょっと見回すと、見み間ま違ちがえようもない目立つ金きん髪ぱつの男が教室の中ほどの席について、数名の男子生徒と話しているのが見えた。

　遠目に見ても、キラキラしい美び貌ぼうはすでに教室内の女生徒の視線を釘くぎづけにしている。

　なるべく気づかぬふりで、自分の出席番号に割り当てられた席へ向かう。

　途中、こちらを振り返った金髪男の目が驚おどろきに丸くなったのは気のせいだ。

　10年近く会っていないのだから、顔で見分けがつくはずがない。10年前の私は今よりは吊つり目じゃなかったし。髪かみ型がただって全然違っている。

　そんな私の希望的観測もむなしく、その金髪男はわざわざ席を立つと、ちょうど座ったばかりの私の正面にやってきた。涼やかな碧みどりの瞳ひとみが見下ろしてくる。

「お久しぶりです。僕ぼくのこと、覚えていますよね」

　なぜ断定口調なのだ。見間違いだったら恥はずかしい思いするのは自分の方だぞ。

　私はとりあえず素知らぬふりを決め込こむことにしてみた。

「えっと……？　初めまして、だと思うのですけれど……？」

　精一杯困こん惑わくしていますという表情で声を出す。こんな目立つ容姿の人、普通は忘れないけど、まったく覚えがないわ～、みたいな。

　私がそう答えた瞬しゆん間かん、教室内の体感温度が３度は下がった。

　私は目の前の男の顔を見て失敗を悟さとったが、手て遅おくれである。

「そんなはずはないと思いますよ。葛かつら城ぎ真ま梨り香かさん。優ゆう秀しゆうな成績で桜花学園高等部への入学を果たしたあなたの記き憶おく力りよくがそんなにお粗そ末まつなわけがないでしょう？　罪つみの意識にさいなまれ、恐おそれおののく気持ちはわからないでもないですが、忘れたふりをしたところで罪が軽くなるわけじゃありません。あなたに寒空の下、池に突き落とされたおかげで僕は３日３晩ばん熱にうかされました。それを忘れるなんて人道にもとる行こう為いだと思いませんか？」

　輝かがやくような笑顔かつノンブレスの早口で脅おどしてくるのはやめてほしい。眩まぶしすぎて目が潰つぶれる。

　迫はく力りよくに負けて目を逸そらしてしまいそうになるが、気力で耐たえる。

　桃香とこいつの恋れん愛あいフラグを折って、桃香の防ぼう波は堤ていとなるためにも、こいつとの力関係で負けるわけにはいかない。できれば上位に、最低でも対等に。

　私は、動どう揺ようを悟られないよう、余よ裕ゆうたっぷりの笑顔を作ってみせた。相手は一瞬虚きよを突かれたように目を丸くした。これならいけるかな？

「ああ、そういえば、昔、足の着く程度の深さの池でおぼっ……！」

　即行で手で口を押さえられた。目の前の笑顔が禍まが々まがしさを増す。それに対して私はにっこりと、狐きつねっぽいと呼ばれる吊り気味の目を細めてみせた。

　勝ってはないが、負けてもいない。あの一件が弱みとなるのはお互い様だ、と相手に示せた。ふふふ、ざまあみろ。

　できることなら忘れていたかった彼かれの名は篠しの谷や侑ゆう李り。容姿端たん麗れい、成績優秀、品行方正、温厚篤とく実じつ、まさしく絵にかいたような王子様だ。

　ゲーム通りであれば桃香が入学してくる来年、生徒会長に就任することになっている。

　セレブ学校な桜花学園でもトップクラスのお金持ちの家いえ柄がらで、日仏ダブルと英えい露ろダブルの両親を持つ彼は４分の１だけが日本人という多た国こく籍せきな遺い伝でん子しで構成されている。

　輝くハニーブロンドの金髪は緩ゆるく癖くせがあり、柔やわらかく波打っている。澄すんだ湖水のような碧の瞳は長いまつげに縁どられ、一見優やさしげだが、どこか人を寄せつけない冷たさを感じさせる。白く滑なめらかな頰ほおにはそばかす一つ浮ういていない。すらりとした長身に、桜花学園の白のブレザーをすっきりと着こなして立つ姿はまさしく完かん璧ぺきな王子様そのものだ。

　彼こそが、ゲームの中での桃香の攻こう略りやく対象の一人。

　そして、私が６歳の時にフラグを折るために池に突き落とした、かつての少年である。

　ゲームにおいて、カリスマ生徒会長として登場する彼は、序じよ盤ばんから桃香への甘あまい態度を隠かくしもせず、彼女をお姫ひめ様さま扱あつかいしてくるのだ。そして幼い日のプロポーズを忘れている桃香にじわじわと迫せまって口説き落としてくる。それなんてストーカー？

　ハッピーエンドルートはひたすら甘く、王道王子様路線。ライバルからの嫌いやがらせにも颯さつ爽そうと助けに入り、最後には思い出の場所でもう一度プロポーズするスチルで終わる。

　しかし彼のルートに入った後で選せん択たく肢しを誤ると、ライバルの嫌がらせで命を狙ねらわれ、実は独どく占せん欲よくが強い篠谷が嫉しつ妬との末にヤンデレ化して桃香を監かん禁きんするエンドになる。

　いくらイケメンでも、こんなヤンデレ粘ねん着ちやく王子に愛する妹は渡わたせない！

　そっと篠谷の手を外して距離をとる。

　咄とつ嗟さに対たい抗こうしてしまったとはいえ、あの時池に落としたのは正直やりすぎたとも思っていたので、いい機会だから謝っておくことにする。

「その節は失礼しました。あの時は可愛い妹が誑たぶらかされてるように見えたので、つい……あの後すごく反省したのですよ？」

「へえ、その割に僕の顔をすっかり忘れてしまわれていたようですけど？」
















　素直に謝ったというのに、まだ責められるのか。そういえばこいつは超がつく粘着質な性格設定だった。

「いえいえ、立派に成長されたのでわからなかっただけです。すっかり見違えてしまって。……泣きべそをかいて鼻水垂たらしてた姿しか記憶になかったもので」

「……へえ……。どうやら随ずい分ぶんと記憶が改かい竄ざんされているようですね」

　篠谷のしつこさに苛いら立だっていた私は、ついつい余計な一言をつけ加えてしまった。

　その後、担任教師が来て止めに入るまで、嫌味の応おう酬しゆうにより教室内はブリザードと化し、私は入学初日からクラス内で畏い怖ふの目で見られる羽目になった。

　それもこれもあの粘着王子の所せ為いだ。ちくしょう。




　入学初日から教室で大舌戦を繰り広げた罰ばつとして、担任の栗くり山やま幸こう樹き先生からクラス内のアンケートの回収を言いつけられてしまった。

　女子がここぞとばかりに篠谷へアンケートを渡しながら話しかけている一方、なぜか私は男子に怯おびえられているらしく、やたらとびくびくしながら用紙を渡された。解げせぬ。

　そんな中、一人の女生徒が、篠谷ではなく私の方にアンケートを持ってきた。

　ショートヘアのボーイッシュなその女子は、私よりも少し背が高い。女子の中では長身の部類に入る私よりも高いということは１７０近くはあるだろう。

「これ、アンケート。提出よろしく。それと、さっきの喧けん嘩か、面白かったよ」

　そう言って用紙を差し出しながら、私と篠谷の嫌味合戦を思い出したのか、更さらにくすくすと肩かたを震ふるわせて笑い始める。笑われているのに、不思議と不ふ愉ゆ快かいな感じはしない。

「どうも。えっと……、柿かき崎ざき由ゆ紀きさん……？」

「由紀でいいよ。私も真梨香って呼ばせてくれるなら、だけど」

　アンケートの記名を見て言うと、笑って握あく手しゆを求められた。私もその手を取って、微笑ほほえむ。彼女とは、なんとなくだが、気が合いそうな気がした。




　その日は入学式が終わればそれぞれの教室で簡単な自己紹介や担任教師の説明を受けたら解散となる。

　鞄かばんを手に教室を出たところで、クラスメートの一人が伝言を持ってきた。

　上級生が呼んでいる、との内容に一瞬身構えたものの、その名前を聞いて、すぐに用件に見当がつく。

　学園内に食堂とは別に設もうけられたカフェテリアに出向くと、一人の女生徒が立ち上がってこちらを手招きしていた。

　肩までの明るい髪ときりりとした眉まゆの快活そうな少女。その顔には見覚えがあった。中学一年の時、剣道の全国大会で見たことがある相手だ。対戦したことはないが。

「葛城真梨香さん、私は桜花学園剣道部女子主将で３年Ｅ組の瓜生うりゆう舞まいよ。初めまして」

「初めまして。……どういったご用件ですか？」

　そう答えつつも予想はついていた。部活動への勧かん誘ゆうだろう。

　桜花学園は部活動が盛んで、剣道部も全国レベル。当然部員の勧誘にも力を入れている。

　私の答えはすでに決まっているのだが。

「今日呼び出させてもらったのは、単刀直入に言って剣道部への勧誘なの。葛城さん、中学の時剣道で全国でも上位に入っていたでしょう？　剣道でのスポーツ推すい薦せんも十分に取れる成績だったって聞いたんだけど……」

「剣道はやめました」

　相手の言葉を遮さえぎるのは失礼だとは思ったが、あえてきっぱりと告げた。今の私には剣道部には近づきたくない理由があるからだ。

「どうして……？」

「理由については一身上の都合とだけ。この学園では生徒会の執しつ行こう部ぶに入るつもりでいます。部活動に入る時間は取れなくなると思いますので、申し訳ありませんが」

　深々と瓜生先せん輩ぱいに頭を下げると、私はその場から踵きびすを返した。




　カフェテリアを出たところで、入ってくる生徒とぶつかりそうになった。

　見上げるほどの長身の男子と、その陰にすっぽり隠れてしまいそうな小柄な男子。剣道部主将の木通あけび由ゆ孝たかと２年の津つ南な見み柑かん治じだった。

「っ……！」

　思わぬところでの接触に、全身が強こわ張ばる。この津南見柑治こそ、私が剣道をやめてまで接触を避さけた、桃香の攻略キャラの一人なのだ。

　現在２年生の津南見はゲームの中では３年生、剣道部の主将として登場する。

　きりりとした眉とアーモンド形の瞳、黒髪をすっきりとしたベリーショートにしている。身長は１６８センチと小柄ながら剣道では全国でも表彰台常連の猛も者さだ。

　そんな津南見はゲームの中では、とある理由から女性が苦手、もはや苦手を通り越した女性恐きよう怖ふ症しようで、唯ゆい一いつ対等に付き合えるのが剣道部の後こう輩はいで幼おさな馴な染じみでもあり、女子ながら互角に近い勝負ができる葛城真梨香、つまり私だけだった。

　その為ため周囲からは二人は恋こい人びと同士だと噂うわさされており、入学して二人の様子を見た桃香もその噂を信じてしまう。

　けれど実際は恋人同士でもなんでもなく、桃香と親しくなっていくうちに、津南見は桃香を愛するようになるのだ。

　真実を知り、津南見への想いに気づいた桃香も彼へ告白し、二人は恋人になる。その時点では真梨香もそんな二人を祝福する。

　けれど二人を祝福していたかに見えた真梨香は、実は幼い頃に出会った時から津南見にずっと片想いをしていたのだ。

　そして一度は身を引いたものの諦あきらめきれず段々と心を病み、二人の邪じや魔まをするようになり、桃香への傷害未み遂すいや、最後には津南見との心中未遂にまで発展してしまう。

　津南見ルートでの最悪のバッドエンドでは、真梨香に同情し、彼女を突き放すことができなかった津南見がこれ以上桃香を巻き込むよりは、と桃香に別れを告げ、真梨香と共に行方ゆくえ不明になり、桃香の号泣で幕を閉じる。

　それは、姉と恋人の裏切りと、その後の二人の死を予感させ、桃香は恋人と家族を同時に、そして永遠に失うという悲劇的なものだった。

「……ほんと、あれは最低のルートだったわ……」

　元のゲームのことを思い出して、私は溜息をついた。

　前世の私は、真梨香というキャラが好きではなかった。

　桃香という愛すべき妹を裏切り、不幸のどん底に落とした女。そんな女に生まれ変わってしまうなんて、と始めのうちは思っていたのだ。

　でも真梨香として生きているうちに気がついた。真梨香だって最初から桃香と対立していたわけじゃない。

　ゲーム序盤、真梨香は妹思いで剣道が強い、桃香の憧あこがれのお姉ちゃんだったのだ。

　あんな風に尊敬される姉が、妹を最初から疎うとんじていたはずがない。妹が大好きだからこそ、追おい詰つめられて、心を病んでしまったのだ、ということに。

　妹を祝福したいと心から思いつつも、津南見のことを諦めきれなくて、二つの感情の板いた挟ばさみから、精神の均きん衡こうを保てなくなったのだろう。

　今の私は津南見に対する恋愛感情もなければ、そもそもの接点すらほとんど持っていない。幼い頃起こるはずだった津南見との出会いを回かい避ひしているからだ。

　津南見ルートは真梨香が桃香より先に津南見と交流があることが前提のシナリオだ。

　真梨香が津南見に出会うことなく、恋もしなければバッドエンドなど起こりようがない。

　剣道ではなく学力で特待生枠わくを受験したのもその為だ。

　たとえ剣道部に入ったとしても津南見のことは好きにはならなかったと断言できるが、桃香を悲しませる可能性は一つでも潰しておきたかったから。




　部活に入らなかったからといって絶対に顔を合わせない保証はないとは思っていたけれど、こんなに早く出会うことになると思っていなかった私は内心で焦あせった。

　ゲームの真梨香と自分は違う。こんな男に惚ほれたりしないと心の奥で言い聞かせる。

　向こうは私を知らないはずだ。いや、注目選手だったという意味では知っているかもしれないが、それ以上の繫つながりはない。

　この場では、私と津南見は初対面の先輩と後輩でしかない。

「……失礼しました」

「あ、ちょっと待ってくれ」

　目を伏ふせ、軽く会え釈しやくをして通り過ぎようとしたところで、木通先輩に呼び止められた。

　剣道で全国でもトップクラスの実力者である木通先輩は、一見すると身長が高い以外は目立たない地味な雰ふん囲い気きの持ち主だ。

　けれど制服越しにもわかる程引き締しまった身体つきで、身のこなしにも隙すきがない。

　一刻も早くこの場を離はなれたい私は困惑を隠しもせずに振り返る。

「剣道、もうやらないのか？」

「はい。誘っていただいて申し訳ないですけど」

　当たり障りなく答えつつ、ふと津南見の視線が気になった。

　木通先輩より半歩程後ろにいる為、ほぼ陰になって隠れているのだが、なぜかじっと見つめられている気がしたのだ。

　いやでもまさかな……。

　ゲームとは違って私と津南見は今が初対面だ。凝ぎよう視しされるような理由はない。

「葛城って、剣道やってたのは部活だけ？　道場とかには通ってなかったの？」

　唐とう突とつな質問に内心ぎくりとする。

　私も桃香も小学生で剣道を始めた時は近所の道場に通って習っていたのだ。

　けれど、小学校の高学年以上が参加する出で稽げい古こで真梨香と津南見が出会うという設定を思い出してしまった私は、道場の出稽古や対外試合を悉ことごとくサボり、最終的にはその道場はやめて、別の護身術を教えている道場に通ったりしていた。

「……道場で習っていたこともありますけど、中学からは部活だけです」

　当たり障りない返事をしつつ、津南見の様子を窺うかがう。

　すると、向こうもこちらを見ていたようで、目が合った途端に逸らされた。

　周囲の評判では女性嫌いと噂されている津南見だが、ゲームの設定通りなら、女性嫌いどころではなく、筋金入りの女性恐怖症のはずだ。

　それも女生徒に近づくことはおろか、触れ合っただけで蕁じん麻ま疹しんが出るほどの。

　原因は４人の姉によって幼い頃ころから玩具おもちやのように構い倒たおされたかららしいけど……。

　ゲームの中で真梨香と仲がよかったのも、彼女が男顔負けの剣道の実力を持っていただけではなく、見た目や言葉遣づかいなど、ボーイッシュで女性らしさとは無縁のキャラだったからだ。

　もっともそれは、津南見の『親友』でいる為の努力の結果だったのだが。

「そっか。……話は変わるんだけどさ、葛城中学の時こいつからてが……もが」

「木通先輩っ！」

　何かを言いかけた木通先輩の口を津南見が強引に塞ふさいだ。

　手が……？　とりあえず自分の手を見てみるが、意味がわからない。尋たずねてみようにも木通先輩は津南見に羽は交がい絞じめにされている。

　そのまま二人して私から距きよ離りを取ったかと思うと何やらコソコソと話している。いったいどうしたっていうんだ？

　首を傾かしげる私をよそに、先輩二人は何事か結論が出たようで、木通先輩が肩を竦すくめてこちらへ向き直ってきた。

「……ったく、わかったよ……。すまんな葛城、部に入るかどうかは別として、うちはいつでも見学やら手合わせやら大だい歓かん迎げいだから、気が向いたら遊びに来てくれ」

　そんなことを言われても、津南見との接触を避けたい私としては剣道場に足を運ぶこと自体鬼き門もんなのだ。

「……検けん討とうはしてみます」

　ひとまずは日本人らしくお茶を濁にごしてみることにする。要するにお断りの常じよう套とう句くだ。

「葛城みたいな美人が見に来てくれたらテンションが上がるからな。なあ、柑治」

「木通先輩！　ふざけないでください！」

　確かにふざけている。女性恐怖症の津南見に私の応援など、拷ごう問もんにしかならないだろう。

「葛城、木通先輩の言うことは気にするな！」

　ほら、必死に来るなと目が訴うつたえているし。いっそのこと津南見への嫌がらせ目的に見学に行ってやろうかという気にすらなる。行かないけど。

「柑治君たら照れちゃって～」

「照れていません!!」

「……はあ。それじゃあ私、もう失礼しますね」

　なぜかにやにやと意味深な笑みを浮かべている木通先輩と、もはや死人のような顔色で気にするな、突っ込んでくれるなと訴える津南見に別れを告げ、私は今度こそカフェテリアを後にした。

　視界に津南見がいなくなって、ホッと一息つく。

　恐れていたようなときめきがなかったことに安あん堵どしつつ、今後もあの男には近づくまいと改めて決意した。

　今日はこの後はもう用事もないし、このまま帰宅してもいいんだけど、折角だから校内を下見しておこう。これからここに通うのだし、ゲームで知ってる構造と実際の校舎との違いも確認しておきたい。

　そう考えると、私は学校の施設案内のパンフレットを取り出した。




　桜花学園は広大な敷しき地ちに初等部、中等部、高等部の校舎が少し距離を置いて建っており、大学はまた別の場所にここと同じくらいの広大な敷地を使って建てられているらしい。

　初等部、中等部、高等部の境はちょっとした林と壁かべで仕切られ、共同の行事以外での行き来はほとんどない。

　高等部の敷地内は通常授業の教室のある本校舎、化学室や音楽室などのある特別教室棟、備品や機材を収納する機材管理倉庫棟、教職員室や保健室、生徒会室や各種会議室を備えている南校舎、その他部室棟などがある。更に一棟丸々本でいっぱいという大きな図書館があるのだ。

　部室棟にはさっきの先輩たち以外の剣道部員がいるかもしれないので、近づかない方が無難だろう。

　機材管理倉庫棟はそもそも権限のない生徒は近づけない。南校舎をさらっと回って図書館へ行こう。

　私は眺ながめていた地図を閉じて、歩き出した。

　南校舎は１階に保健室と調理実習室があり、２階には生徒会室と会議室、３階は職員室と、役員室、校長室、理事長室がある。

　２階より上は一般生徒の立ち入りは少ない。せいぜい職員室に用がある時だけだろう。

　位置だけ確認して、校舎には入らずに踵を返したところで、校舎に入ろうとしていた生徒にぶつかった。

「おっと！　大丈夫か？」

「はい、すみませんでし……た……っ！」

　ぶつかった相手の顔を見上げて、私は言葉に詰まった。初対面だが、私は相手の顔を知っていたからだ。

　菅すが原はら棗なつめ。艶つやのある黒髪を真ん中分けにして、切れ長の瞳にフレームレスの眼鏡めがねをかけた涼やかな美貌の持ち主だ。

　ゲームの中では風紀委員長として登場し、桃香と出会う攻略対象の一人である。

「菅原棗……先輩」

「ん？　ああ、新入生か」

「はい、えっと、入学式で生徒会長として挨あい拶さつされてましたよね」

　本当はもっと詳くわしいプロフィールも知ってはいるが、もちろん言えない。咄嗟に入学式で現生徒会長の席に座っていたことを思い出し、ごまかす。

「歴代生徒会長の中でも特に優秀だと聞いています」

「そんなことはないぞ。今日のスピーチだって緊張で何喋しやべったか覚えてないくらいだ」

　そう言って苦笑いすると一見冷たそうな顔立ちが親しみやすい雰囲気になる。

「お前、名前は？」

「葛城真梨香です。初めまして」

「こちらこそ。１年はもうみんな帰ってるんじゃないか？　お前は迎むかえ待ちか何かか？」

　この学園の大多数は登下校をお抱かかえ運転手の車で行うお金持ちだ。

　けれど、私は特待生の庶民である。家からの距離がそんなに遠くないのを幸いに、徒歩で通っているのだ。

「いえ、ちょっと校舎内を探検してました。広いので明日以降迷ってしまわないか不安で」

「なるほど。よかったら案内する、と言いたいところだけど、これから生徒会の集まりがあるからな……。一人で大丈夫か？」

「はい。あ、ここから図書館までの道ってわかりますか？　地図だと本校舎まで回っていかないといけないみたいなんですけど、近道があれば知りたいです」

　先ほど鞄にしまったパンフレットを出すと、菅原先輩は、頷うなずいて苦笑いを浮かべた。

「このパンフわかりづらいよな。ちょっと書き込みしてもいいか？」

「はい、ペンどうぞ」

　細めのサインペンを渡すと、菅原先輩は現在地がここだろ～、と地図にくるくると花丸を書き込み、そこから図書館までの最短コースを途中の目印と共に説明してくれた。わかりやすい。これなら迷わず図書館まで行けそうだ。

「ありがとうございます。それじゃあ、失礼します」

「ああ、気をつけてな」

　私はお礼を言って南校舎前を後にした。

　菅原棗は桃香の攻略対象者の中では比較的まともな人格者だ。

　ちょっと人より不運で苦労性だが、それも人に迷惑をかけるような要素ではない。

　桃香の相手としては一番マシな方だ。もしノーマルルートが無理なら１万歩譲ゆずって彼のルートでも仕方ないと思えなくもない。嫌は嫌だが。

　しかし、菅原のルートの問題点は、本人よりも周りにある。

　菅原家は名家だが、彼自身は妾しよう腹ふくの出で、母親を早くに亡くした後、父親に引き取られ、菅原家の長男として認知されている。

　しかし、当主の本ほん妻さいである継まま母ははと腹違いの姉からは財産目当てで、男子なのをいいことに菅原家を乗っ取ろうとしていると思われているらしい。

　そのため、彼に近づけば、この継母と姉からの攻こう撃げきの巻まき添ぞえを食う羽目になる。

　某ぼうサスペンス劇場のような殺人未遂と権けん謀ぼう術じゆつ数すうが横行するルートになってしまうのだ。

　菅原先輩自身に罪はないとはいえ、桃香をそんな危険地帯に放り込むわけにはいかない。

　そうこうするうちに、図書館が見えてきた。周囲を桜の木に囲まれた建物は大きく、蔵書量も期待ができそうだ。

　前世でインドアオタク生活を満まん喫きつしていた私の最大の趣しゆ味みは読書だった。

　本の虫といわれ、部屋にはライトノベルから哲てつ学がく書しよまで、ジャンル総無視で本が積み上がっていた。学生時代はアルバイト代もお小遣いもほとんど本につぎ込んでいたほどだ。

　前世で得た知識や読解力は今世で学力推薦枠を取るのに非常に役立った。

　さすがに今世では本につぎ込むお金がなかったので市民図書館や立ち読みで我が慢まんしている。この学園の図書館の事を聞いて、楽しみにしていたのだ。

　今日はまだ利用はできないんだっけ。

　ちょっと覗のぞくだけでも駄だ目めだろうか。閉館の札は出ていないから、入ることはできるんじゃないか。

　たしか、新入生の図書館利用ができるのはオリエンテーションが終了して、通常授業が開始してかららしい。

　てことは早くても来週か～。貸し出しは無理でも中で本を見るくらいはできないかな～。そうやってうろうろしていると、司書教諭らしき人に声をかけられた。

　新入生であることを告げると、やはり貸し出しはできないが、ちょっと書しよ架かを眺めるくらいならと許可をもらった。

　静かな図書館の中には何人かの上級生が椅い子すに座って勉強をしたり本を読んだりしている。いくつか書しよ棚だなを見て回る、やっぱり蔵書量がすごい。

　４階建ての建物すべてが図書館だなんて、補修のための書庫なんかも含ふくめたらどれだけの本があるのだろう。

　在学中はこれらの本がただで読み放題なのだ。桃香のことは別として、ここに入学してよかった。

　ついつい書架を見て回っているうちに、最上階の奥の方まで来てしまった。この辺りは禁帯出の本が中心で、奥には破は損そんした本などの修復に使う倉庫がある。

「ああっ！　この本、絶版でもう本屋では手に入らないやつだ～」

　思わず感動が声に出てしまった。手に取った本は前世で途中まで読んでいた本だ。

　図書館利用が可能になったら真っ先に読みに来よう。禁帯出だから借りていけないのが残念だ。

　そんなことを考えていると、奥の倉庫からガタガタと物音がして、慌あわてた様子の女生徒が出てきた。

「あ、あら、こんなところまで人が来るなんて珍めずらしいと思ったら、あなた、新入生ね？」

「……はい、司書の先生が貸し出しはできないけれど見学ならばと許可をくださいました。……ところで先輩」

「何かしら？」

　大人っぽい美人だ。肩のラインや腰回りは華きや奢しやで折れそうなほどだが、胸元のボリュームはかなりのものだ。薄くはあるがメイクも自然で、華はなやかに決めている。ルージュは残念ながら取れてしまっているようだが。

「せめて、リボンは結んでから出てきてください。それじゃバレバレです」

「あ……」

　女生徒が恥ずかしそうに胸元を押さえた。ほどけたままのリボンの隙すき間まからはボタンもかけ違えているのが見えた。奥で何をしていたのかは明白である。

「さすがに倉庫にまで足を踏み入れようとは思っていませんでしたから、じっとして気配を殺してたら気づきませんでしたよ」

「ご、ごめんなさい」

　謝られても困る。というより、この状況で一番腹立たしいのは女を矢面に立たせて、自分は隠れている男の方だ。

　私はつかつかと倉庫の扉とびらに歩み寄ると、止めようとする女生徒を無視して扉を開けた。

「なんだよ、ちゃんと追っ払ったのか……？　ってお前は？」

　倉庫の中ではシャツのボタンも外れたままで、胡坐あぐらをかいて座る不ふ遜そんな男がいた。

　肉にく食しよく獣じゆうを思わせる精せい悍かんな顔つきと筋肉質で引き締まった身体。赤みを帯びた黒く癖のある髪と鋭するどい目つきがラテン系の雰囲気を持つ肉食系イケメンだ。

　倉庫に踏み入ってきた私を見て一瞬目を丸くするが、すぐに不ふ機き嫌げんな表情に戻り、ちっと舌打ちをする。

「なんだよ、ごまかせなかったのかよ。使えねえ」

　使えないのはあんたの脳のう味み噌そだ。半眼で見下ろす私の視線が気に食わなかったのか、立ち上がると、頭一つは高いところから見下ろされた。

「おい、お前。教師に告げ口しようなんて考えるなよ」

「告げ口されて困るようなことなら最初からしなければいいのでは？」

　言い返すとは思っていなかったのか、男の目が一瞬虚を突かれたように丸くなる。

　しかし何を考えたのか、厚みのある唇くちびるに、にやりと笑みを浮かべたかと思うと、私の腕を摑つかんで引き寄せた。

　バランスを崩くずして倒れ込む私の腰に腕を回し、抱きすくめる。肌はだ蹴けたシャツの胸元からは大人びた香水の香りが漂ただよっていた。

「黙だまっていてくれたら、少しぐらい相手をしてやってもいいぜ……」
















　そう耳元で低く囁ささやかれ、大きな手が腰から背中をなぞる。

　切れた。私の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが。

「お断りします」

　そう言うと私は手に持っていた厚さ５センチほどのハードカバー書籍を、目の前の傲ごう慢まん男、一いち之の宮みや石榴ざくろの顔面に叩たたきつけたのだった。

「ぶっ……！」

「きゃああっ！　石榴っ！」

　何が起きたかわからない様子で顔面を押さえて悶もだえる一之宮と駆け寄って彼を気遣う女生徒を尻しり目めに、私は彼らから適度な距離を取ると、スマホを取り出した。

　それを見た一之宮が解せぬという顔で問いかけてくる。

「おい、お前何をしている？　教師への告げ口なら……」

　ただじゃおかないとでも言うつもりだろうが、赤い顔を押さえながらでは迫力も半減だ。

「いえ、これは告げ口ではなくて通報です。痴ち漢かんの」

「はぁ？！！」

　一之宮の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「おい、まさかその痴漢っていうのは俺おれのことじゃないだろうな!?」

「先輩以外にこの場に痴漢行為を働いた人はいません」

「待て、こいつとは合意の上だぞ」

　そんなことは見りゃわかる。この男はなぜ自分が訴えられようとしているのかもわからないようなので、通報する手を止めて説明してやることにした。

「先輩はひょっとして痴漢の意味をご存じないのですか？　『公共の場所または公共の乗り物において衣服その他の身に着ける物の上から又は直接に人の体に触れること』です。先輩は今明らかに同意なく私の腰に触りましたので、十分に痴漢と呼べるかと」

「ちょっと待て！　お前俺を誰だれだと思っている!?」

　小悪党並みの陳ちん腐ぷな台詞せりふだ。イケメン金持ちは何しても許されるとでも思ってるのだろうか。勘かん違ちがい男へ蔑さげすみを込めて真正面から向き合う。

「２年生の一之宮石榴先輩でしょう？　２年代議会総代ともあろう人が痴漢の罪で前科を得るなんて、嘆なげかわしいですね。でも法律や条例は日本国民の上に平等に課せられたものです。悪いことをしたら反省して償つぐないをするのは幼よう稚ち園えん児じだって習う常識ですよ」

　一息にまくし立てる。おそらくこれまで誰も逆らう者などいなかっただろうお殿との様さまの顔はもはや怒いかりと屈くつ辱じよくで真っ赤になっていた。

「それともご実家の権力を使って揉もみ消されますか？　可愛い坊やのおねだりならご両親も事実関係など無視してすべてをなかったことにしてくださるかもしれませんね。そんなみっともない真ま似ねを、あなたのプライドが許せば、ですけど」

　一之宮の実家の権力に頼られると厄やつ介かいなので、先にその道を塞いでおく。矜きよう持じだけはチョモランマ並みの男だから、こう言えば死んでも実家の力には頼らないだろう。

「ちょっと待て、お前まさか本気で俺を訴える気じゃないだろうな？」

「なんなら痴漢じゃなくて婦女暴行未遂でもいいですよ。私が抵抗できなかったらそうなる危険もあったんですし」

「俺の誘いを断る女がいるなんて思わないだろう。不可抗力だ！」

　今目の前にいるだろうが。このバカ殿め。

「そんなもん掃はいて捨てるほどいますよ。先輩の顔が好みじゃないとか、先輩の態度が気に食わないとか、先輩の言動が気持ちが悪いとか」

「きも……っ？？！！」

　今まで自分に向かって使われたことがないであろう暴言の数々に、真っ赤の次は青あお褪ざめている。ちょっと面白い。

　溜りゆう飲いんも下がったし、これ以上時間を無駄にしたくもないし、そろそろ切り上げるか。

「……仕方ないですね。初犯ということで、今回は見み逃のがしてあげます。とりあえず、そこにいる先輩に謝罪してください」

「はあ!?　なんで俺が？？！」

「ばれたらマズいっていう自覚がありながら、女性を矢面に立たせて自分はこそこそ隠れているなんて卑ひ怯きようで愚ぐ劣れつな真似をしたことを彼女にお詫わびしてください」

「おっまえ、この俺に向かってこそこそだの卑怯だのと……っ！」

「実際こそこそしていたし卑怯なんですから仕方ないでしょう。ほら、先輩に謝ってください」

「え……？　あ、あの」

　私たちのやり取りを呆ぼう然ぜんと見ていた女生徒は、いきなり話の中心にされて戸と惑まどいの声を上げる。

　顔立ちやスタイルなどから派手めの女性に見えるが、男を庇かばって倉庫から出てきて状況をごまかそうと一生懸けん命めいだった様子を見れば、彼女は意外と一いち途ずで健けな気げな性格のようだ。

　正直、こんな傲慢ナルシストにはもったいない。

　一方の一之宮は全く納得できないという様子を隠しもせず、それでもそっぽを向きながら、その女生徒に向かって「悪かったな」とボソッと呟つぶやいた。

　傲慢な態度が大きくマイナスだがまあ、いい。謝られたお姉さんがびっくり感激して目を潤うるませているから、このくらいにしといてやろう。

「おい、お前、俺は別に脅おどされたから謝ったわけじゃないんだからな！　そもそもそもお前が訴えるとか変な言いがかりつけてきて話がこじれただけだからなっ！」

　やっぱりむかつくから通報してやろうかこのバカ殿様め。

　まったくもって不愉快な気分になりながら、私は本を棚に戻すと、わめく一之宮を放置して、女生徒にのみ会釈して最上階のフロアを後にした。

　入り口まで戻ると、司書教諭が騒さわがしかったけれど何かあったのかと尋ねてきた。

「さあ？　私は気づきませんでした」

　しれっとそう言うと、私は司書教諭にお礼を言って図書館を後にした。

　歩きながらゲームの中での一之宮ルートを思い出す。

　一之宮のルートは傲慢な肉食系遊び人の俺様イケメンが、桃香の純粋さに振り回されるうちに純愛に目覚め、それまでの女性関係をきっぱりと断ち切り、桃香一筋になっていくという割と王道なものだ。

　しかし、そんな主人公たちの純愛の陰で容赦なく捨てられた一之宮の過去の女たちの嫉妬や恨うらみが桃香へと向けられる。

　壮絶ないじめや嫌がらせ、二人を引き裂さこうとする罠わなに翻ほん弄ろうされ、桃香の方が身を引こうとしたり、それによって逆上した一之宮が元カノたちを徹てつ底てい的てきに破は滅めつさせてしまったりする修羅場がある。

　もちろん、そんな泥どろ沼ぬまルートを可愛い桃香に歩ませるわけにはいかない。

　そもそも、本気で愛せる女ができたからといって、過去の女をボロ雑ぞう巾きん扱いする男なんて、ろくなものではない。

　一之宮のルートについてはまずは桃香をあの色情狂に近づけさせないのが最善だ。

　その為にもまずは『あの問題』を解決しないと……。

　そうやって一之宮ルート回避への作戦を練りながら歩いていたら、ちょうど正門まで来ていた。バカ殿のせいで今日は無駄に疲つかれたし、帰るか。

　こうして私の桜花学園高等部初日は無事？　終了したのだった。




　家へと帰った私を天使が待ち構えていた。

「お姉ちゃん！　どうだった？　建物とか、教室とかやっぱりすごかった？　運命の出会いとかあった？」

　桃香自身学校から帰って来たばかりなのだろう、セーラー服姿のままで目を輝かせて問いかけてくる。

「運命の出会いどころか因いん縁ねんの対決が……いえ、なんでもないわ。建物はパンフレットで見た通り、いかにも歴史がありそうな造りだったわよ。あと、図書館が大きかったわ」

　桃香の運命の相手候補とならバトルしてきたが、もちろんそんなことは言えない。

　事前に彼らの悪印象を植えつける作戦も考えが、事前情報がマイナスだと、ちょっとした長所がギャップ萌もえに繫がってしまうし、あまり卑怯な手は使いたくない。

　ゲーム知識を駆く使ししてフラグを折るのは卑怯ではないかという部分には目をつぶるが。

「お姉ちゃん本好きだもんね。剣道部は？　見に行かなかったの？」

「声はかけられたけど、改めてお断りしてきたわ。私ね、桜花では生徒会執行部に入ってみようと思うの」

「生徒会執行部って？」

「学校行事とかのお手伝いをしたり、学生間の問題点を改善するために働くところ」

　今日再会した篠谷侑李はゲームの通りに行けば、桃香が入学してくる来年には生徒会長になっている。現生徒会長の菅原棗は来年は風紀委員長に、生徒会と対立の深い代議会という組織の長にはあの一之宮石榴が就く。

　この他にも、桃香と同級生で、生徒会役員になる美少年や、一之宮の相棒的な男子生徒が攻略対象として桃香の安全な学園生活を脅おびやかしてくるだろう。更には危険なライバルキャラの女生徒も生徒会関係者が多い。

　そんな彼らを桃香に近づけないために、先にその懐ふところに潜もぐり込んで対策を練るのだ。

　敵をよく知ることが大事だって、昔の兵法の本にも書いてあったし。

　そんな地道な計画は伏せつつ、学園での目標を語って聞かせると、桃香の大きな目がさらに丸くなり、頰を紅潮させてキラキラとした笑顔になった。

「すっご～いっ！　お姉ちゃんかっこいいよ！　縁の下の力持ちだね！」

　純度１００％の尊敬の眼差しにちょっとだけ良心が痛んだ。

　ごめんね、妹よ。お姉ちゃんは君の恋のフラグを折るために生徒会に入ります。それもこれも、平和で幸せな姉妹学園ライフの為だから！
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　入学式、オリエンテーションを経へて、私は当初の予定通り生徒会執しつ行こう部ぶに志願し、無事推すい薦せんを受けることができた。

　今日は生徒会役員と執行部の初顔合わせである。

　毎年桜おう花か学がく園えんの生徒会執行部員の春の志願者は多い。中等部からずっと人気の生徒がそのまま役員に就任するからだ。

　しかし約半数が３カ月で脱だつ落らくする。各生徒会行事で先頭に立ち華はな々ばなしい活かつ躍やくをする役員に対し、執行部員の仕事はあくまでも裏方、雑用係だからだ。

　美男美女揃ぞろいの役員目当てで志願した者も、その仕事の過か酷こくさと、お目当ての役員とそれほど縮まらない距きよ離りに失望して辞めていく。

　その為ため、執行部員は季節が進み、行事が盛大になる時期ほど人手が不足するのだそうだ。

「葛かつら城ぎさん、今日の生徒会執行部の顔合わせですが、生徒会室では手て狭ぜまなので、南校舎の中会議室で行います。場所がわからなければご案内しますけど」

「初日に南校舎の場所は確認してあるので大丈夫よ。篠しの谷や君、今日は日直よね。少し遅おくれるかもしれないと伝えておくわ」

　中等部で生徒会役員を歴任し、今期の生徒会でも会計職に就いている篠谷が胡う散さん臭くさい笑顔で道案内を申し出てきたので丁重にお断りして一人で南校舎へ向かう。

　手には菅すが原はら棗なつめ先せん輩ぱいの書き込み入りパンフ。現生徒会長様は南校舎から図書館への近道だけでなく、本校舎と南校舎の最短経路も書き込んでくれていた。非常に助かる。

　先日は入り口だけ拝んで中には入らなかった南校舎に足を踏ふみ入れ、入り口の案内板を確認してから３階にある中会議室へ向かう。

　扉の前まで来たのだが、開かない。鍵かぎがかかっているようだ。はて、篠谷は確かにここだと言っていたはずなんだが……。

　首を傾かしげていると、階段を上ってきた女生徒に声をかけられた。その声の主に私は心当たりがあった。

「あら？　あなたもしかして執行部志願者？　早いのね。今から準備するところなのよ」

　落ち着いた柔やわらかな声音に相応ふさわしい、おっとりとした雰ふん囲い気きの美人、今は生徒会副会長だが、来年には監かん査さ委員長に就任することになる、五ご葉よう松まつ亜あ紀き先輩だ。

　一応、菅原棗ルートのライバル役なのだが、彼女が桃もも香かに何かを仕し掛かけてくるということはない。そういう意味では安心して接することができる存在だ。

　柔らかなダークブラウンの髪かみを右サイドで一つの緩ゆるい三つ編みにしてシュシュでまとめている。仕事で目を使う時などは眼鏡めがねをかけることもあるが普ふ段だんは裸ら眼がんだ。

「はい、１年Ｄ組の葛城真ま梨り香かです。これからよろしくお願いします。あと、同じクラスで会計の篠谷君ですが、今日は日直なので少し遅れるかもしれません」

　学生でも社会人でもまずは最初の挨あい拶さつが大事だ。私は先輩の方へ向き直って居住まいを正すと自己紹介をし、頭を下げた。

「こちらこそよろしくお願いね。２年Ｂ組の五葉松亜紀よ。生徒会では副会長を務めてます……って、もう知っているわね」

「はい」

「生徒会執行部の仕事は結構大変だけど、やりがいもあると思うから、よろしくね」

　五葉松先輩はそう言って会議室の鍵を開けると中へ入れてくれた。

「全員が集まるまで少しかかると思うから、好きな席で待っててもらえるかしら？」

「いえ、準備するんですよね。お手伝いします」

「そう？　助かるわ」

　先輩の指示に従い、志願者に配る資料のコピーを取りに行ったり、配布用にホチキスで留めたりといった作業を行っていると、菅原棗生徒会長が来た。

　私たち二人が談笑しながら作業しているのを見て目を丸くしている。

「たしかお前は……入学式の日に校内探検していた１年生だな。執行部に入ってくれるのか？」

「はい、１年Ｄ組、葛城真梨香です。改めて、よろしくお願いします」

　会長にも改めて挨拶する。そこへ少し遅れて、生徒会役員の残りの二人がやってきた。

　金きん髪ぱつの少年、篠谷と連れ立って来た少女に、私は表情に出さないようにそっと身構えた。

「すみません、遅くなりましたわ」

「ちょっと用事を済ませてきました」

　栗くり色いろの髪を緩い巻き髪にセットして、ハーフアップにした美少女。ぱっちりとした目は大きく、長いまつげに縁ふちどられ、整った鼻び梁りようと桜色の唇くちびる。薔ば薇ら色いろの頰ほおは走ってきたことで赤みが増し、艶つやめいて見える。

　生徒会書記、沢さ渡わたり花か梨りん。来年には生徒会副会長に就任するであろう彼女は、初等部から桜花学園に通う生きつ粋すいのお嬢じよう様さま。篠谷の幼おさな馴な染じみで、一部では許嫁いいなずけとも噂うわさされている少女だ。

『花の鎖くさり』の篠谷ルートにおいて桃香の前に立ちはだかる最大のライバルでもある。

　五葉松先輩と違ちがうのは、篠谷ルートで彼女は桃香に嫉しつ妬とするあまり、桃香の殺害を企くわだてる、という過激なシナリオになっているところだ。

　桃香を守るため、篠谷ルートは絶対に避さけたい理由の一つが、この少女の存在だ。

　他のライバル役の少女たちは桃香が桜花学園に入学してきて、攻略キャラと接せつ触しよくするようになって初めて桃香に嫉妬するようになるのだが、篠谷ルートでは桃香が５歳さいの時に篠谷と出会い、篠谷は桃香に初めての恋をしている。

　それ以来再会まで桃香を想い続けている篠谷に、ずっと片想いしていた沢渡は桃香と出会うよりも前から嫉妬の念を募つのらせてきたことになる。

　ひょっとするとすでに桃香への敵意が芽生えているかもしれない。内心ドキドキしていると、沢渡が役員ではないのに室内にいた私に気づいて首を傾かしげた。

「あら、あなたは……？」

「花梨、こちらは１年Ｄ組の葛城真梨香さん。執行部志願者としてさっそく手伝ってくれてるのよ」

「葛城……真梨香……？」

　沢渡花梨の眼が何かを窺うかがうように私に注がれたのち、はっとして篠谷の方に向いた。篠谷が、その視線を受けて思い出したように口を開く。

「そういえば花梨には話してましたっけ？　昔池で溺おぼれた僕ぼくを助けてくれたヒーローの子ですよ」

「……はい……？」

　すごく改かい竄ざんされてますけど？　そもそも溺れる原因作ったの私なんだけど!?　思わず口を挟はさもうとしたら、なぜか篠谷に視線で黙だまらされた。

「やっぱり……！　初めまして、わたくし１年Ｃ組の沢渡花梨と申します。侑ゆう李りから聞いていた通り、凜り々りしい方でいらっしゃるのね」

　怖こわいはずのお嬢様にとびきりの笑顔で挨拶されてしまった。

　色々と篠谷に突つっ込こみたいところがあるが、まずは挨拶だ。

「こちらこそ初めまして。葛城真梨香です。これから生徒会執行部員として頑がん張ばりますのでよろしくお願いします」

　篠谷とは後でキッチリ話をしよう。とりあえずは手伝いに戻もどる。

　資料のホチキス留めを再開しながら、沢渡の様子を窺う。

　先ほどの様子からは葛城という名前に対しての敵意は感じなかった。

　私が桃香じゃないから気にしていないだけかもしれないが、ひょっとしたら、あの出会いイベントのフラグを折った効果かもしれない。

　あるいは篠谷が桃香のことを彼かの女じよに話していない可能性もある。

　考えながら手を動かしているうちに資料を全員分まとめ終わった。私以外の執行部員志願者も集まってきていたので、学年とクラス順で席に着くと顔合わせと説明会が始まった。




「ねえ、君確か特待生だよね？」

　資料に目を通しながら菅原会長の説明に耳を傾かたむけていると、隣となりの席の男子生徒に声をかけられた。説明会なんだから説明聞けよ。そう思いつつ視線だけそちらに流す。

　これといって特とく徴ちようとか個性のないひょろりと瘦やせたその男子生徒は値ね踏ぶみするような視線で私の頭から足元まで見つめると、口の端はに嫌いやな笑みを浮うかべた。

「成績をキープするだけで必死な特待生に生徒会の仕事が務まると思っているのか？」

　言葉の端はし々ばしに特待生への蔑さげすみが滲にじむ。見たところ内部進学のエスカレーター組だろう。

「特待生の仕事は生徒会運営に関わることじゃなくて、我が校の名めい誉よのために勉強だけしていることだと思うぞ」

　確かに、私は桜花学園の偏へん差さ値ちを底上げするだけの学力で以もつて、学園からの学費その他の免めん除じよおよび奨しよう学がく金きんの援えん助じよを受けている。

　仮に成績を著いちじるしく落とすようなことがあれば、学園への背はい信しん行こう為いかもしれない。

　成績が上位30番以下に落ちるような事態になれば、の話だが。

「ご心配ありがとう。でもそんなのは杞き憂ゆうだと申し上げておくわ。そんなことより説明を聞くことに集中したら？」

　周りに聞こえないよう小声で返す。

「その細ほそ腕うでじゃ力仕事に期待はできないのだから、せめて言われた指示を最低限理解できる程度の脳がないと持たないのはあなたの方よ」

「な!?　なんだとこの庶しよ民みん風ふ情ぜいが!!」

　思わず声を荒あらげた男子生徒に会長の説明が中断する。五葉松先輩の厳しい声が飛んだ。

「そこの君、説明を聞いていたの？　聞く気がないのなら出て行ってくれても構わないわよ」

「ち、違います、この女が邪じや魔まをしたんです！　話を聞いていないのはこの女の方で……」

「今、菅原会長は年間行事の中でも特に使用頻ひん度どの高い講堂の設備と使用可能機材、機材管理倉庫棟とうへ機材を取りに向かう時の注意事じ項こうについて説明をしておられました」

　聖しよう徳とく太たい子しとはいかなくても、２つの話くらいなら聞き分けは可能だ。

　特にどちらが重要な話かわかり切っている時は、重要な方にだけ集中していればいいのだから。

　しれっと会長の説明を聞いていたことを証明すると、男子生徒の顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。

「１年Ａ組、橡くぬぎ圭けい介すけくん。内部生でも外部生でも、特待生でも、我が桜花学園の一生徒であり、共に切せつ磋さ琢たく磨まし、協力し合う同どう輩はいですのよ。不用意に貶おとしめる発言をするものではありませんわ」

　凜りんとした態度で男子生徒を窘たしなめたのは意外なことに沢渡花梨だった。

　ゲーム中での彼女は、どちらかというとこの橡というエスカレーター組に近い思想や言動だったはずなんだけど……。

　困こん惑わくする私をよそに、説明会は再開され、今度は橡という男子生徒もよそ見をすることなく説明を聞いている。

　私も説明を聞きながら、沢渡の方を見ると、彼女と目が合った。

　さっきは一応助けられたことになるのでぺこっと軽く頭を下げると、気にしないでというように優やさしく微笑ほほえみかけられた。

　うーん……。やっぱりゲームの沢渡花梨とはだいぶ違う。それともあれは桃香が恋こい敵がたきだったからこその態度だったのか？

　釈然としない思いを抱かかえたまま、説明会と顔合わせは無事終しゆう了りよう。

　１年生の執行部員が本格的に行事の手伝いに入るのは新入生歓かん迎げいパーティーが終わって次の行事かららしい。

　それまでは２年生の生徒会長と副会長、補ほ佐さとして３年生の風紀委員長と監査委員長、執行部員が主力となって活動する。

　解散を告げられ、配られた資料を持って席を立つ。

　隣の橡とやらが去り際に「あんまりいい気になるなよ！」と捨て台詞ぜりふを残していった。

　とりあえずは篠谷を捕つかまえよう。あいつ過去のエピソードを改竄して人に話すとかどういう了りよう見けんだ。

　会議室前方で集まって話している役員メンバーに近づく。

「お話し中のところすみません、篠谷君、ちょっといいかしら？」

　笑顔で声をかけると、篠谷も予測していたのか、輝かがやくような胡散臭い笑顔を向けてくる。

「はい、少ししたら行きますので、校舎入り口で待っていてもらえますか？」

　言われた通り、南校舎入り口で待っていると、篠谷が来るより先に、橡が数人の男子生徒と連れ立って通りかかり、私を見て顔を歪めた。

「こんなところで何をしてる？　特待生らしく急いで家に帰ってお勉強したらどうだ？」

「篠谷君を待っているだけよ」

「篠谷？　そうか！　お前庶民のくせに桜花学園に入り込んできたのは玉たまの輿こし狙ねらいか。それにしても随ずい分ぶんと高望みしたもんだな。篠谷の家は桜花の中でもトップクラスの名家だ。お前のような庶民が相手にされると思っているのか？」

　何を勘かん違ちがいしたのか下げ卑びた笑みを浮かべる橡はキイキイと小うるさく吠ほえた。最初に声をかけてきた時とは言葉遣づかいも変わっている。おそらくこっちが素なのだろう。

　言ってる内容は相手にするのも馬鹿馬鹿しい下世話な妄もう想そうだ。私は無視を決め込むことにした。すると反応を返さない私に苛いら立だったのか、益々声を高くして絡からんでくる。

「ふん！　黙っているってことは図星なんだろう。生徒会入りもそれが目当てか。卑いやしい身分の女はこれだから困る」

　周囲の男子もニヤニヤと品のない笑みを浮かべている。全員揃って類友なんだろうな。

「俺おれたちのような高貴な出自の人間は分相応の相手としか付き合わないものなんだよ」

　……さりげなく自分たちも狙われてるみたいに言うな。

　正直面倒くさいけど、イラっときた。私は軽く溜ため息いきをつくと、橡に向かって口角を上げ、微笑みかけてやる。

「なるほど、分をわきまえる、よいことだと思います」

「ん？　あ、ああ。そうだろうそうだろう。わかったらとっとと……」

「で？　橡君はいつ分をわきまえて私の前から消えてくれるんですか？」

　そもそも人付き合いの対象に値あたいしないというなら、関わり合いにならなければいいのに、わざわざ絡んでくるなんて、とんだ暇ひま人じんもいたもんだ。

　そんなに暇なら私も篠谷を待つ間の暇つぶしくらいは付き合ってあげようじゃないか。

「橡君の仰おつしやる通り、私と橡君では格が違うように思います。私としても分不相応の相手に無ぶ遠えん慮りよに絡まれるのは好ましくないのでお引き取り願いたいんですけど？」

　ニコニコ笑って小首を傾げてみせると、一いつ瞬しゆん頰を紅潮させてひるんだが、すぐに私の言葉が橡自身の言葉とは逆に彼かれをバカにしていると気づいたのか怒いかりの形相になった。

「自分の方が格が上だとでも言いたいのか!?　学業特待生だかなんだか知らんが、所しよ詮せん学年上位30位以内にギリギリ滑すべり込んだだけだろう！　この学園はそこらの庶民共の学校とはレベルが違うんだぞ！」

　そう言って橡は薄うすっぺらい胸を反らしてこちらを見下そうと顔も上向かせる。身長が足りていないので、失敗しているが。

「俺は中等部でも学年８位だったんだ！　お前みたいな庶民がちょっと足あ搔がいたところで俺の足元にも及およばないと知るがいい!!」

　中等部で学年８位か～。中々だとは思うけど、もうちょっと現実を見た方がいいなあ。

　エスカレーター式の桜花学園内部進学において、初等部から中等部、中等部から高等部は進学テストはあるが、そのレベルは高くはない。

　対して、高等部の外部受験は学園全体の偏差値を底上げする目的で難易度が設定されているので、ちょっとしたトップクラスの進学校並みの学力を要する。

　そして、その中でも特待生として奨学金まで与えられるというのがどういうことなのか、ちょっと考えればわかりそうなものだけど。

「……彼女の外部入試の成績は総合の次席ですよ」

　私が言い返すより先に、いつの間にか来ていた篠谷がブリザードを背に口を挟んできた。

「学力で言えば現在の高等部１年生の中でも３位以内には入るでしょうね。足元にも及ばないのはどちらか、考えた方がいいですよ」

　しかも笑いながらブリザードを振ふりまきつつ、こっちを睨にらむとかいう器用な真ま似ねはやめてほしい。

　会議の時といい、問題を起こしてるから怒おこってるんだろうけど、私だって好きで絡まれているわけじゃない。

　文句ならそこで震ふるえてる橡に言ってほしい。とりあえず、私は私で気になったところは指し摘てきさせてもらう。

「……受験の時の成績って学園側の守秘すべき個人情報じゃないんですかね？」

「入学式で新入生代表の挨拶を受験首席の者に任せるという案も出ていたので、順位を調べる必要がありまして」

「仕事上知った情報は生徒会役員の守秘義務にあたるんじゃないですか？」

「ああ、そういえばそうですね。つい。ですが、君たちも生徒会のメンバーには違いありません。今聞いたことを誰だれにも言わないと誓ちかってくれるでしょう？」

　篠谷は語尾のところで橡の方へ視線を定めていたので、実質この脅おどし文句は彼へ向けてのものだった。

　橡はもう青あお褪ざめて、震えているんだか頷うなずいてるんだかよくわからない動きをしていた。

「篠谷君、そのくらいにして、場所を変えませんか？」

　とりあえずもはや戦意は失われたであろう橡は放置して、本来の目的に戻る。

　篠谷が沢渡に過去の出来事をなんと話していたのか、聞き出しておかないと心臓に悪い。

　篠谷も気は済んだのか、あっさり橡から視線を背け、こちらへ向き直った。

「そうですね。カフェテリアなどいかがです？」

　そう言って向けられた笑顔を見て、私は早くも帰りたくなった。




　案内されたカフェテリアは、入学初日に剣けん道どう部ぶ女子主将の瓜生うりゆう先輩と話した場所で、偶ぐう然ぜん席も同じだった。

　そういえば、あの時の津つ南な見みの様子がおかしかったのはなんだったんだろう……。

　思い出に耽ふけって天てん井じようを眺ながめてしまったが、目の前の男がそれを許してくれなかった。

「まったく、どうしてああいった連中をまともに相手したりするんですか。あなたには危機感とか警けい戒かい心しんというものが欠けてはいませんか？　逆上して男子生徒数名で襲おそい掛かかられたりしたらどうするつもりだったんですか？」

　せんせー、なぜ私はこの粘ねん着ちやく王子に意味不明の説教を喰くらってるんでしょうかー？

　カフェテリアでそれぞれに飲み物を買い（篠谷が奢おごると言ったが私が固辞した）、席に着いて、私が本題を切り出すより先に始まった説教はかれこれ10分に及んでいる。

　いっそ本題放ほう棄きして帰りたい。

「聞いてるんですか？」

「はい。聞いてはいますけど、あそこで待つように言ったのは篠谷君で、私も別に好きこのんで相手をしていたわけでは……」

「わざわざ怒らせるように話の流れを持っていかないでくださいと言っているんです」

　怒らせるつもりは……まあ、あったけど。

　逆上したとしてもあのモヤシ君と似たり寄ったりの取り巻きじゃあ私の敵じゃない。

　そう言ったところでなんとなく火に油を注ぎそうだったので黙っておく。

　しばらく大人しく聞いていたら、やっと気が済んだのか、篠谷は一息ついて、冷めてしまった紅茶を口に運び始めた。

　それを見て私はようやく本題に入ることができた。

「で？　篠谷君、私が聞きたいことはわかってると思うけど、沢渡さんに私と昔会った時のこと、どんなおとぎ話に仕立てたのかしら？」

「……おおむね事実とは異なっていませんよ。あなたが僕を池から助けてくれたことは事実でしょう？　突き落したのもあなただということと、池の深さが溺れるほどではなかったということくらいしか隠かくしていません」

　どっちかっていうとそっちの方が重大事件じゃないか？

　でもそれを知られてたら知られてたであのお姫ひめ様さまに篠谷をいじめる極悪人みたいに思われていたかもしれないので、その点は感謝したい。

「……私が篠谷君を池に突き落としたそもそもの原因については？　……その、旅行先で会って一いつ緒しよに遊んでいたこととか……」

「突き落されたという事実を話していないのに言ったりしませんよ」

　篠谷の前で桃香の名前を出すのがためらわれ、婉えん曲きよくに尋たずねれば、気の抜ける返事が返ってきた。

　どうやら桃香のことはあのお姫様には話してない、ということは彼女は桃香の敵にならない可能性が今のところは高いということになる。

　思わず安あん堵どの溜息が零こぼれる。

「……そういえば、彼女は僕のこと覚えてますかね」

　私の様子に何を思ったのか、篠谷がそんなことを口にした。

　桃香はあの時の出来事を覚えてないと告げるべきか、黙っておくか、ちょっと悩なやむ。

　覚えてないと知らされ、今からでも思い出させようとかやる気になられても困る。

「お姉さんと違って心優しい方ですから、忘れてはないと思うんですけど。何せお姉さんの方は素知らぬふりで『初めまして』だなんて随分と薄はく情じようなことを仰っていましたしね」

　わざとらしく愁うれいを帯びた溜息をつく篠谷。腹立たしいことにとても絵になっている。

「本当、あの一言で僕の繊せん細さいな心がどれほど傷ついたか、葛城さんはもうちょっと思いやってくださっても罰ばちは当たらないと思いますよ？」

「うちの妹は確かに誰より心優しい天使のごとき存在ですので、金髪の悪あく魔まのことは記き憶おくから抹まつ消しようしてあげるのがあの子の精神衛生上の為じゃないかなって、今、思いました」

「……なるほど。葛城さんは本当に相手を怒らせるのがお上手です。まあ、僕は寛かん大だいなので怒りませんけれど」

　眩まばゆい笑顔に失言を悟さとったが、時すでに遅おそかった。

「でも先ほどのような厄やつ介かいごとになってはいけませんからね。少し言葉選びについてご教授いたしましょうか」

　またうっかり粘着王子のスイッチを入れてしまった私は、お説教モードの篠谷相手に笑顔で口答えするという無限ループへと突とつ入にゆうした。

　粘着王子め、桃香との感動の再会なんて、絶対にさせてやんないんだからな！

　カフェテリアの一角で凍こごえるような笑顔同士で皮肉の応おう酬しゆうを演じながらそう決意したのだった。




「侑李、こんなところにいましたの？　今週末の新入生歓迎パーティーですけど……って、あら……？　お邪魔でしたかしら？」

　周囲でお茶を飲んでいた生徒が怯おびえて立ち去り、そろそろ営業妨ぼう害がいになるんじゃないかと思い始めた時、沢渡花梨が現れた。

　正直疲つかれてきた頃ころだったので、彼女が天使に見えたとしても私の眼は正常だと思う。

「沢渡さんっ！　いいところへ来てくださいました。篠谷君が小こ姑じゆうとのように口うるさくて仕方ないので回収していってください！」

「え!?　えっと……？？」

「花梨、葛城さんの言うことは気にしなくて構いません。それよりどうかしましたか？」

　沢渡が現れた途と端たん、粘着王子モードから通常スマイルに戻った篠谷は彼女が持ってきた資料を受け取ると目を通す。この猫ねこっかぶりめ。

　横目で篠谷を睨みつつ、沢渡が持って来た新入生歓迎パーティーの資料の束を見る。

　新歓パーティーか……。

　来年、つまり桃香の新歓パーティーでは桃香と篠谷や一いち之の宮みやら、主だった攻こう略りやく対象者との出会いイベントが起こる。原因の一つがパーティーでの桃香の服装なのだが、これを回かい避ひするためには今年のパーティーでアレを試すしかないんだよなぁ～。

　そんなことを考えながら、見た目には素晴らしく目の保養な役員二人を眺めていると、資料を見ていた彼らが揃ってこちらを見た。

「これは……」

「困りましたわね……」

　え？　何？　なんかよくわからないけど嫌な予感がするぞ？？

「……葛城さん、これは本来明日貼はり出される予定の新入生歓迎パーティーの１年生のペアの表なんですけど……」

　あ、なんとなく察した。

　見たくないなーと思いつつ、差し出された表に目をやる。二度見しても三度見しても、私のペアの相手の名前は橡圭介と書かれている。

　クラス混合の総合名めい簿ぼ順じゆんってもっと間にいなかったの？　木き村むらとか加か藤とうとか。普ふ通つういるでしょ。なんで『か』から『く』に飛んじゃうのよ。

　無言で名簿を睨みつける私に、沢渡が恐おそる恐る声をかけてくる。

「本来は名簿順は崩くずせないのですけれど、あんなことの後ですし、葛城さんのペアは調整のグループに入れて再編した方がよろしいかと思うのですけれどいかがでしょう？」

「調整って…？」

「毎年、１年生の内部生の中には上級生にペアを組む決まった相手がいて、名簿順での相手の方があぶれてしまうことがあるんです。名簿順のペア発表後ギリギリに申しん請せいを持ってくる人も毎年少なからずいるので、人数調整用の余よ剰じよう枠わくを少し設もうけてあるんです」

「あと、１年生だけだと男女比の問題もございますから、毎年ギリギリまで人数調整が必要なんですの。今回は葛城さん達をそちらのグループに組み入れて、別の方とペアにした方がよろしいかと思いますわ」

　なるほど、そのお気遣いはすごく助かる。

　あの橡とパーティーの間中一緒にいて、殴なぐらずにいられる自信はちょっとない。

　それにしても、沢渡がゲームの中の彼女と違いすぎて戸と惑まどいを隠せない。

　話し方や見た目はゲーム通りなのだが、ゲーム中での高こう慢まんな態度や選民思想、意地の悪い言動が一切ない。

　桃香のことも篠谷との間で話題になっていないようだし、こうして見ると普通のお嬢様だ。

「お気遣いはすごくありがたいのですが、いいんですか？　そんなことして」

「組ませれば問題を起こすとわかっているペアをそのままにはできませんよ。花梨、棗会長には僕からお話ししておきます。リストの再編成はお願いできますか？」

「はい。お任せくださいませ」

　そう言ってにっこりと笑って承しよう諾だくした沢渡が私へも笑顔で挨拶して去っていく。

　美少女で性格も矯きよう正せいされちゃうとただの天使だわ。うっかり萌もえてしまいそう。

「……葛城さん、何か不ふ穏おんな視線を花梨に送るのはやめてもらえますか」

　なぜばれたし。可愛い女の子を眺めるのは個人の自由なので放っておいていただきたい。

「……可愛いなって思っただけよ。篠谷君ともお似合いじゃない」

「花梨は幼馴染みですよ」

「名前で呼び合ってるよね？」

「生徒会役員はほぼ初等部からの付き合いですからね。会長たちも僕らのことを呼び捨てにしていたでしょう？」

　そういえばそうだったな。つまり現生徒会役員は全員初等部からずっと児童会とか生徒会で役員だったわけか。

　……篠谷は可愛くてハイスペックで、なぜか性格までよくなっちゃったあのお嬢様とずっと一緒で本当に何も思わなかったのかな。

　いくら桃香が初はつ恋こいでも、いつ会えるともわからない少女をいつまでも想い続けられるものだろうか。身近で、一いち途ずに自分を慕ってくれる存在に心動かされはしないのだろうか。

　そんなことを考え、思わず篠谷の顔をまじまじと見つめてしまう。

　日本人離ばなれしたモデル体型の篠谷は私よりも頭半分ほど背が高い。

　なぜかその顔がパッと赤くなったように見え、首が折れそうな勢いでそっぽを向かれた。

　嫌がりすぎだろ。悪かったよ。もうじろじろ見たりしないよ。

　もうそろそろ帰ろうかな、と鞄かばんを持ち直していたら、篠谷が何かぼそっと言うのが聞こえた。

「……ましょうか？」

「え？　何か言った？」

　はっきりとは聞こえなかったので聞き返したら、すっと距離を詰つめられた。

　軽く屈かがんだ篠谷が、耳元でそっと囁ささやきかけてくる。

「羨うらやましいのでしたら今度からあなたのことを『真梨香』とお呼びしましょうか？」

　少しかすれたような低くて柔らかな声音。吐と息いきが首筋を掠かすめて、背筋がゾクッとする。

　そういえば、攻略キャラの篠谷侑李は好きじゃなかったけど、中の声優さんは割と好きな人だったことを思い出した。

　その人と同じ美声で過剰に色気を乗せて耳元で囁くとか、なんてことしやがるのだ。

　カッと熱くなった耳を押さえて篠谷から距離を取る。

　篠谷がしてやったりと満面の笑みを浮かべている。ドヤ顔はたき倒たおしたい。

「羨ましくないので絶対に呼ばないでっ！　名前で呼んだら返事はしないから！！！」

「おや、残念。仕方がないので今のところは葛城さんとお呼びしますね」

「今のところも先のところもない！　絶対に！　断固！　苗みよう字じにさんづけ以外で呼んだら無視するから───っ！」

　ああもう、なんだか何を言っても負け犬の遠とお吠ぼえみたいになってる。篠谷のニヤニヤ顔が死ぬほど腹立たしい。

「まあ、そういわずに。葛城さんも僕のことを侑李と呼んでくださって構いませんよ。昔一緒に遊んだ時は『ユウ君』なんて呼んでくれていたじゃないですか」

　記憶が蘇よみがえる直前までは確かに桃香と３人仲良く遊んでいた。そんな呼び方もしていた気もする。けれど、それはそれ、これはこれだ。

　今の私はいろんな意味であの頃の私じゃないのだ。

　ひとまず呼吸を整えて、冷静さを取り戻す。このまま帰ったらなんとなく負けっぱなしで今日を終えてしまう。帰るにしても奴やつに一いつ矢し報むくいてからじゃないと。

　さて、どうしてくれよう。篠谷のにやけ顔をしばし睨む。そうして、ふと思い出した。

　記憶が蘇る前の記憶。『私』じゃなかった頃の私から引き継ついだ思い出。

「……『ユウ君は可愛くてお姫様みたいだから、私、騎き士し様さまの役やるね』……って言われてましたっけねぇ。お似合いでしたよね。髪につけられたピンクのリ、ボ、ン」

　にま～っと笑ってリボンのところを強調しながら語って聞かせると、篠谷も思い出したのかさっと顔が青褪めた。

　もちろん彼をお姫様と言ったのは桃香である。

　私の放った黒歴史アタックは思いのほか攻こう撃げき力りよくがあったらしく、篠谷は悔くやしげに口をつぐむ。

「……せっかくなので、万が一篠谷君が私のことを名前で呼ぼうものなら、その瞬間から篠谷君のことを『姫』って呼ぶのでそのつもりでいてね」

　にっこり宣言するとだいぶ溜りゆう飲いんも下がったので、今度こそ帰ることにする。

「それではごきげんよう。し、の、や、く、ん」

「か……葛城さん、も……また明日……」

　篠谷が若干悔しそうに私を今まで通りの呼び方で呼ぶ。その表情に私は上じよう機き嫌げんでカフェテリアを後にした。
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「お姉ちゃん、本当にそれで歓かん迎げいパーティーに出るの？」

　新入生歓迎パーティーの朝、身支度を終えてダイニングに現れた私に桃もも香かが呆あきれたような声を上げた。

　私はいつもの白地に金のラインが入ったブレザー、制服姿である。

「せっかくのパーティーなんだよ？　もっと可か愛わいいかっこしたらいいのに！」

「いいじゃない。お母さんも昔新入生歓迎パーティーで着てたけど、結構多かったわよ？」

　横から助け船を出してくれたのは葛かつら城ぎ柚ゆず子こ、私と桃香のお母さんだ。すっきりとしたショートレイヤーの髪かみと、吊つり気味の切れ長の目の狐きつね顔がお。

　言うまでもなく、私は顔の作りも何もかも母親譲ゆずりである。対する桃香は当然、父親似ということになる。母の寝しん室しつ兼けん仏ぶつ間まには、童どう顔がんでほんのりたれ目の穏おだやかな顔の男性が微笑ほほえんでいる写真が飾かざられているはずだ。

「そうなの？　お金持ちのパーティーって言うからてっきりみんなドレスにタキシードなのかと思ってた」

「お父さんはタキシードだったわよ。それこそ王子様が目の前に現れたのかと……」

　惚のろ気け始めるお母さんの話を軽くスルーしながら食べ終えた朝食の皿をキッチンへ運ぶ。

「下へ手たにオシャレを気取っても相手はハイブランド１点ものとかが日常着のお嬢じよう様さま方がただもの。こっちの方が浮うかないで済むわよ。礼服には違ちがいないんだし」

　ゲームの中で桃香は新入生歓迎パーティーにせいいっぱいのオシャレ着であるワンピースを着て出席し、見事に華はなやかなドレスの令れい嬢じようたちの間で浮いてしまうという羽は目めに陥おちいる。

　そして着飾った令嬢たちから心ない言葉を浴びせられるのだ。

　制服を着てパーティーに出て問題がなければ、来年は桃香とお揃そろいで制服で出席しよう。

　この時私は吞のん気きにそう考えたりしていた。




　新入生歓迎パーティー当日。メイン会場となった中庭では立りつ食しよく用のテーブルが配置され、華やかに着飾った生徒たちが思い思いに自己紹介をしたり、語らったりしている。

　見渡す限り、ドレス、ドレス、ドレス……。男子はスーツやモーニングコート。視界に入る限り、制服姿の生徒はいない。

　私自身を除いては。

　お母さん、時代は変わってしまったようです。制服でパーティーに来る生徒は絶ぜつ滅めつしてしまっておりました。心の中でそっと母親に報告すると、隣となりに立つ男子を振ふり返かえった。

　沢さ渡わたりの気き遣づかいにより組み替かえられたパートナーは、私と同じ特待生の男子だった。

　衣装は一応スーツ。いかにも親兄弟からの借り物らしくサイズが合っていないのか、七しち五ご三さんのように見えなくもない。小こ柄がらで気が弱そうだが、会話の端はし々ばしに思し慮りよ深ぶかさを感じる。

　私といるせいで、彼かれが居心地の悪い思いをするのは忍しのびない。この状じよう況きようならペアは解消して一人で行動した方がお互たがいの為ためだろう。

「えっと……梧あお桐ぎり君、私といると、変に目立ってしまうだろうから別行動しない？」

「え？　あ、いや、気にしないよ。それよりどうして制服なの？　葛城さんだったらドレス似合いそうなのに」

　にこりと笑うと愛あい嬌きようがあって、動物のビーバーを思わせる。

　周囲を気にして小声で謝れば、意外と気さくな返事が返ってきた。

「そう？　ありがとう。でもうちはドレスなんて持っていないし、桜おう花か学がく園えんのＯＧだった母も制服姿の子が結構いたって言っていたから大丈夫かなって思ったんだけど……」

　まさか一人だとは思わなかった。梧桐君が気にしないでくれるようなので、そのままなんとなく話をしながら飲み物を飲んでいると、後ろから一際華やかな気配が近づき、居い丈たけ高だかな声が響ひびいてきた。

「おい、そこの制服姿の女！　今日は授業の日じゃないぞ！　日にちを間違えたのか？」

　男の声と共にどっとその周囲が沸わく。キャッキャと笑う声は雀すずめの集団の様だった。

　声の主は振り返らずともわかったので、無視してテーブルの上の料理を取り分ける。

　一方梧桐君はさすがに私の後ろを見て、目を見開いて固まってしまっていた。

　……やっぱり別行動の方がよかったかな。私は溜ため息いきをついてさりげなく彼から距きよ離りを取り、自分の皿の料理をつまんだ。

　手て遅おくれかもしれないが、今のところはまだペアだと気づかれてはいないだろう。

「おい、聞こえていないのか!?」

　乱暴に肩かたに手をかけられ、仕方なく私は振り返って声の主を見上げた。

　予想した通り、そこには一いち之の宮みや石榴ざくろの険けわしくも整った顔があった。

　少し離はなれたところに先日図書館で遭そう遇ぐうした先せん輩ぱいと、その他複数の女生徒がいる。一之宮の取り巻きたちだろう。

　皆華やかなドレスに身を包み、しっかりメイクをしている。とても高校生には見えない。

　対する一之宮も一目で高級とわかるスーツを粋いきに着こなしている。少し着き崩くずしているのがワイルドで精せい悍かんな風ふう貌ぼうを引き立てていた。こちらも高校生には見えない。

「お前は……っ！」

　私の顔を見て、驚いた後、はっとしたように肩にかけた手を引っ込こめた。

　どうやら前に勝手に触ふれて通報されかけたことを思い出したらしい。さすがの私も肩に手をかけられたくらいでは通報したりしないけど。

「お久しぶりです。一之宮先輩。何か御ご用ようですか？」

　とりあえず、何事もなかったかのように振ふる舞まってみる。

　前回のことは一いつ切さい気にしていません、もしくは忘れていましたと言外にアピールしてみたのだが、なぜか一之宮の機き嫌げんを損ねた気がする。

　険しい表情で私の服装をじろじろと見ながら文句をつけてきた。

「お前のその格好はなんだ？」

「まあ、先輩は自校の制服もご存じないんですか？」

　思いっきりかわいこぶった声を出し、小首を傾かしげてみせる。

「そんなわけがあるかっ！　なぜパーティーで制服など着ている？　ドレスはどうした！」

　軽い挨あい拶さつ代わりのジョークなのにいちいち全力で打ち返さないでほしい。

　私は背筋を伸のばし、胸を張った。

「持っておりません」

「なんだと？　パーティーには盛装をするようにと説明があっただろう。なぜ用意しない。仕立てが間に合わなかったのか？」

「間に合わないも何も、そもそも仕立ててなどおりません」

　私の答えに一之宮の表情が更さらに信じられないものを見る目に変わる。

「なぜだ？　ドレスの一着や二着、女ならパーティーの度に誂あつらえるものだろう？」

「それは経済的に豊かなご家庭の常識です。生あい憎にく我が家は母子家庭の一いつ般ぱん庶しよ民みんですので」

　見栄を張るつもりもないので、正直に言う。私は私自身の実力でこの学園に入ったので、恥はじるところはない。

「ドレスも買えない程貧まずしいのか？　母親がいるなら家に着物の一着もあるだろう？　制服なんぞでパーティーに出るとはどういう了りよう見けんだ？」

『パンがなければお菓か子しでも』レベルの台詞せりふを素で言う奴やつがいるとは思わなかった。作りなれた笑顔が引きつりそうになるが、堪こらえて一之宮の質問に問い返す。

「なぜです？　制服は冠かん婚こん葬そう祭さいどこにでも参加できる正装ですよ？」

「恥ずかしくないのか？」

　憐あわれむように言われて、カチンときた。

　だいたいゲーム中でもこの男は新歓パーティーで一生懸けん命めいオシャレをして、めったに着ない一いつ張ちよう羅らのワンピースで出席した桃香に対し、『みすぼらしい』などと言った挙あげ句く、『これでも着けていろ。多少はマシになる』といって胸に挿さしていたカトレアの花を桃香の髪に勝手に飾って去っていくのだ。そんな未来は今ここで叩たたき潰つぶしてやる！

　真正面から一之宮に向き直る。

「恥ずかしい？　先輩は母校である桜花学園の制服が恥ずかしいと仰おつしやるのですか？」

「え？　いや、しかしここはパーティーの席で……」

「はい、そのとおりです。私は学力でこの学園に特待生として招かれたことを感謝し、誇ほこりに思っています。この記念すべき歓迎パーティーで、栄えある桜花学園の制服で参加することのどこに恥ずべき点があるのでしょうか？　先輩は２年生総代というお立場にありながら学園の歴史と伝統を背せ負おう制服を蔑さげすみ、貶おとしめるような発言をなさるのですか!?」

　ノンブレスで一気にまくし立てる。

　どうもバカ殿とのは強気で責められるのには慣れていないらしく、たじたじとなっている。

　学業成績は上位にいるようだが、咄とつ嗟さの判断や臨りん機き応おう変へんな対応には向いていないようだ。

「いや、もちろん学園の歴史と伝統は重んじるべきものだが……」

「ご理解いただけて何よりです。では私が制服でいることに異論はないですね。御用がお済みでしたらパートナーの方のところへお引き取りください。私も失礼いたします」

　適当なところで話を打ち切る。

　あまり長く口論しているのはマズい。すでに周囲の注目を集めてしまっている。

　大事にするとまた粘ねん着ちやく王子にお説教をされてしまうかもしれない。

　にっこり笑って一之宮に別れを告げ、その場を立ち去ろうとしたところで、拍はく手しゆと共に現れた男に退路を断たれた。

「お見事な演説だね。石榴が丸め込まれるなんて大したものだよ」

　一之宮石榴と同じように数人の女生徒を取り巻きよろしく引き連れた男は人ひと垣がきを抜け、私の目の前に来た。

　見上げるほどの長身に引き締しまった体たい軀くの持ち主だ。緩ゆるく癖くせのある栗くり色いろの髪を長く伸ばして、頭の後ろでハーフアップにして軽く結っている。たれ気ぎ味みの眼元に黒子ほくろがあり、甘あまい顔立ちにさらに色気を付加している。一いつ見けんするとチャラチャラした雰ふん囲い気きの遊び人風だ。

　吉よし嶺みね橘きつ平ぺい。一之宮石榴と並んで２年の双そう璧へきと呼ばれている生徒で、こいつも桃香の攻こう略りやく対象の一人。
















　思わず睨にらみそうになる目を伏ふせ、会え釈しやくをして横をすり抜けようとすると回り込まれた。

「まあまあ、そんなに急いで逃にげないでよ」

「……先輩も何か御用ですか？」

　正直なところ、さっさと逃げたい。よく言えば素直、悪く言えば単純な一之宮と違って、吉嶺は一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　人目も増えてきたし、これ以上騒さわぎを大きくしたくなかった。

「そうだな……。石榴を言い負かした勇ゆう敢かんな姫ひめ君ぎみに、ご褒ほう美びを、というのはどうかな？」

　吉嶺はウィンクしながら気き障ざなしぐさでポケットに挿していた百ゆ合りの花を取り出す。

　ファンの女性ならば心を蕩とろかされるであろう甘い笑顔も、私にはカエルが蛇へびに睨まれたらこんな心境だろうという感想しか抱いだけない。

　ゲーム中、こいつの攻略の厄やつ介かいさに何度もゲーム機ごと壁かべに投げつけそうになった。

　こうだと思う選せん択たく肢しを選べばなぜか好感度下降を知らせる効果音が鳴り、捻ひねくれた選択肢で好感度が上じよう昇しようする。かと思えば次の選択肢では王道な答えを選ばないと正解しない。

　さんざんセーブとロードを繰り返し、とうとう最後には自力フルコンプまではよその情報に頼たよらないという自分の主義を覆くつがえして、攻略本の世話にならざるを得なかった。

　あの時の敗北感ときたら、生まれ変わった今でも忘れられない。

　いくら顔がよくてもこんな骨の髄ずいまで捻くれた性格複雑骨折男なんて二次元だけで十分だ。三次元に出てこないで頂きたい。

　あんな苦労を桃香に味わわせるわけにはいかない。

　とにかく今は分ぶが悪い。さっさと撤てつ退たいしなければ……。

「……言い負かしただなんて人聞きの悪い。私の主義主張をご理解いただけるよう言葉を尽つくさせていただいただけです」

　だから帰ってくれないか。言外に祈いのりを込めて返す。

　いっそのこと不正解選択肢で嫌われたら楽なのだが、好感度確認画面も効果音もない現実世界でうかつなことを言っては、変に関わりが深くなる危険性がある。

　吉嶺の持つ花も頭などに飾られてはたまらない。じりじりと後ずさって距離を取った。

「そうだ。俺は負かされてなんかいないぞ！　橘平、あくまでも寛かん大だいな心で貧しい者を見み逃のがしてやろうと思っただけだ！」

　バカ殿は頼むから黙だまっててくれないか。思わず睨みつける。

　一之宮も親友の登場で持ち直したのか、尊そん大だいな態度が戻もどっている。この状況で双璧二人を相手にするのは不利だ。

「はい、見逃していただいたので私は失礼します」

　引き留められるよりも早く、私は吉嶺に背を向け、猛もうスピードでその場を後にした。

「１年Ｄ組葛城真ま梨り香かちゃん、またね～！」

　背中からかけられた言葉にゾッとする。私は名乗っていないはずだ。

　１年生ということはわかっても、クラスと名前まで知っているというのはどういうわけだ？　あの男のことだから、学園中の女子のクラスと名前を把は握あくしているとか言い出しそうで確認するのも恐おそろしい。

　人垣をかき分けつつ後ろを振り返ってみるが、吉嶺は笑って手を振っていた。

　喧けん騒そうから少し離れたところで立ち止まると、後ろから梧桐君が追いかけてきていた。

「葛城さん、歩くの速いね」

「梧桐君？　あんなことの後だから、別行動するだろうと思ってたわ」

「一応、ペアだから。それにさっきの葛城さん、かっこよかったよ」

　まさか褒ほめられるとは思っていなかった私は虚きよを突つかれて随ずい分ぶん間抜けな顔をしていたと思う。驚いて固まってしまった私に、梧桐君は人ひと懐なつっこいビーバーのような顔で微笑んだ。

「本当は僕ぼくが男で、エスコートしていたんだから、ちゃんと対応しないといけなかったんだけど、２年生の、すごく怖いって噂うわさの先輩達で腰こしが引けてしまって……。ごめんね」

　頭を下げられて、焦あせる。いや、完全に私の方が一之宮に喧けん嘩か売っていたわけだし、梧桐君が気にするようなことじゃないから。

「そんな、気にしないで。むしろ迷めい惑わくをかけたのは私の方だわ。私とペアだったせいで梧桐君まで何か言われたら……」

「大丈夫。僕もさっきの葛城さんの意見に賛成だから。特待生でお金がなくても僕は僕の実力でこの学校に招かれたんだって、すごく勇気づけられた」

　梧桐君は屈くつ託たくのない顔で笑うと、会場を見み渡わたすように視線を遠くへと移す。

「この学校って、内部生が特に幅はばを利かせていて、僕や葛城さんみたいな特待生や、外部入試で途中から入った生徒って、結構格下みたいに扱あつかわれてたっていうか……。でも今日からは負けない気持ちで学園生活が送れそうだよ。葛城さんのおかげだ」

　キラキラした瞳ひとみでそんなことを言われ、少し胸が熱くなった。

　私の取った行動で、こんな風に感じてくれる人がいたことに感動を覚える。

　同時に、これからはもう少し慎しん重ちように行動しよう。素直にそう思えた。

「……ありがとう。梧桐君」

　思わぬ事件のおかげで打ち解けた雰囲気になった。バカ殿のおかげとは思いたくないけど、よかった、かな。




　新入生歓迎パーティーは文字通り、上級生が新入生を歓迎する為のものなので、時とき折おり中庭奥に設もうけられたステージで吹すい奏そう楽がく部ぶや演劇部、合唱部などが演技を披ひ露ろうしたりもする。

　今は合唱部の歌声が中庭いっぱいに響き渡っている。

　音楽や料理を楽しんでいると、柿かき崎ざき由ゆ紀きが上級生らしき男性と腕うでを組んでやってきた。

　鮮あざやかなスカイブルーのドレス姿の由紀はモデルのように様になっていた。

「やあ、さっきは素晴らしかったね。下手な余よ興きようよりずっと楽しませてもらったよ」

「由紀ったら。からかわないでちょうだい。目立ちすぎてしまったと反省しているのよ、これでも。……ところでそちらは？」

「ああ、３年生の山さん茱しゆ萸ゆ和かず臣おみ、一応私の婚約者ってことになってる」

「一応はひどいな……。初めまして。由紀から聞いてたけど、さっきはお見事だったよ」

　一応という割には二人の雰囲気は馴な染じんでいて、お似合いに見える。こうして話していても腕は組んだままなので、多分そういうことなのだろう。

「お恥ずかしいところをお見せしました。できれば忘れてください」

「あの一之宮を言い負かしたのが１年生の女子、それも特待生の子だって聞いて、他の特待生や、一之宮に対立していた生徒の間で今君はちょっとした英えい雄ゆうになりつつあるよ」

　山茱萸先輩の言葉に背中を冷ひや汗あせがつたう。やっぱりやりすぎだった。大いに反省しよう。

「次のパーティー行事から制服参加しようかなんてグループも出始めているそうだよ」

　思わぬ反はん響きように驚いたが、これは来年の桃香の新歓パーティーでのイベントフラグを折るチャンスかもしれない。来年までに制服姿が増えれば桃香も制服にすれば目立たずに済むんじゃないだろうか。

　正直桃香を着飾らせたいとは思うけど、経済的な事情ばかりはどうにもならない。

　それならいっそのこと姉妹で制服でお揃いの方がいい。

　しばらくそんな風に談笑していると、人波をかき分けながら、篠しの谷やと沢渡がこちらへ来るのが見えた。

　嫌いやな予感しかしない。せっかくパーティーの席で問題を起こさないようにとペアを替えてもらったのに、ペア以外のところで大問題を起こしちゃったからな。

　神しん妙みような気持ちで二人が来るのを待つ。篠谷はディレクターズスーツに瞳と同じ色のアスコットスカーフ、ポケットチーフも同じ色で揃えている。

　対する沢渡は爽さわやかなグリーンのアフタヌーンドレスに細こまやかな刺し繡しゆうの入ったオフホワイトのショールを肩に巻いている。

　二人とも、モデル雑誌から抜け出してきたかのような完かん璧ぺきな装いだった。

　軽く息を切らせながら目の前まできた二人、特に沢渡に向かって私は頭を下げた。

「ごめんなさい。せっかくペアを組み替えてもらったのに、騒ぎを起こしてしまって……」

　私の謝罪に沢渡が大きな目を零こぼれそうなほど丸く見開き、慌あわてて私の手を取ってきた。

　華きや奢しやなその手は柔やわらかく、温かかった。

「違いますわ、わたくしたちは怒おこってなどおりません。心配で参りましたの。ねえ、侑ゆう李り」

　篠谷はどこか不ふ機き嫌げんそうに沢渡に握にぎられた私の手を見ながら溜息をついている。

「……僕は少し怒ってます。昨日も言いましたけど、葛城さんは相手を怒らせるようにわざと振る舞う時があるでしょう？　仮にも相手は先輩ですし、一之宮先輩は２年総代とはいえ、家いえ柄がらやカリスマ性で３年の代議会議長を凌しのぐと言われている人物です。代議会の実質的な最高権力者と言っていい相手なんですから、変に禍か根こんを残すと後が面めん倒どうですよ」

　バカ殿がカリスマか……。逆に代議会は大丈夫なのかと心配になるな。

「……制服を貶けなされたので頭に血が上ったの。今後は気をつけるわ」

　……多分だけど。

　殊しゆ勝しような態度に出てみると、篠谷もちょっと口ごもった。

「まあ、反省しているならいいですけど……」

　何やらもごもご言いながらそっぽを向く。それを見た沢渡はくすくすと笑っている。

「侑李ったら、葛城さんが制服で受付に来られたって聞いてからずっとそわそわしてましたのよ。上級生と諍いさかいがあったと聞いた途と端たん駆かけ出してしまって……」

「花か梨りん、余計なことを言わないでください。僕は生徒会役員として、パーティーがつつがなく終わってほしいと思っているだけです」

「私たちはまだ１年生なのですから、今日まではお役目もありませんのにねえ？」

「確かに、沢渡さんの言う通り、篠谷君は仕事熱心すぎよ。生徒会役員だからって一生徒の動向を気にする必要なんてないと思う」

　沢渡の言葉に乗って、篠谷のワーカホリックを注意する。

　もっと手を抜いてもいいと思う。そう言うと、なぜか沢渡と由紀、ついでに山茱萸先輩と梧桐君にまで驚いた顔で見つめられた。なぜ？

　篠谷は篠谷でこれまで以上に深々と溜息をついた。

「とりあえず、僕の過労を心配してくださるなら、葛城さんはあまりおかしなことをしないでくださいね」

　おかしなことと言われるほど奇き矯きような真ま似ねをしたつもりはない。ただちょっと桜花の校風から外れていたことは認めるけど。

　思わず氷点下の睨み合いに発展しそうになったが、沢渡がさりげなくとりなしてくれて、その場は収まった。

　その沢渡が真しん剣けんな眼差しで再び私の手を握ってきた。

「葛城さん、他の方がどうあれ、わたくしは今日のあなたを素敵だと思いましたわ。やはり、生徒会にはあなたのような方が必要です。これからよろしくお願いいたしますわね」

　その表情に、ゲームの中の高こう慢まんで意地の悪い少女の面おも影かげはない。

　勝手に警けい戒かいをしている自分が恥ずかしく思えて、その手をしっかりと握り返す。

「沢渡さん……私なんかでお力になれるのなら喜んで。こちらこそよろしくお願いします」

　理由はよくわからないけれど、ゲームとは違う性格の沢渡花梨。

　私はこの時、このまま彼かの女じよと友情を築くことができれば、桃香のフラグも回かい避ひできるのではないか、そんな期待を抱き始めていた。




　体力気力を使い果たすパーティーが終わり、私はなぜか沢渡家の車に揺ゆられていた。

　揺られていたといっても実際にはほとんど振しん動どうを感じない。車の性能と運転者の技術の差だろう。内装は上品で落ち着いたモノトーン。後部座席が向かい合わせのボックスシートになっている。ひょっとしなくてもこれリムジンというやつだよね。

　私は向かいに座った沢渡に今日何度目かの謝罪をしている。

「本当にすみません。なんとお礼を申し上げてよいやら……」

「気になさらないで。葛城さんこそ、今日は大変でしたわね」

　彼女が座っている隣には私が着ていた制服が入った紙袋。私の今の服装はというと、体育用の短パンとジャージである。

　未使用でロッカーに置いていたのだが、授業より先にこんな事で使うとは思わなかった。

　２年の双璧と対たい峙じした後、私の主張に賛同してくれた特待生仲間や外部生、一部の内部生にたくさん声をかけられた。

　話していてわかったのは桜花ではやはり内部生、特に家柄で上位に属する者と、外部生や特待生の軋あつ轢れきが激しいということだった。

　ゲームの中で桃香を敵視し、いじめていたライバルたちも、多くは内部生のお嬢様だ。

　桃香への罵ば倒とうも、『貧びん乏ぼう人にんの特待生ごとき』とか、『学園の寄生虫』とか、そんな文句が多かったのを思い出す。

　桃香がこの学園に入って安全かつ平和な学園生活を送るためには、まずこの差別的な風潮そのものをどうにかするべきなんじゃないだろうか。

　生徒会で沢渡に協力し、学生間の軋轢解消に努める。外部生や特待生への差別がなくなれば、桃香も安心して過ごせる学校に一歩近づく。

　改めて生徒会でやるべきことが見えた気がして、沢渡や梧桐君たちとこれからのことや生徒会の実情などをたくさん話し合った。

　そうして、目標や人脈作りの手がかりを得て、浮かれていたのかもしれない。

　ちょっと気を抜いた隙すきに、双璧の取り巻きのお嬢様の接近を許してしまったのだ。制服の肩からスカートにかけて、浴びせかけられたオレンジジュースは髪にもかかってしまったのか、少しべたついて、今も柑かん橘きつの匂においがまとわりついている。

『貧乏人の特待生がいじきたない手で石榴の気を引こうなんて生意気なのよ』

　まさにゲームで桃香が言われていたような台詞をすれ違いざまに囁ささやかれた。

　パーティーも終わりかけだったのが幸いして、私は閉会式には出ずに、沢渡の協力のもと、着き替かえてこうして送ってもらっている。

「制服はわたくしの方で専門の業者にクリーニングさせておきます。大だい丈じよう夫ぶ、このくらいの染みでしたら綺き麗れいに取れますから」

「何から何まですみません。クリーニング代はお支し払はらいしますから」

「気になさらないで……と申し上げても気になさってしまうでしょうから、クリーニング代は後日お伝えします」

　あ、これは絶対値引きして伝えてくるパターンだ。

「いえ、業者の連れん絡らく先さきを教えていただければ自分で確認してお支払いしますので……」

　多分高いだろうけど、沢渡に支払わせるわけにはいかない。断固として主張すれば、沢渡は溜息をついて、業者の連絡先のメモをくれた。

「葛城さんは強情だと侑李が話していましたけれど、本当ですのね」

「篠谷君にそれを言われるのだけは納得できかねるんですが」

　篠谷にはこの早退については詳しよう細さいを伏せてもらっている。あれだけ騒ぎが頻ひん発ぱつし、とどめにこの一件では、今度こそ彼の胃に穴が開いてしまうかもしれない。

　沢渡が篠谷のことを心配そうにしていたし、私も制服を汚よごされたなどと知られたくもなかったので、沢渡の好意に甘えさせてもらうことにした。

「さ、もうすぐ葛城さんのお宅に着きます。でも本当にご家族にわたくしから説明しなくてよろしいんですの？」

「沢渡さんが悪いわけじゃないんですから、そこまでしていただかなくても大丈夫です」

　心配してくれる沢渡に頼み込んで、家から少し離れたところで車を降ろしてもらった。

　狭せまい住宅街の道にこんなどでかいリムジンが止まったら騒ぎになってしまう。

　最後にもう一度沢渡にお礼を言う。

「沢渡さん、今日は本当にありがとうございました。自分が生徒会で何をすべきかも、今日見えた気がします。これからも沢渡さんの下で戦わせてください」

　沢渡が学生間の軋轢解消のために尽じん力りよくするのなら、私はその剣になろう。そう宣言して手を差し出すと、なぜか一瞬沢渡が泣き出しそうに見えた。

「……わたくしの方こそ、よろしくお願いいたしますわ」

　けれど、その表情はすぐに決意溢あふれる強い意志をたたえた瞳にかき消され、強く握手を交わした後、車のドアの向こうへ消えた。

　去っていくリムジンを見送ってから家へ帰ると、母親が珍めずらしく先に帰宅していた。

　私の格好を見て、すぐ何があったのか悟さとったようだ。もしかすると母も在学中似たような目にあったことがあるのかもしれない。

「制服は？」

「同級生の子が、いいクリーニング業者を紹介してくれて……」

「そう。……予備を買っておいて正解だったわね」

　入学が決まって、制服を作る時、母はちょっと無理をしてでも予備は作っておきなさいと夏冬共に予備の制服を誂えさせた。今思えばその時からこういう日が来ることを考えていたのかもしれない。

「……で？　真梨香はどうする？　どうしたい？」

　娘むすめが校内でいじめを受けたと学校に訴うつたえることもできるだろう。親として子供を守るために矢や面おもてに立つことも。でも母は私の意志を聞いてくれた。

　私はそんな母の言葉が嬉うれしくて、笑って答えた。

「当然、戦うわ」

「それでこそ私の娘よ。箱入りお嬢様に庶民の力を思い知らせてやりなさい」

　仁に王おう立だちでそう言う母は格かつ好こうよくて、私は改めてこの人の娘になれてよかったと思えた。




　その日の夜、就しゆう寝しん準備を整えていると、桃香が部屋に来た。

「お姉ちゃん、ちょっといい？」

「桃香？　どうしたの？」

　母と相談して、桃香には今日の出来事は教えないことにした。私は普通にパーティーに出て、料理や出し物を楽しんで、梧桐君や沢渡と仲良くなったことだけを話した。

「今日、一緒に寝てもいい？」

　天使が脈みやく絡らくなく殺し文句を放ってきた。

　私は思わず手に持っていた枕まくらを床ゆかに落としてしまった。小さい頃ころはよく一緒に眠ねむったりしたけど、中学に上がってからはさすがにそれぞれ別の部屋で寝るようになっている。

　え？　何これ？　今日一日頑がん張ばった私へのご褒美？　神様ありがとう！

　混乱する私をよそに、桃香はちょこちょこと歩み寄ってくると、私が落とした枕を拾い上げ、ぽふっとしがみついてきた。

　柔らかくて甘い香りに脳内がオッサン化して危ない妄もう想そうが繰くり広げられそうになる。

「……お姉ちゃん、今日学校で何かあったでしょ」

　お花畑だった脳が桃香の言葉で現実に返る。見下ろすと、大きな黒い瞳がじとっとこちらを見上げている。ちょっと怒った顔も可愛い。……じゃなくて。

「ご飯の時も話したじゃない。パーティーで色んなことがあったわよ」

「それはいいことだけ話してくれたんだよね。……話してくれてないこと、あるよね？」

　ごまかそうとしたが、桃香は確信めいた表情で更に迫せまってくる。

「……壁にかけてある制服、予備の方でしょ？　タグがまだ外されてない」

　しまった、と思ったが遅かった。私の表情で確信を得てしまった桃香が痛いほどの力で抱きついてきた。

　桃香はおっとりとしていて控ひかえめな性格だが、洞どう察さつ力りよくに優れている。

　ゲーム中のモノローグでも細かいところに気がついている描写があり、この子の頭のよさを感じさせる表現が多々あった。

　着始めて間もない制服の予備を引っ張り出す羽目になるような出来事がパーティーであったのだと、気づかれてしまった。

「……大したことじゃないのよ。ちょっと……制服が汚れてしまったからクリーニングに出してるの」

　桃香の髪を撫なで、細い肩を抱きしめてやる。サラサラの髪の手ざわりは絹糸のようで、細くて柔らかな身体は、私の腕の中にすっぽりと収まる。少し高めの体温が、桃香が生きて、ここにいることを実感させてくれる。ゲームのキャラじゃない、生きた、私の妹だ。

　この子を守るために、学園を変える。特待生への差別の撤てつ廃ぱい。一部の内部生の専せん横おうをやめさせてみせる。

　そして何より、厄介な男どもをこの子に近づけさせない。その為の盾たてに、いや壁になる。

　改めて、私の中に戦う力が湧わき上がってくる。桃香を枕ごと抱きしめて、ベッドに倒れ込んだ。互いの黒髪がシーツに波打って広がる。
















「桃香が言うように、ちょっとだけ、嫌なこともあったけど、いいこともいっぱいあったのよ。友達も増えたし、学園でやりがいのある仕事も見つけた。だから桃香はお姉ちゃんのこと応おう援えんして頂ちよう戴だい。そうしたら私は絶対に負けないでいられるから」

「応援、だけ？　もっとお姉ちゃんの為にできることはないの？」

　瞳をうるうるさせて健けな気げなことを言ってくれる天使をどうしてくれようか。私が男だったら完全に不ふ埒らちな行動に出てもおかしくないぞ。こんな健気でいじらしい台詞、絶対にあの男ども相手には言わせない。絶対に。

「そうね。時々こうやって愚ぐ痴ちとか聞いてくれる？　桃香が傍そばにいて、話を聞いてくれたらすごく癒いやされるから」

　もちろん攻略対象の男どもの話なんかはしないけど、時々こうやって姉妹で一緒に寝るイベントが貰もらえたら、くらいのノリで言ってみたら、桃香が意外なほどあっさり承しよう諾だくしてくれた。

「うん！　お姉ちゃんの学校のこと、いっぱい聞かせて！」

「ええ。桃香の話も聞かせてくれるなら」

「私？　お姉ちゃんがいなくて寂さびしいなあ、とか……？」

「また可愛いことを言ってくれちゃって、そんな子はこうだ～！」

「きゃー！　お姉ちゃん痛い！　ギブギブ!!」

　結局その晩は、じゃれるだけじゃれ合って、そのまま眠ってしまった。

　姉だから健全なじゃれ合いで済んでるけど、これが兄だったら完全に禁断のなんとやらに突とつ入にゆうしちゃってると思う。桃香の無防備さが心配だ。

　朝になってそのことを注意したら、なぜか溜息をつかれた挙句、「私はお姉ちゃんの方が心配だよ」と言われた。解げせない。
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　新入生歓かん迎げいパーティーから数日経った。今のところ、私が引き起こした騒さわぎの影えい響きようは、表立っては出ていない。吉よし嶺みね橘きつ平ぺい辺りは私のクラスと名前を知っていたから訪ねてきたりするかもしれないと警けい戒かいしていたが、それもない。

　生徒会執しつ行こう部ぶでは１年生は研修が始まり、日々の書類整理などを叩たたき込こまれている。

　新入生歓迎パーティーが終わればしばらくは大きな行事はないので、その間に新人を使い物になるまで育ててしまおうという意図だろう。煩はん雑ざつな雑務の多い生徒会執行部ではまず指示系統の確立と、書類作成の書式を徹てつ底てい的てきに教えられる。

　普段はおっとりと優しい五ご葉よう松まつ先せん輩ぱいや沢さ渡わたりも、この研修では鬼おにと化す。




「橡くぬぎ君、この書類はなんですの？　先日も注意いたしましたでしょう。これでは理事会への提出ができません。今日中に作り直してくださらない？」

「葛城かつらぎさん、書類は提出先ごとに分類して、役員に渡わたすようにしてください。予算・決算関係のチェックは篠しの谷や君を通して行うので先にそちらへ、各委員会からの要望書は私に、風紀と監かん査さからの報告書は会長にお願いします」

　リテイクの嵐あらしと叱しつ責せきが飛び交う生徒会は新社会人の研修現場とあまり変わらない。

　それでも仕事に慣れ、業務の流れを把は握あくすると、この仕事が学校全体を支えているのだということも見えてきて、中々にやりがいがある。

　まあ、人によっては馴な染じめない場合もあるようだが。

「お言葉ですが、この書類は僕ぼくが思うにこの書式の方が見やすく、作成方法も効率的です。よりよいものは取り入れてこそ、生徒会の質も向上するのではないでしょうか？」

　橡圭けい介すけはああやってよく自分の考えや企き画かくを通そうと役員相手に意見している。

　もちろん、意見をすることはいいことで、よりよい生徒会運営の為ために変えるべきところは変えていかなくてはいけないのだが……。

「橡君、なぜこの書類が過去の形式を引き継ついで、同じ書式で作成しなければならないか、よくお考えになって。わたくしは理事会に提出する書類だと申し上げましたわね？」

　沢渡の凜りんとした声が生徒会室内に響ひびく。

「理事会は年配の方が多く、書式を急に改めるとそれに慣れて頂くために解説を添そえるなど、二度手間になります。効率化や物事の改善もよろしいですけれど、なんの為の書類か、誰が見るものかまで考えて作成してくださいませ」

　橡はこんな調子で書類をやり直しさせられているので、最近では役員のいないところで不満や愚ぐ痴ちを爆ばく発はつさせているらしい。

　この様子ではあと１カ月持たないかもしれないなあ。私は処理済みの書類を提出先ごとに分類しながらその様子を眺ながめていた。

　私自身はこういった事務作業は前世で経験済みだったので、そこまで戸と惑まどうこともなく、指導を受け入れている。

　まずは基本を身につけることが新人の仕事の中心だと思うからだ。

　組織内で着実に実績を作りつつ、各部への折せつ衝しようや書類提出で顔を出すことで人脈を広げる。営業の基本は顔と名前を相手に覚えてもらうこと。企画も改革も、まずは自分の立ち位置を確立してからの話だ。

「会長、こちら会長に提出するように言われた書類です。確認をお願いします」

　分類した書類をそれぞれの担当役員に持っていく。菅すが原はら会長は一通り書類の種類を確認すると、これから決裁するのだろう書類の山にそれらの束をポンと置いた。

「ああ、こっちで間ま違ちがいない。葛城はなんでもそつなくこなしてくれるな。手がかからなくて助かるよ。中学でも生徒会とかやっていたのか？」

「いえ、中学では部活動に専念していたので……」

「そうか？　でも書類作成とか慣れているみたいだったぞ。この調子で頑がん張ばってくれ」

　そう言って会長はクールな顔立ちからは想像しがたいやわらいだ笑みを浮うかべると、わしゃ、と私の頭を撫なでた。

　予想外の行こう為いに、返事をしようとしていた私は硬こう直ちよくする。頭の上に載のせられた菅原会長の手は大きく、ちょっと重い。それは懐なつかしく、同時に切ない感かん傷しようを思い起こさせた。

　固まってしまった私にどうしたのかと顔を覗のぞき込んできた菅原会長が思いのほか近い距きよ離りから見つめてきていたので、慌あわてて硬直を解といて飛び退のいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　何か気に障さわったか？」

「いえ！　平気です。ちょっと……小さい頃ころ父に褒ほめられた時と同じだったもので、菅原会長がお父さんみたいだとかそんな感かん慨がいに耽ふけっていたわけではありませんから！」

　顔が熱くなるのをなだめながら言い訳したものだからつい本音が漏もれてしまった。

　うら若き高校生の身で１歳下の後輩からお父さん呼ばわりされた菅原会長はショックを受けた顔をしている。

「お父さん……」

　ああ、さすがに申し訳ない。フォローしようにも、会長はちょっと大人っぽいからとか、うちの父が童どう顔がんで、生きていた頃は見た目が会長と同年代だったとか、まったくフォローにならないことしか浮かばない。

　そんなことをおろおろ考えていると、後ろから頭を痛いくらいに摑つかまれた。振ふり返ると篠谷が眩まぶしすぎて目が潰つぶれる系の笑顔で立っていた。え？　なんで怒おこってんの？

「葛城さん、こちらはチェックが終わりましたので、職員室の木き田た川がわ先生から承しよう認にん印をもらってきてください。あと、髪かみが乱れていますので、直してくることをお勧すすめしますよ」

「……髪が乱れているのは今篠谷君に頭を摑まれているせいじゃ……」

「す、ぐ、に、お願いしますね」

「……はい」

　有う無むを言わせず生徒会室から放り出されてしまった。……うるさかったからかな？

　篠谷の態度に軽く疑問を覚えつつも、私は職員室へ急ぐことにしたのだった。
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　週が明けて登校した朝、緊きん急きゆうの代議会が招しよう集しゆうされるという連絡が各クラスのクラス委員宛あてに回された。どうも嫌いやな予感がする。その予感は放課後になって的てき中ちゆうした。

　代議会というのは各クラスの委員長と副委員長、各部活動の部長らによる議決機関で、行事などの予算、学生活動に関する規き則そくなどを制定したり、改定したりするための機関だ。

　生徒会は代議会によって決められた予算の元に各行事などを実際に指し揮きする。

　要するに国会と内閣みたいなものだ。そこに風紀委員会を合わせれば生徒による三権分立の構図が出来上がるわけだ。

　代議会の会議には生徒会から役員が出席することになっているが、議決内容については生徒代表機関である代議会の意見が優先される。

　会議の結果が気になって、私は生徒会室で役員の帰りを待つことにした。

　空が薄うす暗ぐらくなる頃、役員のみんなが生徒会室に戻ってきた。疲つかれている様子だったので、給きゆう湯とう室しつでお茶を淹いれてくる。

「会長、代議会では何が話し合われたんですか？」

　まずどうしても気になっていることを尋たずねる。今回の代議会は２年の総代、あの一いち之の宮みや石榴ざくろが議案を提出したと噂うわさで聞いた。

　それだけでもう嫌な予感を裏づける。尋ねた私の顔を見て、会長も少し渋しぶい顔をした。

「葛城達にはあまりよくない知らせになる。……今回の代議会は行事規き範はんに各行事ごとの服装規定についての明めい文ぶん化かを提案し、可決された」

「……行事ごとの……服装規定の明文化……？」

「平たく言うと、これまで、暗あん黙もくのルールとして『学校内での特別行事については相応ふさわしい服装で』とだけ、それも口頭で伝えられていたものを、正式な規則として文書にする」

「その中には当然、校内で行われるパーティー行事も含ふくまれます。ちなみに、パーティーでは略礼服以上の礼服に相当する盛装をすべし。制服は平服とみなされる為これを認めない、だそうですわ」

　菅原会長の言葉を引き継いで、沢渡が後を続けた。愁うれいを帯びた眉まゆは困こん惑わくも露あらわで、気き遣づかわしげにこちらを見ているのがわかる。

　……バカ殿とのは本当に余よ計けいな真ま似ねをしてくれたようである。

「それは……たとえば経済的な事じ由ゆうで規定に則した服装が困難な生徒はどう……？」

「服装自体の質は問わないそうだから、価格の安いものでもとにかく用意するように、とのことだ。……元々代議会メンバーは経済的に豊かな内部生が中心に組織されているからな。その辺りの事情はほとんど考こう慮りよされなかった」

「外部生や特待生にはそれでも負ふ担たんが大きく、場合によっては行事への参加も難しくなる生徒も出てくるかもしれないと申し上げたのですが、聞き入れていただけませんでしたわ」

　詳くわしく話を聞くと、代議会で一之宮は行事の中でも特にパーティーでの盛装、礼服での出席義務について熱ねつ弁べんをふるったのだそうだ。

『桜おう花か学がく園えんの卒業生の多くは高い富と名声を得ており、社会への貢こう献けん度ども高い。そういった世界に立つ人材を育成する学園においては校内行事も学習の一いつ環かんととらえるべきである。パーティーは将来我われ々われが立つであろう社交の場において、身につけておくべきマナーや話術、センスを磨みがくための学習時間である。社会に出て、宴えん席せきに学生服では出席はできない。礼服のマナーや着こなしを身につけることも桜花学園の生徒として学ぶべきスキルだ。よって、学内行事における服装規定を定めることをここに提案する』

　……と言っていたらしい。

　しかも行事規範というのは日常の学校生活を縛しばる校則と違い、特定の行事について記す規則なので、可決については代議会のみで可能なのだ。

　これが校則としての提案であれば、決定までに全校生徒を対象にした全校投票による３分の２以上の賛成を必要とするのに。

　行事規範に限定して議案を提出してきたことといい、演説の言い回しといい、一之宮に入れ知恵をしたのは吉嶺に間違いないだろう。これだから双そう璧へきは厄やつ介かいなんだ。

　この規則により、私も、そして私に影えい響きようされて次は制服でパーティーに出ると言ってくれていた特待生の子たちも、礼服、ドレスを用意せざるを得なくなった。

　内部生はもちろん、一いつ般ぱんの外部入学で入り、桜花の学費を支し払はらうことができている多くの外部生も、この規定はそれほど負担にはならないだろう。

　けれど、特待生はそうはいかない。安物の礼服でパーティーに出れば、周囲からは浮うき、時には嘲ちよう笑しようされる。かといって特待生だけパーティー行事に不参加というわけにもいかない。

「この規則がまかり通ってしまえば、内部生と外部生、特に特待生との溝みぞが深まる一方です。撤てつ回かいできないんですか？」

「代議会で可決してしまった以上、難しいですね。服の質や価格は問わないとしている時点で、特待生がまったく参加できないわけでもないと言い訳が立ってしまっていますしね」

　篠谷が溜ため息いきをついてその日の代議会の議事録のコピーを差し出してきた。

　議題の中心はパーティーでの礼服の規定についてだったが、その他、いくつかの学校行事についての服装規定も明文化する旨むねが書かれていた。

　修学旅行や社会見学については制服着用、体育祭、キャンプなどの運動行事については体操服とジャージ、部活動の遠征についてもユニフォームと学校指定のジャージを着用するなどといったことが書かれていたが、そもそも修学旅行や体育祭でそれ以外の服装をすることなどないから、この部分はおまけみたいなものだろう。

　服の質や価格は問わないといっても、実際ゲームの中で安物のワンピースを着てパーティーに出た桃もも香かは、ライバルの令れい嬢じようたちに嘲あざ笑わらわれ、嫌がらせを受けた。

　このままでは桃香のいじめを回かい避ひできない。

「……制服…ジャージ……。学びの為の服装………！」

　一つだけ打だ開かい策さくを思いついた。無茶な理り屈くつだ。でも可能性があるならやるしかない。

「会長、この行事規範の全校生への告知は明日ですよね？　告知後、全校生徒を対象にアンケートを取りたいのですが、可能ですか？」

「あ？　ああ、それは大丈夫だが、特待生以外からは強い反対意見は期待できないぞ」

「反対意見は必要ありません。桜花の内部生、外部生を含めた、『平均的な桜花学園生』が礼服として用意する服装の価格相場を調査します」

　一度決まったら撤回が難しいなら、逆にドレスコードの基準を明めい確かくにしてしまった方がいい。最低限、揃そろえなければならない基準がはっきりすれば、『上』に話が通しやすい。

「アンケートの内容はすぐに作ります。沢渡さん、草そう案あんのチェックをお願いできますか？」

「ええ、それは構いませんけれど……。どうなさるおつもりですの？」

「パーティーで社交術を学ぶため、学習の為に礼服着用を義務化するというのなら、礼服も立派な『学用品』ということになります。礼服のレンタル費用を特待生への奨しよう学がく金きんの使用範囲として理事会に承認を取りつけます」

　私の提案に、役員４人が愕がく然ぜんとした顔になる。そりゃもう、屁へ理り屈くつ以外の何物でもないものね。私自身、無茶だとは思う。

「困難なのは承知の上です。しかし今回の規範は明らかに特待生に不利な環境を作り出す要よう因いんになります。学園側が能力の優すぐれた学生をこれからも集めたいと思うのであれば、特待生が不当な差別を受ける環境を黙もく認にんはできないんじゃないかと期待します」

　理事会相手に半なかば脅おどしをかけるようなものだ。それでも桃香の為にも、梧あお桐ぎり君や他の特待生の為にもやれるだけのことはしたい。

「理事会に承認を取りつけるといっても、生徒と学園の経営者側は直接関わり合いにはなってないわ。生徒会で作成している予算だのの書面も職員会議と教頭、校長の確認を経て理事会に回されているから私たちは直接は関わらないし」

「特待生の待たい遇ぐうについての申しん請せいだって、基本的には学園事務課を通してのやり取りだろ？　奨学金の使用範囲の拡大なんて大事、簡単に通せるとは思えないぞ」

　五葉松先輩と菅原会長がそれぞれに懸け念ねんを口にする。二人の言う通り、特待生は学費免めん除じよや奨学金の使用申請や使用記録などの契けい約やくについて、学園事務課を窓口にしている。

　奨学金の使用範囲はあらかじめ決められていて、必要に応じて申請書を出し、領りよう収しゆう書しよなどを添てん付ぷした使用報告書を提出することが義務づけられている。

　その使用範囲を拡大しようというのだから、事務課ではなく、直接、理事会と交こう渉しようをしなくてはならない。

「理事会への交渉については一応、考えがあります。……詳しくはお教えできないのですが、理事会関係者に直接連絡できる人物を知っています。なので、相手を説得するためのデータを集めさせてください」

　できれば使いたくなかったコネだが、私のせいで他の特待生に迷めい惑わくをかけるのも、来年、桃香が困った立場に追おい詰つめられるのも、御ご免めんこうむりたい。

　その為なら、背に腹は代えられない。

　深々と頭を下げた私に、役員の４人は、困惑しながらも協力を約束してくれた。




　緊急代議会から数日経った日の放課後、集まったデータを手に、私は南校舎３階の理事会役員用の応接室にいた。連絡をお願いした人は約束を取りつけたと言っていたが、本当に来るか、未だに半はん信しん半はん疑ぎだ。

　一人応接室のソファに座って、入り口を睨にらみ続けること５分、体感的には何十分にも感じた時間が経けい過かした頃、応接室の扉とびらが開いて、長身の男性が入ってきた。

「ああ、遅おくれてしまったようだな」

「いえ、こちらからお願いしてお時間をいただいているので。お呼び立てしてすみません」

　三つ揃いのスーツにきっちりと撫でつけられた黒髪、鋭するどい目つき。怜れい悧りに整った容よう貌ぼうは表情に乏とぼしく、余計に冷たい印象を与える。

　モデル並みの長身と引き締しまった体格は成熟した大人の色気を放っていた。理事会役員という肩書にしてはひどく若い。『設定』によれば、今年27歳のはずだ。

「……そんなに固くなるな。幸こう樹きから連絡をもらった時には驚おどろいた。……久しぶりだな」

　久しぶりという言葉に、曖あい昧まいに頷うなずく。10年前の父の葬そう儀ぎの時に一度会っているはずなのだが、よく覚えていないのだ。

　あの時のことで覚えているのは、母の涙なみだと、伯お母ばの罵ば声せい、そして……。

「はい。……烏からす森もりさんもお元気そうで何よりです。栗くり山やま先生からもお願いしていたとは思いますが、今日のこの面会について伯母様には……」

「言ってはいない。知ったら色々とうるさいからな。それより、名前で呼んでもらえないか？　従い兄と妹こ同士なのだから、もう少し打ち解けてほしい」

　無表情に近い顔で打ち解けたいと言われても、全然そんな風には見えない。けれど、本気で思っていることはなぜかヒシヒシと伝わってきていた。

　この男は顔面には出ないが実は感情豊かだ。今も、無表情なのに、期き待たいに満みちた目でこちらを見ている。

「母は色々と言うかもしれないが、俺おれはお前たちと仲良くやっていきたいと思っている」

　烏森杏きよう一いち郎ろう、私と桃香にとっては父方の従兄いとこに当たる人物だ。

　父の葛城椿つばきは母と駆かけ落ちする前は、名門、烏森家の跡あと取とりだった。母との恋れん愛あいを周囲に反対され、家を出て、実家とは縁えんを切り、母の籍せきに入ったのだ。

　杏一郎は父の実じつ姉しの息子で、父がいなくなった後、烏森家唯ゆい一いつの直系男子として、現在は次期当主として会社経営に参加していたり、桜花学園理事会の一画を担になっていたりする。

　私の担任である栗山幸樹先生とは学生時代からの親友で、今でも仲がいい。

　また、烏森の名を伏ふせ、桜花学園の非ひ常じよう勤きん講こう師しという一面も持っている。

　実はこの烏森杏一郎という男はゲームの中で、攻略キャラ全員のハッピーエンドを見た後ゲームを最初からプレイし直し、特定の条件を満たすことで攻略可能になる、いわゆる隠かくしキャラと呼ばれる存在だ。

　彼かれのルートがこの世界で開くことがあるのかわからないが、できることなら関わり合いにはなりたくなかった。

「……今のところはまだ……初対面に近いので……」

「そうか、残念だ」

　やんわりと断ことわると、無表情のまま目に見えて落ち込まれた。無駄に罪悪感を刺し激げきされるからやめてほしい。

「今日お時間をいただいたのは、桜花学園の特待生の一人として、理事会の方に待たい遇ぐう内容の変更についてお願いする為です」

「ほう、今の待遇に不満があると？」

「いえ、今までのところは十分すぎるほどのご厚こう情じようをいただいており、申し分のない学習環境です」

　私は、あくまでも現在の特待生の待遇に不満があるわけではないことを強調した上で、今回代議会の決定により、特待生がパーティー行事での『学習』に不備をきたす恐おそれがあること、一いつ般ぱん的てきな桜花学園生徒の礼服の平均的な総額と、今後実じつ施しされるパーティーでのドレスコードに最低必要な金額、そこに到とう達たつするために特待生にかかる負担がいかに彼らの家庭において重くなるかということを説明した。

「なるほど。確かに、特待生は我が学園の名声をさらに向上させるために学園の方から招待し、入学してもらっている立場だ。学園生活や行事において、不備があっては困るな」

「はい。そこで、特待生がパーティーに参加するための礼服を、奨学金から『学用品』としてレンタルすることを理事会で承認していただきたいのです」

　杏一郎はしばらく無言で私が用意したアンケート結果と、礼服を学用品として借り入れる場合の限度額、申請手続きに付ふ随ずいする諸もろ々もろの懸け念ねん事項についての対策案などをまとめた資料を見つめながら考え込み始めた。

　怜悧な美び貌ぼうを見つめながら、私は気づかれないようにこっそりと溜息をついた。

　無表情なのに感情豊かで生き真ま面じ目めだが少し天然という設定のこの男は、鵜う飼かい杏一郎という偽ぎ名めいで非常勤講師として桃香の前に現れる。

　隠しルートは夏休みの集中講座イベントの発生によって開き、杏一郎の正体を知らない桃香は教師と生徒として出会い、惹ひかれ合うというストーリーだ。

　彼自身は人ひと柄がらもよく、大人で、包ほう容よう力りよくもある好人物だと思う。けれど、彼の母、私から見て伯母に当たる烏森梅うめ香かが難物なのだ。

　実の弟である私の父葛城椿、旧きゆう姓せい烏森椿に異常な執しゆう着ちやくを持っている梅香は母、葛城柚ゆず子こと椿の恋愛を邪じや魔まし続け、高校時代に一度は彼らを別れさせるのに成功した人物だ。

　結局、椿は烏森家を捨て、柚子の籍に入って結婚した。

　その椿が事故で死ぬと、梅香は通つ夜やの席に乗り込んできて父の遺い体たいを無理やり引き取った挙あげ句く、烏森家の墓はかへ入れてしまう。

　その上、父の忘わすれ形がた見みである娘むすめをも母から奪うばおうとしたのだ。

　頭の中で憎ぞう悪おに満ちた罵声が蘇よみがえって、全身の血が凍こおりついたような錯さつ覚かくを覚える。

　本当に……できることなら会いたくはなかった……。

「……話は一応わかった。行事規範の可決と内容については先日報告を受けたばかりだが、確かに特待生と一般生徒の間では意識的な隔へだたりが問題になってしまうようだな。代議会の活動はあくまでも生徒の自主性によるものだから決定を覆くつがえすことはできないが、特待生への援えん助じよの拡大については検けん討とうの余よ地ちがあるだろう」

　杏一郎の言葉に我に返って背筋を伸のばす。

「よろしくお願いします」

「理事会のご老公たちは奨学金を税金対策の慈じ善ぜん事業だと考えているから、うまく言いくるめれば承認をもらうのは難しくはない。この件は俺が確かに預かった」

　前向きな返答に肩の力が抜けた。杏一郎は理事会役員末席とはいえ、発言力はあるはずだから、きっとなんとかしてくれるだろう。

「ありがとうございます」

「そう何度も頭を下げる必要はない。他ならぬ従妹いとこ殿どのの頼たのみだからな。無む碍げにはしないさ」

　従妹の頼みといっても今日までほぼ絶ぜつ縁えん状じよう態たいだった相手だ。本来なら突つっぱねられても文句は言えない。

　それでも話を聞いてくれ、確約とはいかないまでも、前向きな返事をくれた。

　そのことに素直な感謝の言葉が滑すべり出て、頰ほおも少し緩ゆるんでいるのが自分でもわかる。そんな私を見て、杏一郎は懐なつかしそうな顔をした。

「真ま梨り香かは柚子さん似だと思っていたが、そういう顔をすると椿さんの面おも影かげがあるな」

　思いもかけない言葉に虚きよを突つかれる。あまりにも自然に名前を呼び捨てにされたことも、全く似ていない父に似ていると言われたことも、どこから突っ込んでいいのかわからない。

「えっと……。私の顔に父の要よう素そはほぼないと思うのですが……」

「顔立ちは柚子さんそっくりだ。しかし、ふとした表情が椿さんに似ている。親子だな」

　相変わらず無表情に淡たん々たんと言っているが、どこか嬉うれしそうなのは、私の中に父の影を見出したからなのか。ただあんまりじっと見つめられるのは居心地が悪い。

「あ……えっと、今日はお話を聞いて頂いてありがとうございました。それじゃあ、私は……」

「真梨香はこの後は何か予定があるのか？」

　失礼します、と続けようとしたところを遮さえぎられた。この後は帰宅するだけだが、正直にそれを告げるにはどうも雰ふん囲い気きがよくない。

「……帰って、夕飯の支し度たくが……。母が勤つとめに出ているので……」

「そうか、残念だ」

　何が残念なのかは聞かない方がいい。落ち込んで見える無表情にちくちくと胸が痛む。

　けれど、桃香の為にも、自分の為にも、烏森家と関わるのはこれっきりしておきたい。

「せめて……連絡先を交こう換かんしないか？　今回のように何かあった時には助けになりたい」

　どうやら杏一郎は従妹の出現に、歳としの離れた妹ができたような気持ちになっているみたいだ。

　そう考えると無碍にするのも可か哀わい想そうな気がしてくる。

　今も表情はまったく変わらないのに、眼だけが期待に満ちているのが見て取れる。

「……母に知られたら、きっと怒られると思いますし、伯母様も、私のことをよくは思っていらっしゃらないと思うので……」

　よく思っていないどころかあの人はきっと……。

「それじゃあ、母親にはお互い秘密でもいい。真梨香たちの近きん況きようはずっと気になっていた。俺で助けになることなら頼ってもらいたい」

　真しん摯しな言葉に心が揺ゆれそうになる。

　杏一郎を通じて烏森家の動どう向こうを探れるかもという打だ算さん的てきな思おも惑わくも脳のう裏りを掠かすめた。

　結局、ひたすらに注がれる眼差しに耐たえきれず、折れたのは私の方だった。

「……それじゃあ、伯母様方には内密ということなら」

「そうか」

　渋しぶ々しぶ答えると、表情も口調も素そっ気けないのに、盛大に尻尾しつぽを振ふっている犬の幻げん影えいが見えた気がした。

「あ、でも、校内で会った時は『鵜飼先生』と呼ぶので、私のことも苗みよう字じで呼んでください。他の生徒や先生方にいらぬ誤ご解かいを受けますので」

　尻尾がシュンと垂たれた様に見えたのは気のせいだ。そもそも尻尾自体幻影だ。
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「……善ぜん処しよしよう。その代わり、二人でいる時は名前で呼んでもらえないだろうか」

　その代わりの条件がおかしい気もするけれど、今後二人きりになる機会がそうそうあるとも思えなかったので、了りよう承しようすることにした。

「わかりました。……からす……杏一郎さん」

「……ああ。真梨香、これからよろしく、だな」

　一いつ瞬しゆん苗字で呼びそうになり、悲しげな眼をされたので、恐る恐る名前を呼べば、満足そうに、今度こそ表情に出して微笑ほほえまれた。ここまでが彫ちよう像ぞうのような無表情だっただけにうっかり見み惚とれてしまい、次の動作への反応が遅れた。

　低く落ち着いた声で名前を呼ばれ、引き寄せられ、更さらには頭を撫でられたのだ。

　高級そうなスーツの胸元からは落ち着いたホワイトムスクの香りがして、カッと頭に血がのぼるのがわかる。

　思わず突き放すように杏一郎の胸を押して距離を取った。

　きょとんとした表情に、他た意いのない行動だったことはわかるが、いくら従兄でもいきなり近すぎるだろう。

「そ、外では本当に、気をつけてくださいね。それではもう失礼します！」

　そのまま逃げるように応接室を飛び出した。階段を駆け下り、生徒会室に飛び込むと、間の悪いことに沢渡と篠谷がいた。

「葛城さん？　どうしましたの？」

「顔が赤いですが熱でもあるんですか？」

「っ！　ごめんなさい、なんでもないです！」

　しまった、もう帰っていると思って油断した。真っ赤になっているだろう顔を見られた恥はずかしさに、生徒会室も飛び出して、給湯室へ逃げる。

　設置されている冷蔵庫に買い置きしてあったアイスコーヒーの缶を取り出して頰に当てると、熱も冷め、段だん々だんと落ち着いてきた。

　ひとまず当初の目的は達成できたし、杏一郎はあれでいて多た忙ぼうな人間なので、それほど遭そう遇ぐうする機会もないだろう。外では講師と生徒として接すると言ってくれたし、今日のような接近は起こらないだろう。いや、起こらないようにする。

　距離さえ保たもっていられれば、こんなに動どう揺ようすることもないはずだ。

　そんなことをつらつら考えながら缶コーヒーで顔を冷やしていると、篠谷がやってきた。

「こんな所にいたんですか？　急に来て急に飛び出していくから心配しましたよ」

「あ、ごめんなさい。もう大丈夫。落ち着いたわ。沢渡さんは？」

「花か梨りんも心配していました。……今日は例の理事会役員との交渉だったのでしょう？　もしかしてだめだったのですか？」

　気遣わしげな顔に、二人が心配して残ってくれていたのだと気づく。

「いえ、とりあえず、理事会で前向きに検討してもらえるそうよ。篠谷君も、いろいろ協力してくれてありがとう」

「僕は大したことは……。アンケートの集計と礼服レンタルの見み積つもりを出したくらいで」

「それでも十分に助かったわ。沢渡さんたちにも改めてお礼を言わないといけないわね」

　生徒会室に戻ろうと篠谷の横を通り抜けようとして、腕を摑まれた。見上げるとひどく真しん剣けんな表情で、見つめ返された。

　碧みどり色いろの視線が間近に迫せまり、人形の様な美貌に焦れた熱が燻くすぶっているように見えた。

「……役員の方に何かされたわけじゃ……ないですよね？」

「……何もないわよ。変な疑うたがいは相手にも私にも失礼だわ。緊張していたから、交渉が終わって気が緩んだだけよ」

　実際勘かんぐられるほどのことはされてない。名前で呼ばれたことと、頭を撫でられたことくらいで動揺していると知られるのも嫌だった。

　少し間が空いた私の返事をどう思ったのかわからない。普段のどう見ても怒ってる眩しい笑顔すら消えて、剣けん吞のんな雰囲気をたたえた碧の双そう眸ぼうは鋭い刃やいばのようだ。

「……あなたの持つ理事会へのコネ、とやらも話してはもらえないんですね」

「最初に言った通り、事情があるので相手のことも、相手との繫がりも、教えられないわ」

「……僕はあなたにとって信頼に値あたいしないと？」

　摑まれた腕に力がこもる。痛みに顔をしかめれば、はっとしたように手が離れた。

「……篠谷君の生徒会役員としての姿勢は信頼しているし、あなたが人の秘密を吹ふい聴ちようしたりする人じゃないこともわかっているわ。でも、これは私だけの問題じゃないから……ごめんなさい」

　無言で俯うつむいた篠谷を置いて、私は生徒会室に戻もどった。

　引いてくれてよかった。事が桃香にも関係があると知ったらきっと彼は引かなかっただろう。桃香の為に周りのすべてを壊こわすような彼の愛し方は、桃香だけじゃなく、彼自身の為にもしてほしくない。

「葛城さん、大丈夫でしたか？」

　生徒会室では沢渡が待っていてくれた。今度は落ち着いて、交渉がうまくいったことを伝えると、沢渡もホッとしたように胸を撫で下ろした。

「よかったですわ」

　花がほころぶような笑顔に胸がきゅんとなる。

　こんなに可愛くて性格もよくて、健けな気げな子が傍そばにいるのに、なんで篠谷は思い出の中の桃香しか見えないのだろう。

　もちろん桃香は可愛くて優しい天使のような子だけれど、篠谷の中の桃香は思い出に上書きされ続けた幻げん想そうに過ぎないのに。

　本当の桃香を知らないまま、傍にいる沢渡にも気づかぬまま、来年、桃香に近づいてくるのだろうか。そうして、桃香を束そく縛ばくし、悩なやませ、黒い独どく占せん欲よくに囚とらわれてしまうのだろうか。

　そんな篠谷の姿は見たくないな。

　ふと、そう思った。ゲームで見た、篠谷の病やんだ姿。あの姿を現実には見たくない。

「……沢渡さんにしとけばいいのに」

「え……？」

　口を突いて出た言葉は沢渡に聞こえてしまったらしい。不思議そうに首を傾げられる。あどけないしぐさが可愛らしい。

「あ、ごめん。篠谷君と沢渡さんは理想のカップルだなって、思っただけなの」

「……」

　無言で俯かれて余計な口出しだったと焦あせっていたら、いつものにこやかな顔で笑われた。

「よくそう言われるんですのよ。でもわたくしと侑ゆう李りは幼おさな馴な染じみなだけで、そういった気持ちはございませんの」

　意外な言葉が帰ってきて、驚く。てっきり沢渡は篠谷への好意をはっきり口にするタイプだと思っていた。

　少なくともゲーム中では篠谷のことを好きな相手だと言って憚はばからなかったし、自分こそが篠谷に相応しいと豪ごう語ごしていた。

　今世でもただの幼馴染みというには視線に含まれる熱量が多いと思うのだけど。あまり詮せん索さくするのも良くないかとその場はそれ以上は追つい究きゆうせず、お互たがいに帰り支度を始めた。

　暫しばらくすると篠谷も戻ってきたので、帰りの挨あい拶さつを交わして生徒会室を後にしたのだった。




　翌日、菅原会長と五葉松先輩にも交渉結果の報告をし、お礼を言った。代議会の内容を教えてくれて、その後の情報収集にも、親身になって協力してくれた。他にも協力をしてくれた特待生の子たちや仲良くなった執行部メンバー一人一人にお礼を言って回った。

　彼らの協力がなければ、杏一郎のコネを使っても理事会役員へ話を通してもらえるだけの資料は揃えられなかっただろう。




　そうしてしばらく経った頃、特待生の各家庭に奨学金使用範囲についての新しい要よう項こうが配布された。通達は事務課を通して、内部生や一般入学生にはほぼ知られない形で行われ、特待生はパーティー行事への参加が可能になったことを知った。

　大々的な告知を行わなかったのは、内部生に知られて贔ひい屓きだと騒がれるのを防ふせぐためだ。

　実際、校内で行われるパーティー行事はそんなに多くない。新入生歓迎パーティーが終わっているので今年度はあとクリスマスと予よ餞せん会かいくらいだ。

　それまではあまり騒がず、一之宮の目を欺あざむいておいた方が得策だろう。こちらが手を打ったと知られたら、また何か仕掛けてくるかもしれない。

　こうしてまたいつも通りの日常が戻ってきた。生徒会で雑用に従じゆう事じし、校内の情報を収集する。

　変わったことといえば、執行部研修が始まって１カ月が過ぎた頃、橡をはじめとする一部の１年生が執行部を辞めていったこと、彼らと入れ替わるようにして、梧桐君ら特待生のグループが数人執行部入りしたことくらいだ。
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　私が桜おう花か学がく園えん高等部に入学して、２カ月が瞬またたく間に過ぎた。

「菅すが原はら会長、来週から招集される体育祭実行委員会の資料、チェックお願いします」

「ああ、そこに置いておいてくれ、それから葛かつら城ぎ、このファイルを資料室に返却、帰りに職員室に寄って木き田た川がわ先生からチェックの終わった分を貰もらってきてくれ」

「はい」

　生徒会は今、来月の体育祭に向けて、実行委員会を招集する為ための準備に入っていた。

　各クラスから２名ずつ選出される体育祭実行委員会は組分けや競技のプログラム作成、競技ごとの出場者の名めい簿ぼ作りから前日当日のテント設営に至るまで、様々な雑務をこなす。

　生徒会と執しつ行こう部ぶは全体の指し揮きと事務処理面でのサポートが中心になる。その為、実行委員召集前の下準備がかなり詰つまっているのだ。

　菅原会長の指示に従って走り回る。執行部に入った当初は、沢さ渡わたりの下について書類作業を多くこなしていたが、最近はこうして会長の指示で動き回ることが増えている。

　今日のような使い走りから、時には各委員会の委員長や部長会の部長相手の折せつ衝しようまで任されることもある。

　委員長職、部長職に就いているのは漏もれなく内部生の３年生だ。私は１年生で、特待生、更さらには入学してすぐに２年総代の一いち之の宮みやと揉もめたことで顔も名前も知られてしまっている。

　そんな私が交こう渉しよう相手と知ると、各委員長様方は初めは揃そろって門前払いを喰くらわせてくださった。

「はあ？　１年生じゃ話にならない。菅原か五ご葉よう松まつに直接来るよう伝えろ」

「内容も確認せずに話にならないと決めないでください。この件は今、私が確認してくるよう言われているんです。とにかく今すぐ書類を確認してください」

　書類に目を通してハンコを貰ってくるだけの用事でもこの有様である。複雑な交渉ともなると、それこそ役員を呼べコールが響ひびき渡わたる。クレーマーか。

　ここで役員に代わってもらい、穏おん便びんに話を進めるのは簡単だが、そうなれば彼かれらは二度と私とは話をしてくれなくなるだろう。血管が切れそうな駄だ々だを聞き流しながら、根気強く交渉する。

　その成果もあってか最近ではようやく話を聞いてくれる人が増えた。特に体育会系の部活の部長や体力系の委員会では根性があると気に入られたみたいだ。

「おお、葛城、今日も頑がん張ばってるな！　飴あめいるか？」

　なんとなく子分扱あつかいされてる気がしなくもないが、まあいい。結果オーライだ。

　逆に頑かたくななのが文化系の部活の部長や女子が中心の委員会の委員長たちだ。これについては、特待生だからという以上に、別の理由が絡からんでくる。

「ちょっとあなた」

　職員室の帰り、声をかけてきたのは確か、茶道部の２年生だ。一之宮か吉よし嶺みね、どちらかの取り巻きだったことは覚えているが、あの二人はだいたい一いつ緒しよにいて、取り巻きもそれぞれにぞろぞろ引き連れているので、どっちの取り巻きか区別がつきにくい。

「なんでしょう？　先せん輩ぱい」

「最近、ちょっと調子に乗ってるんじゃないかしら？　生徒会の小間使いのくせに代議会のやり方にあれこれケチをつけているそうじゃない」

　先だって、代議会によるパーティー行事の服装規定に対して、打開策を打ったことはまだ表向きには知られていない。

　けれど、その後、生徒会執行部に特待生の人員が増え、代議会への意見をまとめる時も特待生の視点からの意見が採用されるようになった。

　生徒会は直接代議会の決定を覆くつがえす権限はないが、役員が会議に出て意見を言うことができる。

　そこに特待生の意見が反映されることで、代議会の中にも少しずつだが特待生への歩み寄りを見せる生徒が出てきているらしい。

　そして、私はそういった特待生の急きゆう先せん鋒ぽうのように上級生の間で認識されている。

　その所せ為いか、ちょいちょい２年の双そう璧へきに絡まれるのだ。

　そのたびに一之宮を煙けむに巻まき、吉嶺は徹てつ底ていして避さけていたら、取り巻きの女性たちの間で、双璧二人の気を引くためにわざと突つっかかってくる生意気女、という烙らく印いんを押されてしまっているらしい。その点は大いに訂てい正せいして回りたい。

　ちなみにその情報を教えてくれたのは、入学初日に図書室で遭そう遇ぐうした一之宮の取り巻きの一人、枇び杷わ木き夕ゆう夏か先輩だ。あの一件以降、何かとよくしてくれるのだ。

「代議会は生徒の意見を代表し、話し合うための組織です。生徒が意見を言うことに制限があるとは思えませんが」

「っ！　そうやって屁へ理り屈くつをこねるのが生意気だって言うのよ！　学園に寄生している貧乏人の分際で、学園のやり方に意見するなんておこがましいと思わないの!?」

　まあ、確かに学費もその他の学用品購入代も学園からの奨しよう学がく金きんで賄まかなわれている特待生は寄生していると言われればそうかもしれない。

　けれど、別にそのお金をこの女生徒個人が払ってるわけでもないので、文句を言われる筋合いはない。

「特待生も学園の生徒です。学力やスポーツ、芸事において、優すぐれた技能を学園に提供することで報ほう酬しゆうを得ているに過ぎません。そして、特待生であるからこそ、一般生徒よりも学習環境に対し高い理想を持っています。それを学園に反映させることは桜花学園全体の学習環境をよりよくすることだと思いますが」

　私は別に特待生と内部生の立場を逆転させたいわけではない。

　特待生が蔑さげすまれるような環境さえ改善できれば、妹を襲おそう脅きよう威いが一つ減る。

　限りなく自分本位だが、結果的に学園全体の環境改善になるのなら、それを目指したい。

「う、うるさいわね！　そういうところが生意気だっていうのよ!!」

　カッとなった先輩が手を上げる。振り下ろされたそれを難なく受け止めると、先輩の顔が般はん若にやのように歪ゆがんだ。痛くなるような摑つかみ方ではないけど、大丈夫かな？

「ちょっと！　なんで受け止めるのよ！」

「いや、殴なぐられたら痛いですし」

　いくらか弱い女性の平手でも、爪が当たれば立派な凶器だ。好きこのんで叩たたかれたいと思うほどマゾヒストじゃない。先輩は摑まれた手を振りほどこうともがいているけど、今急に離はなしたら転びそうだ。

「離しなさいよ！」

「先輩、落ち着いてください。暴れたら転びますよ」

　言った傍そばから足を縺もつれさせた先輩を慌あわてて抱だき止める。驚おどろいて呆ぼう然ぜんとする先輩をまっすぐ立たせてから、手を離した。

「怪け我ががなくてよかったです。……先輩から見ると生意気と思われても仕方がないかもしれません。でも、私は目指している目標があるので、譲ゆずれません。だから、平手を甘あまんじて受けることも、嘲ちよう笑しように屈することもしません。……受けて、立ちます」

　まっすぐに、切り込むように見つめる。竹刀の切っ先を喉のど元もとに突きつけるような気分だ。

　先輩は青あお褪ざめて震ふるえている。あまりやりすぎると逆効果だな。適当なところで気を緩ゆるめ、安心させるように、微笑ほほえんでみせた。

「できることなら、先輩にも理解していただきたいと、そう、思っています」

　青褪めていた先輩の頰ほおに血の気が戻もどった。……というか、戻りすぎた？　今度は赤くなっている気がする。大丈夫だろうか？　少し心配にはなったが、今は急いでいるところだったことを思い出す。

「それじゃあ、失礼します」

　よくわからないが大人しくなってくれた先輩を置いて、私は生徒会室へ駆かけ戻もどった。

「遅おそかったですね？　どこまで行っていたんです？」

　戻るなり篠しの谷やに嫌いや味みを言われた。上級生に絡まれていたとは言えないので、素直に謝って、書類を菅原会長に渡す。

「ああ、ありがとう。確認するからちょっと待ってくれ。……ん？　葛城、実行委員会の日程表は入ってなかったか？　もう木田川先生のチェックは済んでいると思うんだが」

「え？　職員室で受け取った時はありましたよ？」

　慌てて菅原会長が持っていた書類の枚数を確認する。確かに職員室で確認した時より１枚足りない。

　どこかで落としたのか。その場合可能性が高いのは一カ所しかない。

「すみません。ちょっと探してきます」

　生徒会室を出る時、外から戻ってきた沢渡にぶつかりそうになる。

「あ、沢渡さんすみません！　大丈夫でしたか？」

「え、ええ。どうなさいましたの？」

「ちょっとお使いの途中で書類を１枚落としてしまったみたいで、探してきます！」

　そう言って先程双璧の取り巻きの先輩と話した廊ろう下かまで戻ったけれど、書類は見つからなかった。もしかしたら彼かの女じよに拾われたのかもしれない。

　茶道部部室や茶室にも行ってみたけれど、先輩は見つからない。せめて名前を聞いておくんだったと後こう悔かいしても遅い。

　結局書類は見つからず、私は肩かたを落として生徒会室に戻るしかなかった。菅原会長に報告し、謝罪する。

「……葛城、今回の書類はまだ、作り直しも利くものだったからいいが、お前が普ふ段だん届けたり回収したりする書類には予算や学園の運営に関わる重要な書類も含ふくまれる。取り扱いには十分注意しなければならない。……わかるな？」

　普段は気さくな菅原会長が厳しい顔つきをしている。

　彼の言う通り、私の仕事は多くの重要書類を取り扱う。ここ最近委員会との折衝も任されるようになり、書類を運ぶだけの作業に対して油断が生じていたことは否いなめない。

　それこそあの先輩に言われた通り、『調子に乗っていた』のだ。

「すみませんでした。今後二度とないよう、細心の注意を払います」

　深く頭を下げる私に、沢渡が出力し直した日程表を持ってきた。

「こちら、今出し直して参りましたから、木田川先生にもう一度確認印をいただいてきてください。大丈夫ですわ。次からは気をつけてくださいね」

　優やさしい言葉に、更に自分が情けなくなる。

「沢渡さん、ありがとうございました。会長、すぐに職員室へ向かいます」

「ああ、今度こそ頼んだぞ」

　まっすぐに顔を上げて書類を受け取ると、菅原会長も力強く頷うなずいてくれた。

　その表情に背中を押され、私は今度こそ慎しん重ちように書類を持って職員室へ走った。

　多少のトラブルはあったものの、その日の生徒会活動も無事終了し、鞄かばんを手に生徒会室を後にする。一人で歩きながら会長に言われたことを反省する。

　今日なくした書類は、たまたま重要性は低く、再提出が容易なものだった。けれど、私がその書類と一緒に運んだ書類には、はるかに重要で紛失すればそれこそ大問題になるような書類だってあった。今回は運がよかっただけだ。

　明日からは書類の持ち運び方法をもうちょっと厳重にする方法を考えてこよう。




　忙いそがしく走り回った準備期間を経て、体育祭実行委員が招集された。各クラス２名ずつ選出され、南校舎の大会議室に集められる。かなり広い作りになっているので、マイクを使う必要があり、執行部員が数人で会議室の手配を行う。

　私がマイクと資料画像を映すスクリーンの準備をしていると、長身の影が近づいてきた。

「やあ、頑張ってるね。葛城真ま梨り香かちゃん」

　２年の吉嶺橘きつ平ぺいだ。代議会所属、つまりクラス委員であるはずの彼がなぜここにいるのか？　思わず眉み間けんにしわが寄りそうになるのを抑おさえ込こみ、当たり障りない笑顔を作る。

「吉嶺先輩はなぜここに？　２年Ｂ組の実行委員は別の方だったと記き憶おくしていますけど」

「そうなんだけどね。どうも体調を崩くずしてしまったみたいで、今日だけ代わりに来たんだ。ちょっと早く着いちゃったけど、君に会えるなんてラッキーだったな」

　そう言って隣となりに立って私の手元を興味深げに覗のぞき込んでいる。正直邪じや魔まなのでどっかに行ってほしい。

「そうでしたか。欠席のご連絡をいただければ、もう一人の方だけでも今回は事足りると思うので、吉嶺先輩はお帰りいただいても大丈夫ですよ」

「真梨香ちゃんは配線のセッティングの手際がいいよね」

　暗に帰れと言ったのに華麗にスルーして会話に持ち込んでこようとする。何気に名前で呼ばれているのも不ふ愉ゆ快かいだ。

「申もうし訳わけありませんが、名前は苗みよう字じでお願いします」

「なんで？　可か愛わいい名前だと思うよ。真梨香ちゃん」

　絶対にわざとだ。ムキになって嫌がっても喜ばせるだけなので、無視することにする。黙もく々もくとセッティングを終えた頃菅原会長が来た。私の隣の吉嶺を見て首を傾かしげる。

「葛城、お疲つかれさん。……なんで吉嶺がいるんだ？」

「うちのクラスの粗あら樫かしが体調崩しちゃったから、代わりに来たんだ。構わないだろ？」

「それは……まあ……」

　菅原会長がちらりと私を見る。新入生歓かん迎げいパーティーの一件以来、私が双璧の二人を苦手にしているのを知っているので、気き遣づかってくれているのだろう。

　会長と他の役員は実行委員会の会議の議事進行を司るので、この後の会議に出なくてはならないが、私は役員ではないので、仕事が終われば退室しても構わない。

「会長、セッティングは終了したので、失礼します」

「え？　もう帰っちゃうの？　せっかくだから会議見ていきなよ」

「……吉嶺。お前は会議の主催じゃないんだから、そういうことを勝手に言うんじゃない。葛城、ご苦労だった。生徒会室に戻って、他の執行部員が戻ったら解散してくれ」

　菅原会長の言葉に甘えて、私は先輩二人に挨拶するとその場を後にした。

　吉嶺の目的はわからないが、私との接触だったとするなら、うまく避けられたということだろう。

　一之宮を言い負かした１年生に興味を持っているようだが、早いところ飽あきてほしい。

　そう考えながら生徒会室へ戻った私が、吉嶺がなぜ今日に限って実行委員会に出席したのかを知るのは翌日のこととなる。




「………やられた」

　朝のホームルームで体育祭実行委員から配られた体育祭の組分け表を見て、私は呻うめいた。

　体育祭は全学年を赤青白のトリコロールカラーの組に分けて３組対抗で競う。

　２、３年生はクラス分けの際、進路や選せん択たく授業の他、部活動の偏かたよりがないように分けられている為、くじ引きで組分けをするのだが、１年生はクラスが分かれた後に部活動が決まるので、どうしても運動部員の所属クラスに偏りが出る。

　その為実行委員会の会議で各組による有望クラスの争奪戦が行われるのだ。

　私の所属する１年Ｄ組は、吉嶺のいる２年Ｂ組と同じ組に入れられていたのだ。

　運動部員の人数でみると、それほど有望クラスとは言えないＤ組を、交渉ごとに関しては３年生よりも高い能力を持つ吉嶺が好きこのんで取る理由があるとは思えない。

　それをあえて取ったということは……。

「葛城さん、ちょっといいかな？」

　実行委員である楠くすのきさんが声をかけてきた。嫌な予感しかしない。

「組対抗競技なんだけど、葛城さん、入ってもらえないかな？　うちのクラス運動部員少なくて……。葛城さん体育得意だったよね？」

　組対抗競技は各組の全学年から選出された精せい鋭えいメンバーによる合同競技で、点数配分も多い花形競技だ。

　リレー、障害物競走、応援合戦、二人三脚の４種目あり、参加者は放課後の特別練習に参加しなくてはならない。

　吉嶺の目的は組分けでＤ組を同じ組に入れること、組対抗競技に私を引っ張り出すことだったのだ。

　特別練習に出れば、接触は避けようがない。これまでうまく逃げ回ってきたのに、ここに来て距きよ離りを詰められるとは思っていなかった。

　……ていうか、私を捕つかまえるためだけにそこまでするか？　普通！

　一之宮の一件で興味を持たれたにしても、ちょっと尋じん常じようじゃない。徹てつ底ていして逃げ回ったことで逆に興味を引いてしまったのだろうか。

　ゲーム中に出てきた会話や行動なら好感度を下げる選択を選べるのに、現実だとこんなに厄やつ介かいな奴やつだなんて……。ゲーム中でも厄介だったけど！

　断ろうにも楠さんの言う通り、うちのクラスは運動部員が少ない。中学で剣道をやっていたことは知られていなくても、日々の体育の授業で運動が得意なことはばれている。ああ、こんなことなら体育の点数はペーパーテストだけに頼って実技は手を抜いておけばよかった。

「……わかったわ……。競技は選べるのかしら？」

「今日の放課後参加者全員集まってから決めるって。引き受けてくれてありがとう。人数ギリギリだったの」

　楠さんが心底ほっとしたような顔をしてくれたのがせめてもの救いだ。

　とにかくこれで吉嶺との接触は避けられなくなった。こうなったら覚かく悟ごを決めて一刻も早く飽きて興味を失ってもらえるよう振ふる舞まわなければ。




　放課後、選抜メンバーの集合場所に行くと、案の定吉嶺橘平がにこやかに出で迎むかえてきた。

「やあ、真梨香ちゃん。先日はどうも」

「……吉嶺先輩、以前もお願いしましたけれど、私のことは苗字で呼んでください。下の名前で呼ばれるのは好きじゃありませんので」

　言っても無駄かもしれないが、主張はしておく。

「え～？　俺おれは君の名前好きだよ。真梨香ちゃん」

　名前呼びやめる気ないな、こいつ。額ひたいに青筋が浮かぶような気持ちになる。名前で呼ぶ間は無視しようか……。

「……特に親しくもない人から名前で呼ばれるのが苦手でして……」

「なるほど、じゃあこれから親しくなれば問題ないね」

　問題ありだよ。大ありだよ。親しくなりたくないって言ってるのにわからないんだろうか？　わかっててあえて言ってるんだろうか？　確実に後者だろうけど！

「先輩と不用意に親しくすると、怖こわいお姉様方がいらっしゃるので……」

「ああ、そういえば先日俺の友達の一人が失礼したらしいね？　彼女たちには君に手を出さないようお願いしておいたから大丈夫だよ」

　それは余計に火に油を注ぐだけだろう。むしろわざわざそんなこと『お願い』したら私のことを特別だって宣伝するようなものじゃないか。勘かん弁べんしてほしい。

「あ、そうだ。これ、君から菅原に返しておいてくれないか？」

「!!」

　反論を口にしようとした瞬しゆん間かん、遮さえぎるように差し出されたのは、先日私がなくした日程表だった。やっぱりあの時の先輩が拾って、あろうことかこいつに渡していたのか。

　日程表には体育祭実行委員会の会合日程と議題についても載のっている。こいつが昨日の会合初日に実行委員と交代したのはこれを見たからだ、と気づいた。

　そしてその書類をわざわざ私に返したということは、昨日の会合といい、今日の選抜メンバー決定といい、自分の掌てのひらの上だと知らしめるつもりなのだろう。書類を返すだけなら昨日菅原会長に直接返せばよかったのだから。

「……お預かりします」

　動どう揺ようするそぶりを見せれば多分喜ばせてしまうだろう。平静を装って書類を受け取る。

　反応の薄うすい私を見ればつまらなさそうにするかと様子を窺うかがうが、ニコニコとした笑顔のままで、変化が見られない。ゲームだと選せん択たく肢しの度に効果音と画面エフェクトがかかるのに、現実はまったく反応が読めない。

　早くもくじけそうだ。心の中で桃もも香かの可愛い笑顔を思い浮かべて、気力を振り絞しぼる。

「ところで、吉嶺先輩は競技は何を希望するつもりなんですか？」

「真梨香ちゃんと一緒に二人三脚」

「却下します。私はリレーを希望しようと思っていますので」

　まったくもって冗じよう談だんじゃない。放課後練習で絡まれるのも不愉快なのに、何が悲しくて密着して走る二人三脚などしなくてはならないんだ。そう言って断った私に吉嶺は信じられないことを平然と言ってのけた。

「あ、メンバー表にもう君の名前書いちゃった」

　てへぺろと効果音がつきそうな腹立たしい笑顔で言われ、軽く殺意が芽生える。

　慌てて３年生のリーダーの所へ行き、抗こう議ぎしたが、私が吉嶺と話している間に他のメンバーはすべて埋まってしまったらしく、変更はできないと告げられた。

　最初からそれが目的で話しかけてきていたのだ。今更気づかされて青褪める私の肩に、殺したいほど馴なれ馴れしい男の腕が絡みつき、甘い声で囁ささやきかけてきた。

「そういうわけで、体育祭まで、仲良くしようね。真梨香ちゃん」

　背中にゾワリと悪寒が走り、鳥肌が立つ。叫び声を上げて投げ飛ばしたい衝しよう動どうを抑えて、睨にらみつけるに止めた自分の理性を褒ほめてやりたい。

「……本番までに足を踏ふみ砕くだかれないよう気をつけて頂いた方がいいと思いますよ」

　完全な負け惜おしみだ。篠谷と違って一いつ矢し報むくいる糸口さえ摑めない完全敗北だった。
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　体育祭の選抜メンバーの放課後練習が始まって３日。練習が終わった後、生徒会室で執行部の仕事をこなしながら私はこの３日間のストレスをぶつけるようにキーボードを叩いていた。

「あ、の、ヘラヘラロンゲめ～～～～～!!　いつか絶対あの髪毟むしってやる～～～～～～～！！！」

　不本意ながら天敵、吉嶺橘平と二人三脚のペアになってから、放課後は足を縛しばって、肩を組んでの練習が続いている。

　その間、密着されるわ、話しかけられ続けるわで私のストレスは最さい高こう潮ちように達していた。

　前世で得たゲーム知識を頼りに吉嶺の好感度を下げようと、わざと失礼を承知で揚げ足を取ってみたり、無視してみたりするが、吉嶺は終始ニコニコしていて反応が変わらない。

　まったくもって腹立たしい。

　キーボードに八つ当たりをして多少すっきりした頃ころ、梧あお桐ぎり君がお茶を持ってきてくれた。

「あら、ありがとう梧桐君。言ってくれれば私が行ったのに」

「ちょうど休きゆう憩けいしようと思って淹いれに行ったついでだから。……荒あれてるね」

　一緒に執行部で働くようになり、本の貸し借りもよくするようになった梧桐君とは、だいぶ親しくなったと思う。

　同じ特待生同士、意見を交換し合ったり、役員に提出する陳ちん情じようの草案を練ったりするのに協力し合っている。

「……体育祭までの我が慢まんだとは思っているのだけど、苦手なのよ。ああいうタイプ」

「吉嶺先輩が珍めずらしく１年女子にご執しゆう心しんだなんて噂うわさにまでなっちゃってるしね」

　まったくもって不本意極まりない噂だ。

　吉嶺本人が取り巻きたちに注意をしたおかげか、今のところ直接絡んできてどうこうされるという事態は起こっていない。

　とはいえ、廊下を歩けばひそひそと指をさされ、あからさまに敵意を含んだ視線で睨まれるので、精神的にこたえる。

　再び火がつきそうな苛いら立だちを、お茶を飲むことで抑える。

　梧桐君にも言ったが、今は我慢の時だ。

　選抜メンバーになってしまった以上、ペア競技も変更できない。体育祭までは現状に耐たえるしかないのだ。

「…本当に。今だけは我慢するしかないわ」

　まんまと一杯食わされたとはいえ、この３日、私も状況に甘んじていたわけじゃない。

　ゲームの知識だけに頼らず、今の吉嶺の情報をできうる限り集めることにしたのだ。

　協力してくれたのはクラスメートの柿かき崎ざき由ゆ紀きと２年の枇杷木夕夏先輩だ。

　特に、由紀は初等部から桜花学園にいる生きつ粋すいの内部生なので、彼らの事情にも通じていて、有益な情報をいくつも教えてもらった。

　常に綺き麗れいな女生徒を侍はべらせている双璧の二人だが、似ているように見えて好みのタイプが違うらしい。

　一之宮石榴ざくろの周りは基本的に彼を立てて後ろに控ひかえているタイプの女子が多い。彼に従い、彼のわがままに付き合うのを楽しむタイプだ。

　一方の吉嶺の取り巻きは、先日遭そう遇ぐうした茶道部の先輩、檀まゆみ優ゆう子こ先輩のようにちょっとお高くとまった女王様タイプが多い。

　筆頭は３年の郁む子べ野のゆかり先輩だ。彼女はゲームでも女子大生になって吉嶺ルートのライバルキャラとして登場する。桜花のＯＧだったとは知らなかったが。

　彼女たちのご機き嫌げんをうまくとりつつ、遊びとしての享きよう楽らく的てきな関係を築いているのが吉嶺橘平という男だ。……もげればいいのに。

　そんな彼が取り巻きを抑えながら私にちょっかいをかける理由がなんなのか、そこのところがわかれば彼の興味から外れることもできると思うのだけど……。




　そんなこんなで競技の練習というより、忍耐力の訓練のような放課後練習も最終日となった体育祭前日。

「困ったね……。誰だれか気づいてくれるといいけど」

　私と吉嶺はなぜか体育用具室に閉じ込められていた。

　その日は体育祭前日ということもあって、練習は早めに切り上げられた。

　練習で使った道具を１年生がまとめて片づけ、用具室に持っていこうとした時、吉嶺が手伝いを申し出て、私と数人の１年生と吉嶺で道具を用具室にしまっていたら、気づくと他の１年生がいなくなっていて、ドアを閉められた、というわけだ。

　どう見ても人為的に陥おとしいれられたのだが、目的がわからない。

「一応、聞きますけど、吉嶺先輩の差し金とかではないですよね？」

「君と二人っきりになる為に協力してもらって？　さすがの俺でも体育祭前日にそんなリスキーなことしないよ」

「……だといいな、と思います」

「信用ないな」

　あると思うのか。しかし確かに吉嶺の言う通り、私と二人きりになりたいからといってこの状況を作り出すほど彼はバカじゃない。

　となるとあの１年生たちは別の目的で私をここに閉じ込めたということになる。

　吉嶺が一緒に閉じ込められたのは単に巻き込まれたと考えるべきか……。

　私以外の選抜メンバーの生徒の顔ぶれを思い出す。今日の片づけに一緒にいたのはＡ組の柏かしわ木ぎ君と楓かえでさん……。

　そこまで考えて、思い出した。正直忘れかけていた、私を陥れようとする人物。

「……先輩、すみません。多分、この状況は私の所為だと思います」

「どうしたの急に殊しゆ勝しような態度になって」

「さっき一緒にいた子たち、１年Ａ組の内部生です。……多分、元生徒会執行部員の橡くぬぎ圭けい介すけが嫌がらせ目的で指示したんだと思います」

　よくよく考えれば男の方は橡と一緒に私に絡んできたグループにいた。橡が執行部を辞めてからはほとんど彼らのグループと接触がなかったので忘れていた。

　このまま明日になれば、体育祭の早朝準備に来た実行委員が私と吉嶺を見つけてくれるだろうが、それと同時に私と吉嶺の不純異性交遊の話が学園中に流されるだろう。

　そうなれば、今のところは大人しくしている吉嶺の取り巻きが黙だまっていない。

「……なるほどね。つまりこのまま朝になっちゃうと事実内容にかかわらず君と俺は深い仲になったように扱われちゃうわけだ」

　吉嶺の言葉にその状況を思い描えがいてゾッとする。それはなんとしても避けたい。

　それに、帰りが遅くなれば桃香が心配するだろう。

　どうにかならないかな、と用具室のドアをガタガタ動かしてみるが、開く気配はない。

「そんなに慌てなくても、こっちに来て座りなよ」

　吉嶺は閉じ込められているとは思えない程余よ裕ゆうの表情で自分が座る競技用マットの隣をポンポンと叩いてみせる。

　……本当にこいつの企たくらみじゃないよな？　疑わしい気持ちになりつつ、睨む。

「よくそんなに落ち着いていられますね」

「まあ、困ってはいるけど、さすがに朝までいる羽目にはならないよ。最終下校時刻の後、警備の人が全部見回ることになっているから」

　そういうことは最初に教えておいてほしい。無駄な体力を使ったじゃないか。

　半眼で吉嶺を睨みつつ、隣ではなくマットの端に距離を置いて座った。

　吉嶺は面白そうにくすくすと笑っている。

「警戒するねえ。君から見て俺はそんなに危険なのかな？」

「危険なのは私の方です。先輩に傍にいられるとうっかり拳こぶしに訴えてしまいそうなので」

「それは怖いね」

　私の答えに更に笑う吉嶺。何がそんなに面白いのだろうか。

　あと、さりげなく距離詰めるようにずれてこないでほしい。本当に暴力に訴えそうだ。

「……この際なのでお伺いしますけど、先輩はなぜ私に構うんですか？」

「君に興味があるから。美人だし、頭もいいし、気が強いところも好みだし。君さえよければ不ふ埒らちな噂の的になってもいいくらいだ。……もちろん、事実関係つきで」

　この答えはまあ予想の範囲内だ。私が美人かどうかは微び妙みようだとしても、気が強い高飛車なイメージを持たれているのは自覚している。

　そういう意味では私は吉嶺の取り巻きと同じタイプだろう。

　私は、少し迷ってここ数日気になっていたことを突っ込んでみることにした。

「……先輩、本当は私みたいなタイプは好みじゃないですよね？」

「え？　なんで？　好みだよ。美人でスタイルもいい、昔から君みたいな子が好きなんだ」

　吉嶺が目を丸くして首を傾げる。実際取り巻きにしている子たちも私も似たタイプだということなら、普通に考えれば私は吉嶺好みだと言えるのだろう。けれど……。

「先輩は取り巻きの女性の方々のことも本当は好きなわけではないですよね……むしろ憎にくんでいるように見えます」

　吉嶺の取り巻きを調べながら彼らの関係性を観察していて、なんとなく感じていたことだ。

　吉嶺は甘い言葉も惜しげもなく囁くし、ニコニコと彼女たちのご機嫌をとっていて、一見女の子大好きなチャラ男にしか見えない。

　けれど、なぜかその姿が逆に彼女たちを拒きよ絶ぜつしているように見えたのだ。

　甘い言葉に釣つられて踊おどる彼女たちを冷たく見下しているような、何かを試しているような……。

　思えばゲームでも吉嶺の取り巻きの捨て方は非情で、ある意味一之宮よりも酷ひどかった。

　一之宮のように声すらかけることなく、桃香と恋こい人びとになった瞬間から彼女たちの存在をなかったことにしたのである。

　おかげでゲームでは桃香が恨うらまれ酷い目にあった。あのルートは絶対に回かい避ひしなくては。

　前世に思いをはせていた所為か、吉嶺の接近に反応が遅れた。気がつくと手を摑まれマットに押し倒され、上から覗き込まれていたのだ。

「……図星でしたか？」
















　暗がりの中見下ろしてくる眼にはさっきまでの甘さは欠片かけらもなく、暗く冷たい闇やみ。

　ニコニコ摑みどころのないチャラ男の、初めて見せる素の表情。一瞬恐きよう怖ふに震えそうになる心と身体を理性でねじ伏ふせて睨み返す。

「女性を侍らせながら、踏み込まれるのは嫌、踏み込むのも嫌、似たようなレプリカで周りを固めて、その実全く違う本物だけを求めている。……そうですよね」

「頭のいい子が好きなのは本当だけど、賢さかしい女は確かに嫌いかもね」

　まるで愛あい撫ぶのように頰を撫なでられ、長い指が首に絡みつく。

　少し力を入れたら、私の首は容易く締しまるだろう。予想以上に彼を動どう揺ようさせたらしい。

　吉嶺のルートでは吉嶺に振り回されつつも、時に素直に罠わなにかかり、時に真面目に吉嶺を諭さとす桃香に次第に吉嶺が癒いやされるようになっていくという展開だった。

　吉嶺が何をしても、ちゃんと本気で接し、離れていかないと食い下がる桃香に絆ほだされるように恋人になり、それでも更に試すような無茶ブリを仕掛けてはちょっとでも意に染まない行動を取るとバッドルートに突入してしまうとんでもない理り不ふ尽じんシナリオなのだ。

　そんなシナリオの中で、吉嶺は過去に女性に裏切られたというようなことを語っていた。

　……おそらくだが、彼を裏切った女性というのは私や取り巻きの子たちみたいなタイプだったのだろう。そう思ったので、あえて、踏み込むことにした。

　津つ南な見み柑かん治じが女性恐きよう怖ふ症しようからの女嫌いなら、吉嶺は女性不信に凝こり固まった女嫌いの女好きだ。

　精神の捻ねじれ具合ではゲーム中一番だろう。それだけに、自分のことをあれこれと詮せん索さくされたくはなかったはずだ。

「……ようやく意見が一致しましたね。私もあなたが大嫌いです」

　笑って好きだの可愛いだのとほざいていた男の冷たい顔に、心からの笑顔で宣言する。

　ようやくこの男から『私みたいなタイプが嫌い』だと本音の言げん質ちをとれた。今まで我慢した甲か斐いがあったというものだ。

　私の態度に虚きよを突かれたのか、吉嶺の力が緩んだので、突き飛ばして距離を取る。

「さて、吉嶺先輩。取引の時間です。たった今申し上げました通り、私はあなたのことが大嫌いなので、今後できる限り必要な場合を除いては接触したくありません。先輩も、賢しい女にこれ以上あれこれと痛くもない腹を探られたくないでしょう？　ですから、今後は互いに不ふ可か侵しん、ということにしませんか？」

　吉嶺の過去や本当の心にまで踏み込むつもりはない。それは元々私の役割でもないし、桃香にも触れさせるつもりはない。

　その為に、あえて少しだけ踏み込んでみせる。本気になれば私は吉嶺のテリトリーを侵おかせる。それを見せておいて、引けば、彼もこれ以上こちらへ踏み込めなくなるはずだ。

「……言ってくれる。俺の弱みでも摑んだつもりかな？」

「いえ、まったく。なぜ吉嶺先輩が嫌いなタイプの女性をわざわざ侍らせているのかとか、そもそもどうでもいいです。嫌いなんだろうな、と直感で思っただけですし。ただ、私は嫌いな人から好きでもないのに絡まれるのが不愉快なだけで益もないので、手を引いてくれませんか？　とお願いしているだけです」

「お願いが命令にしか聞こえないよ。……確かに君の言う通り、嫌われている子に無理強いはできないかな。俺としてはもうちょっと楽しみたかったんだけど。主に肉体的に」

「痛めつけますよ。肉体的に」

　不埒な発言に拳を構えてみせると、吉嶺はいつもの笑顔に戻って降参のポーズをした。

「わかったよ。この体育祭が終わったら、必要がある時以外は君にちょっかいをかけない。それでいいかい？」

「……いいでしょう」

　今この場で妹に近づくなと言ったところで吉嶺にはなんのことかわからないだろうしな。ひとまずは私が距離を置くことができただけでよしとしよう。

「……ついでに一之宮先輩も止めてくれると助かるんですが」

「あ、それは無理。あいつは人の言うことなんてきかないよ」

「ですよね～……」

　あわよくばバカ殿との避よけもしてくれると楽だったんだけど、そうもいかないらしい。

　とりあえず、元通りマットの端に座る。吉嶺も反対の端に座ってくれた。どうやら本当に距離を置いてくれるつもりでいるようだ。

「……ねえ、葛城さん」

「はい、なんでしょう？」

　苗字で呼ばれてホッとしながら振り向いた私に、吉嶺は表情を引き締めた。

「この際だから君に聞いておきたい。……君はこの学園をどうしたいと思ってる？」

「……それは代議会の２年副総代としての質問ですか？」

「そうだよ。君は生徒会では平の執行部員でしかないけれど、既に多くの外部生から支持され始めている。正直生徒会にいるより、代議会に来てほしいと思っているくらいなんだ」

「……ひょっとして取り巻きの方々を下がらせてまで私にしつこく接触してきていたのはそれが目的ですか？」

「それも、だよ。面白そうだから手を出してみたいって思ったのも本当だけど」

　割とついでで手を出されそうになってたのか、私。やっぱり殴っておけばよかった。

「お誘いはありがたいですけど、私としては生徒会で頑張ると決めているので。……最初の質問についてですが、私がこの学園に望んでいるのは外部生か内部生かといったことで差別やいじめが発生し、少数派の外部生が泣き寝入りするような構図をどうにかしたいだけで、立場を逆転させたいわけでも、自分が上に立ちたいわけでもないんです」

　できれば来年、桃香が入学してくるまでに、少なくとも表立って外部生が虐しいたげられるようなことはなくしてしまいたい。

「なるほどね……。やっぱり代議会に欲ほしいな。君の言う理想の実現は生徒会よりも代議会の方が実行可能だと思うよ。文字通り生徒代表の意見機関なんだから」

「代議会の構成員はほとんどが初等部から桜花学園に通う内部生です。更に３年生が全体の意見を大きく左右する年功序列型の組織では、１年の中で私一人が変革を訴えたところで、その他大勢にかき消されるのがオチでしょう」

　３年生になればまた違うのかもしれないが、それでは来年の桃香の入学には間に合わない。この１年の間に変えられるところは変えてしまいたい。

「逆に、生徒会は少数精鋭で、トップが２年生なので、１年の私でも意見が言いやすいです。発信が私でも、代議会で生徒会代表が私の意見を採用してくれたらそれは生徒会の意見として、代議会は注目せざるをえません」

「驚いたな……。益々代議会に欲しくなった。口説くのはだめでも勧かん誘ゆうはオッケー？」

「どちらもお断りします。というか、私のやりたいことには反対なさらないんですね？」

　一之宮も吉嶺も生粋の内部生だ。先日のドレスコード事件といい、外部生差別の先陣を切っているのかと思っていたのだが。

「俺は君の意見、いいと思うよ。高等部で外部から優秀な生徒が増えるのは内部生にとってもいい刺激になると思うし、生活や考え方の違いも話を聞いてみると案外面白いと思う」

　驚くほどあっさりと肯定され、今度はこちらが面食らう番だった。

「……石榴もああいう性格だけど、外部生をむやみやたらに嫌っているわけじゃないんだ。あいつはいつも思いつきで行動するから」

「思いつきで特待生に経済的打撃を与えるような規則を作らないでほしいんですけど」

　あの時の行動や言動のどこに外部生を嫌っていないと思える要素があるのだろうか。

「あの時か～。あれね、本当は礼服を用意できない生徒には一之宮財ざい閥ばつが援助するってつけ加えようとしてたんだよ。でもそれは３年の総代に止められてね」

　３年生総代は代議会議長でもあるため、一之宮と言えどごり押しはできなかったらしい。

「規則が可決された後、個別に対応するつもりになってたんだよね。……どうやら誰かさんが自力で解決しちゃったみたいだけど」

　理事会にかけ合ったことは双璧にはばれていたようだ。

　というか、一之宮財閥が援助って特待生のご機嫌取りと取られかねないんじゃ……。

「そういうスタンドプレーもどうかとは思いますけど。そもそもあんな規則提案しなきゃよかったんじゃないですか？」

「……君、あの新歓パーティーの日、制服を汚されてたでしょ？　外部生がみんな制服でパーティーに出るようになったらきっと同じことが起こるよ。内部生は反抗的な外部生の目印として制服を着ている生徒を狙ねらうだろう」

　確かに、制服を着てくれる人は仲間だと、私たちの方でも思ってしまうだろう。

　個としては目立たなくなっても、グループ全体が差別化の対象になってしまうと気づき、ハッとする。

「規則で全員平等に盛装をさせる。そうすれば少なくとも制服を狙っての嫌がらせは防げる。それがあいつなりの差別防止策だったんだ」

　吉嶺の言葉に私は沈ちん黙もくするしかなかった。

　元々制服を着てパーティーに出たのは昔はそれでも大丈夫だったらしいという楽天的な考えからで、梧桐君たちが賛成してくれた時も味方が増えた、制服姿が増えれば桃香が入学した時に制服でパーティーに出ても、桃香が悪目立ちせずに済むくらいにしか考えていなかったからだ。

　私の行動が外部生と内部生の全面対決を煽あおってしまっている。そのことさえ、自分の都合のいいように利用することしか考えていなかった。

「……吉嶺先輩の考えはわかりました。お二人がちゃんと生徒のことを考えてくれているというなら、代議会でそれを示してください。私は生徒会で、私にできることを続けます」

「やっぱだめか。……それじゃあ生徒会で頑張る葛城さんに、俺から一つだけ忠告……」

　吉嶺がそう言いかけた時、警備員の巡回が来て、倉庫の鍵を開けてくれた。

　彼らは閉じ込められていた私たちに驚いていたが、片づけで奥の方にいる間に、他の生徒が間違えて鍵を閉めてしまったという説明になんとか納得してくれた。

　閉門時間を過ぎている為、すぐに着替えて校門までは警備員さんがついてきて開けてくれることになった。

　校門を警備員さんに開けてもらい、外に出る。教室で着き替かえている間に車を呼んだという吉嶺が送ると申し出てくれたが、丁重にお断りした。

「徒歩圏けん内ないですのでお気になさらず。というか、家の前の道はどうせ狭せまいので吉嶺先輩の家の車みたいな大きな車が停まるスペースはありません」

「残念。君と親しくなって家に送る権利を得たあかつきには小さい車を買うことにするよ」

「そんな日は来ませんので、安心して大きな車に乗っていてください」

　これまで通りの軽薄な発言も、今は冗談とわかるので、軽く返すことができる。

　吉嶺先輩は車に乗り込んでウィンドウを降ろすと手招きし、小声で一言だけ告げて去っていった。

「生徒会で頑張るつもりなら、書記のお嬢じよう様さまに気をつけた方がいい」

「え……？」

　……沢渡が……？　彼女は私や執行部に入ってきた特待生のこともよく見てくれているし、彼女自身、内部生と外部生の差別撤廃派の中心にいる。

　吉嶺の忠告の意図がわからず、私は少しの間立ち尽つくすしかなかった。

　彼の言葉の意味を私が知るのは、体育祭も無事終わり、夏休みを経て２学期になってからのことだった。
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　真夏の体育館の中は空調が効いているはずなのだが、それでもムッとするような独特の熱気が漂ただよっている。

　２階席から道着と防具に身を包んだ少女たちが抱き合って喜びを分かち合う姿が見える。

　その中の一人がこちらに気づいたように振り返って、大きくＶサインをしてみせてきた。

「お姉ちゃ───ん！　やったよ───！」

　汗で光る額と紅潮した頰に満面の笑みを浮かべているうちの天使に手を振ってこたえる。

　今日は中学校の剣道部の全国大会。桃香はエースとして部を率いて見事団体優勝と個人総合での準優勝を勝ち取った。

　特に決勝では惜せき敗はいとはいえ、一回りは体格差のある相手に一歩も引かない大健闘を見せてくれていた。

　誇ほこらしい気持ちと、怪我がなくてよかったとホッとする気持ち、そして、この先のことを想うと複雑な気持ちがする。

　そっと会場を見渡して、２階席の反対側の上端に、見知った顔を見つける。瓜生うりゆう舞まい先輩と木通あけび由ゆ孝たか先輩、そして年配の男性、桜花学園剣道部の監かん督とくだ。

　瓜生先輩がこちらに気づいてニコニコと手を振ってくるのに、軽く会え釈しやくで返す。

　今日、彼らの目に桃香の活かつ躍やくは輝かがやいて見えただろう。

　小柄ながらスピード感溢あふれる剣さばき、重量級の相手の打ち込みにも競せり負けない体幹とバネ、まさに天てん賦ぷの才を持って生まれたといっていい強さだ。

　もちろん、今日の成績やこれまでの桃香の大会の記録を考えれば、あの子を欲しがるのは桜花学園だけじゃないだろう。

　引く手あまたのスカウトの中、それでもきっと桃香は桜花学園へ入学することを選ぶ。それは、私の中ではほぼ約束された未来と言っていい。

　桃香は両親に憧あこがれ、二人の母校である桜花学園に入学する。そうして、運命の恋の相手に出会う。……出会ってしまう。

「……まあ、実際のスカウトの話が来るのはもう暫しばらく経ってからだろうし、今日は普通に桃香の準優勝と団体優勝をお祝いしなくちゃね」

　帰りにスーパーに寄って桃香の好きなおかずの材料を買わなくては。そんなことを考えながら観客席から階下への出口を探す。

　表彰式の前にお手洗いに行こうかと思ったのだ。

「ぅわッ……と、葛城!?」

　廊下への出口でぶつかりそうになった相手の声に思わず、『げっ』と言いかけて堪こらえる。

　真っ赤な顔で慌てた様子の津南見柑治が目の前に立っていたのだ。

　監督についてきていたのは木通先輩と瓜生先輩だけじゃなかったのか。

「津南見先輩もいらしてたんですね。それでは失礼します」

　挨拶もそこそこに横をすり抜ける。

　剣道の大会なんだから剣道の選手が見に来ていてもいいんだけど、こんな広い会場で鉢はち合あわせるとか運が悪いにも程がある。

「あ……」

　後ろで津南見の呼び止める声が聞こえたような気がしたが、気のせいということにしてそのまま歩き去った。

　向こうは生徒会執行部である私に何か用があったのかもしれないが、そういうのは学園にいる時、最低限の時間で、できれば私以外の人に言ってほしい。

　こちらはできうる限り津南見とだけは接点を持ちたくないのだから。

　そんなことを思いながら速足で廊下を歩いていると、前方から妹のような天使が、違った、天使みたいな妹が駆け寄ってくるのが見えた。

　手拭いを外した額には汗がキラキラと輝いている。普段はポニーテールにしている髪は邪魔にならないようにお団子にまとめられている。

「お姉ちゃ───んっ！　見ててくれた？」

「桃香、もちろんよ。すごくかっこよかったわよ。準優勝おめでとう。今夜は桃香の為にご馳ち走そう作っちゃうからね！」

「やったぁっ！　お姉ちゃん大好き！」

　満面の笑みで防具のまま抱きついてくる妹を抱きしめ返す。ちょっと痛いが喜びの方が大きいので気にならない。

　桃香から大好きと言われ、抱きつかれる姉の特権！　あの残念イケメン共には絶対に渡してなるものか！

　可愛い妹との姉妹イチャイチャライフの為、私は改めて決意を固めるのだった。
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　秋になった。

　生徒会は只ただ今いま文化祭の準備で大おお忙いそがしである。

　書類の多さや手続きの煩はん雑ざつさは体育祭以上で、連日閉門ギリギリまでの作業を余よ儀ぎなくされている。

　各クラスや部活から提出される書類も多た岐きにわたり、出店場所の申しん請せいや機材の貸出表、作業用の空き教室や特別教室の使用申請、講堂での演目の時間割作りなど、おそらく一年で一番忙しいんじゃなかろうかという勢いだ。

「沢さ渡わたりさん、作業用の教室の使用申請ですが、同じ日付で書類がダブってるのが何枚かあるんですけど……」

「まあ、どちらです？」

「この、10月１日と２日が同じ部活から２枚ずつ書類が提出されています。他にも日付変更でキャンセルされたはずの書類が何枚か……」

「ああ、それは文化祭実行委員の子が書き損じてしまったものですわ。確認いたしますので、貸してくださいませ」

　沢渡は渡された書類を高速で正規の書類と書き損じに仕分けると、正規分を返してくる。

　普ふ段だんはおっとりとしているのに、書類をさばく手は歴戦の経理職のお局様と同等だ。

「こちらは正しい申請書ですので後でまとめて木き田た川がわ先生に提出してください」

「そっちはシュレッダーですか？」

「こちらの書類は確認印がついてしまっているので、わたくしの方で処分しておきますわ」

「はい。……こうしてみると桜おう花か学がく園えんって広い分、普段は使われていない教室が結構あるんですね。……なんで音おん響きよう設備の整った教室があちこちに３つも４つもあるんですか？」

「なんでも昔、吹すい奏そう楽がく部ぶと合唱部と放送部の仲が悪くて、互いに音がうるさくて練習できないと学園側に申し立てて作らせたらしいですわ。あと、一番小さなスタジオルームは何代か前の生徒が軽音部を設立して、録音と練習用に多大な寄付と共に作らせたとか……」

　いつの時代にも一いち之の宮みやみたいなアホがいるんだな。

　っていうか、音響室の他に普通に音楽室とか放送室があるのになぜ更さらに練習用の部屋なぞ作らせたのか、当時の文化部会に問い詰つめたい。

　寄付金を積んでそういうことがまかり通ってしまうというのは私立のセレブ校ならではなのか、この学校だけなのかは不明だけれど、庶しよ民みんには到とう底ていついていけない理り屈くつだ。

　結局、現在は音響室はほぼ使われておらず、今回のように文化祭で使用する他はクラスで事前に申請をしてＬＨＲを映画鑑かん賞しよう会かいにするなど、特別な授業の時に使用するのみとなっている。

　こういった空き教室や普段使わない特別教室には通常は鍵かぎがかかっており、事前に使用申請を出して、鍵を借り、使用後は鍵を返却する決まりになっている。

　申請書は生徒会を通してチェックされた後、毎週使用スケジュールが作られ、鍵を管理する職員室に提出されている。

　文化祭時期はこのスケジュールがほぼ毎日更新される。各クラスや部活から、作業教室を換えたい、緊きん急きゆうで広い場所が必要になったなど、急な変更が相次ぐためだ。

　そのたびに実行委員は生徒会室に申請のために駆かけ込こんでくる。書き損じが多数出るのも仕方のないことかもしれない。

「そういえば、役員の方々って、文化祭当日は見て回れないしクラスの出し物にも参加できないって聞いたんですけど、本当ですか？」

　ＬＨＲでクラスの出し物の相談をしている時、篠しの谷やが言っていたのを思い出して尋たずねる。文化祭は２日間にわたって行われ、期間中実行委員は交代で校内巡回を行うが、巡回当番以外の時間はクラスに参加したり、文化祭を見て回ることもできるのに対し、生徒会役員はずっと生徒会室に詰めていなければならないらしい。

「ええ、何かあった時にすぐ指示が出せるように、場合によってはトラブルの現場に役員が出向く必要もありますし、そうなると留守番役と最低２人はいなくてはなりませんわ」

「でもそれなら２人ずつで交代にすればいいのでは？」

「トラブルは大抵２、３件同時に発生するものですわ」

　ということは沢渡も篠谷も、先せん輩ぱい方がたも、文化祭を回ってみたことがないのか。せっかくのお祭りなのにそれはつまらないんじゃないだろうか。

「……沢渡さん、生徒会室に詰めるのは執しつ行こう部員じゃだめなんですか？」

「え？　でもあなた方もクラスの出し物や見て回る時間がございますでしょう？」

「ですから、役員と執行部員みんなで交代で生徒会室に詰めておいて、役員の皆さんも少しは文化祭を回りませんか？　せっかくこうして頑がん張ばっているのに、完成したところを自分で見られないなんてよくないですよ」

　ね？　と言い募つのると沢渡は迷うようなそぶりを見せる。役員としての責任もあるだろうけど、本音の部分では回りたいに違ちがいない。

「会長と五ご葉よう松まつ先輩にもかけ合うだけかけ合ってみましょう？　ね！」

　その後、菅すが原はら会長を説とき伏ふせ、役員２人と執行部員３人が交代で生徒会室に詰め、役員の休きゆう憩けい時間と自由行動時間を確保することになった。

　ちなみに組み合わせは執行部員たちで画策した結果、会長と副会長、篠谷と沢渡が一いつ緒しよに休憩に入れるようにした。

　五葉松先輩が菅原先輩を、沢渡が篠谷を好きなのは執行部員全員の暗あん黙もくの了解事項だ。これを機に２組のカップルが成立すれば私としても桃もも香かを守りやすくなって万ばん々ばん歳ざいだ。

　しかし組み合わせを役員に告げたところ、会長と篠谷は難色を示した。

「……組み合わせとしては役員の２年と１年で組んだ方が何かあった時の対処がしやすいんじゃないか？」

「執行部員の組み合わせももう少し変えた方がいいでしょう。……葛かつら城ぎさん、不満そうですが何か意見でも？」

　この空気の読めない朴ぼく念ねん仁じんどもめ───っ！

　ここは恋こいする乙女おとめたちのためにも、なんとしても執行部推すい薦せんの組み合わせで休憩を取ってもらわなくては！

「役員は同学年で組んだ方が慣れてる分動きやすいと思います。１年の役員２人には２年の執行部員がついてフォローすればいいですし、２年役員には１年生をつかせてください、私も梧あお桐ぎり君も普段から会長の下で動いていますから、その方がやりやすいです！」

　力説したら篠谷から半眼で睨にらまれた。

「僕ぼくの下ではやりにくいとでも？」

「些さ細さいなミスを小こ姑じゆうとのようにあげつらう会計様と一緒にいたのでは電でん卓たくをへし折りたくなりますので。……電卓ではなくて本人をへし折ってもいいのでしたら別ですけれど」

　負けじと睨み返す。仕事中の篠谷は確かに優ゆう秀しゆうで文句のつけようがないのだが、細かい計算ミスや書き損じを見つけると鬼おにの首を取ったかのようにネチネチと嫌いや味みを言ってくるので、一緒に仕事をすると十中八九確実に喧けん嘩かになるのだ。

「おや、てっきり指導を受けたくてミスを量産しているのかと思っていました」

「量産というほどはミスしておりませんが、１つのミスに対して指導に時間をかけすぎている所せ為いで記き憶おくに障害をきたしているんじゃないですか？」

　現に今も、こうして喧嘩になっている。しかも、元々の話からだいぶずれている。

　そうは思っても嫌味を言われるとつい対たい抗こうしてしまう。もはや条件反射と言っていい。

「まあ、二人ともそのくらいにしておけ。確かに葛城の意見にも一理ある。亜あ紀き、花か梨りん、このタイムスケジュールで不都合はあるか？」

　会長が適当なところで話を戻もどしてくれなければ、本当にへし折っていたかもしれない。もちろん、電卓ではない方を。

「大丈夫よ。……文化祭を見て回れるなんて思ってなかったわ。葛城さん、ありがとう」

　五葉松先輩が笑ってくれたので、提案してよかった。

　あとは当日二人が一緒に文化祭を回ってくれるよう祈るしかない。ホッとしながら沢渡を見ると、ぼんやりとした顔で俯うつむいている。

　……？　篠谷と一緒の当番になれたのに、嬉うれしくないのかな？　そんなことを考えていたら顔を上げた沢渡と一いつ瞬しゆんだけ目が合った。

「……え？」

　ほんの一瞬だけだったが、睨まれたように見えたけど、気のせいだろうか……。

　沢渡はすぐに目を逸そらすと、当番の話で盛り上がっている役員の輪に入っていつも通りの柔にゆう和わな笑顔で会話に加わっていた。

　その様子は楽しげで、文化祭を見て回れることを素直に喜んでいるようにしか見えない。

「わたくし、文化祭を見て回るのは初めてですわ。侑ゆう李りは中等部の時に高等部の文化祭にこっそり忍しのび込んだりなさっていましたわよね？」

「……花梨、その話はちょっと……」

　思い出話に興じる幼おさな馴な染じみ同士の図は見目の麗うるわしさも加わって、素晴らしく目の保養だ。こんな美少女が幼馴染みだなんて篠谷は爆発するべきだと思う。

「……気になる？」

　役員たちの楽しげな様子を眺ながめていたら梧桐君に声をかけられた。ビーバーを思わせる愛あい嬌きようのある顔が、何かを期待するようにニヤニヤとしている。

「そうね……。五葉松先輩と沢渡さんが頑張ってくれるといいな、と思うわ」

「……だめだこりゃ」

　なぜかあきれた様子で首を横に振られた。なんでだ。




　そんなこんなで迎むかえた文化祭２日目。

「……なんで……なんでここにいるのよ？　篠谷君っ！」

　先ほど交代時間になり、会長や五葉松先輩と共に生徒会室に落ち着いたというのに、これから休憩のはずの篠谷が居座っている。

　沢渡と一緒にさっき一回出て行って、てっきり二人で文化祭を回るのかと思っていたら、５分もしないうちに一人で戻ってきたのだ。

　それからずっと椅い子すに座って不ふ機き嫌げんそうにパンフレットを眺めている。

　パンフ睨むぐらいなら回ってこいよ。沢渡に誘さそわれなかったのかよ。

　頭の中で色々な文句がぐるぐるするが、目の前の事実は変わらない。執行部の役員文化祭デート作戦は半分は失敗に終わったということだ。

　ちなみに、菅原会長は五葉松先輩とちゃんと文化祭を見て回ったらしいが、こちらはこちらで思ったほどの進展はなかったようだ。

　菅原会長は恋れん愛あい方面は疎うとい鈍どん感かん男だからなー。まあでも五葉松先輩は嬉しそうにしていたから、いいか。

　問題はこの目の前のアホだ。どうしてくれよう。邪じや魔まだと言って追い出すか……？　しかし今は生徒会室に控ひかえているだけで特にすることがないから、邪魔とまでは言いにくい。

　っていうか、沢渡はどうしてるんだろう？

「篠谷君、沢渡さんはどうしたの？」

「……さあ？　文化祭を見て回っているんじゃないですか？」

　だめだ。こいつ殴なぐりたい。

「不慣れな女の子を一人で歩かせているの？　紳しん士しの風上にも置けないわね」

　思わず詰なじるような言葉が口を突ついて出る。すると、篠谷からの返事は意外な言葉だった。

「……案内を申し出ましたが断られました。どなたかと約束があるんじゃないですか？」

　篠谷の返事に耳を疑う。沢渡が篠谷の誘いを断ったの？　逆じゃなくて？

　沢渡が篠谷のことを好きなのは執行部全員で暗黙の了解にするほどあからさまだ。

　気づいていないのは目の前のアホ王子とのほほん会長くらいだ。その沢渡がせっかくのチャンスに篠谷の誘いを断るだなんて……。

「……時に執行部員は役員の当番の間に３交代しますよね？　次の休憩時間のご予定は？」

　役員と執行部員の人数比の関係上そうせざるを得なかったのだが、やっぱり執行部員の方が休憩が長いのは不公平な気もするな。

　まあ、当の役員がそれでいいって言ったからしょうがないんだけど。

「次？　由ゆ紀きに案内してもらう予定だけど？　運動部の先輩方からもぜひ見に来てくれと言われているし」

「……そうですか……先約が……」

　心なしか篠谷が大人しくなったような？　まあいいか。それより沢渡が心配だ。

　不慣れな文化祭を一人で出歩いたりして、変な男子に絡からまれたりしていなければいいけど……。後でちょっと捜さがしに行こうかな。




　結局休憩時間に捜してみても沢渡は見つけられなかった。

　仕方なく由紀とあちこち見て回る。桜花の文化祭は私が公立の中学や前世で体験したものとは雰ふん囲い気きが違っていた。

　飲食系の出店にしても、生徒自身が手作りをするということはほとんどなく、外注で用意した焼やき菓が子しなどがメイン。

　紅茶などはさすがに自分たちで淹いれているが、こっちはこっちで逆に本格的なアフタヌーンティーとか淹れていたりする。

　ペットボトルのお茶を紙コップでとかいう発想はないらしい。メニューも焼きそばとかたこ焼きなんかは影も形もない。Ｂ級グルメも好きな庶しよ民みんとしてはちょっと寂さびしい。

「展示の方も想像とはかなり違ってる。クラスでお芝しば居いとかはないのね」

「そうだね。お茶とかお花は部活動の方で出展してるし、クラス発表はテーマ研究の展示とかが中心になっちゃうんだよね」

　もっと面白みのある企画を出せばいいのに、と由紀も苦笑気味だ。

　ちなみに私たちのクラスである１年Ｄ組はあらかじめ用意したクッキーにアイシングで注文された絵を描かいて販売するという企画のお菓子屋さんになっている。

　自クラスの出し物を思い出して溜ため息いきを零こぼした私に、由紀が思い出したように噴ふき出した。

「いや、午前中の当番は実に面白かったよ。才さい色しよく兼けん備びの真ま梨り香か様にも苦手なものはあったんだなって……」

「……言わないでちょうだい」

　勉強は嫌いじゃないし、今の身体に生を受けてからは運動も得意になった。

　けれど、芸術的センスにおいて、前世の私もゲームの真梨香も持っていなかったようだ。

　午前中の当番で私の描いたミュータント（猫ねこのつもりだった）は注文者のお子様を泣かせ、あえなく描き手交代を余儀なくされた。

　画材がアイシングだったことも仕上がりの不気味さに一役買ったんだと思う。

　不定形な輪りん郭かくから滴したたり落ちるカラフルなアイシングが溶けて混ざり合う様は確実に地球外の何かにしか見えなかった。

　鉛えん筆ぴつデッサンならもう少しはマシに描けると思うんだけど……。

　件くだんの失敗クッキーは私自身の手で責任をもって始末した。

　土台のクッキーは高級パティスリーのものだし、アイシングの材料もいいものを使っていたので、味は美お味いしかった。味は。

　とにかく篠谷が生徒会の当番中で見られなくて済んだことだけは幸いだ。見られていたら絶対この先ずっとネタにされるに違いない。

「後半の当番の時はお会計係として頑張らせてもらうから、お絵かきは勘かん弁べんして頂ちよう戴だい」

「あれはあれでインパクトあって面白かったけどね。最後に私にだけ何か一枚描いてよ」

「嫌よ。由紀絶対面白がって篠谷君に見せるつもりでしょう？　ぜっっっっったいあいつにだけは見せないって言うんなら描くけど……」

　そんなことを言いながら歩いていたら、前方から派手な集団がやってくるのが見えた。言わずもがな、２年双そう璧へきと取り巻き軍団だ。

　面めん倒どうくさそうなので即座に方向転てん換かんしたのだが、一之宮石榴ざくろに気づかれてしまった。

「おい、１年Ｄ組、葛城真梨香！　人の顔を見た瞬間に背を向けるとは失礼じゃないか？」

　廊ろう下かで大声を出さないでほしい。廊下を行き交う招待客の方々も何事かと振り返ってるじゃないか。舌打ちしたい気分を堪えて双璧たちの方へ向き直る。

　体育祭以来、吉よし嶺みね橘きつ平ぺいは私に絡んでこなくなったが、一之宮は相変わらず顔を合わせるたびに何かと因いん縁ねんをつけてくる。

　そのたびにできるだけ穏おん便びんに煙けむに巻まこうとしているのだが、何が気に食わないのか、余計にしつこく絡まれるのだ。

　日を追うごとに後ろに居並ぶお姉さま方の視線がキツイものになっていくので、本当に勘弁していただきたい。

「あら、一之宮先輩、何か御ご用ようですか？　私はさっき入った教室に忘れ物を思い出したので急いで戻らないといけないのですけど？」

　にっこり笑ってその場を立ち去ろうとしたのに、肩かたを摑つかまれ、引き留められた。

「まあ待て。ちょうどよかった。ちょっとお前に話があって捜していた」

「私の方には一之宮先輩に用なんてないんですけど……」

　うんざりした気分で吉嶺を見る。視線でこのバカ殿とのをどうにかしろよ、と訴うつたえてみるが、苦笑いと共に手を合わされた。『ごめんね』のポーズなのか、『合がつ掌しよう』のポーズなのか、どちらにせよ役に立たない。

「……大事な話だ。いいから来い。生徒会と……お前自身の進退にも関わる問題だ。おい、ちょっとこいつを借りていくぞ」

　後半の台詞せりふは由紀に向かって投げられた。そのまま引っ張られて、慌あわてて踏みとどまる。

「勝手なことばかり言わないでください。私の進退って、なんで先輩方にそんなことを……」

「不平不満は後で聞いてやる。なんならお姫ひめ様さま抱だっことやらで運んでやってもいいぞ」

「絶対に嫌です！」

「大人しくついてくるか、米こめ俵だわらのように担がれるか、お姫様抱っこで運ばれるか選べ！」

　なにその究極の三さん択たく！　断固拒否の気持ちを込めて一之宮の猛もう禽きんじみた美び貌ぼうを睨み返す。

　そのまま廊下で引っ張り合いに発展しそうになったところを間に入ったのは吉嶺だった。

「二人とも落ち着いて。葛城さん、悪いとは思うけど、少しだけ付き合って。……多分、君が思っている以上に事態は深刻なんだ」

　普段はちゃらんぽらんな態度を崩くずさない吉嶺のいつになく真面目な様子に、力が抜ける。

「……くだらない話だったら二人まとめてぶっ飛ばしますよ？」

「怖こわいけど、その点は保証するよ。ここじゃなんだから、人払いができる場所に行こう」

　心配そうな由紀と別れ、双璧の二人についていく。

　彼らは彼らで取り巻きの女生徒たちを、後で待ち合わせるからと解散させていた。

　ああ、彼女たちの視線が痛い。

　そうして連れてこられたのは茶道部の茶室だった。

　茶道部自体は現在中庭で野の点だてを行っているので、茶室は無人だ。

　校舎裏に作られた枯かれ山さん水すいに隣りん接せつする茶室は文化祭の喧けん騒そうから少し離れていた。

「……それで？　お話とはなんでしょうか？」

「お前、生徒会で役員になるつもりはあるか？」

　一之宮の唐突な問いに一瞬何を言っているのかわからなかった。生徒会役員っていうと菅原会長や篠谷みたいな会計のことだろうか……？　しかし役員ならすでに揃そろっている。

「仰おつしやっている意味がよく……？」

「今一部の特待生の間で、お前を生徒会役員、それも次期副会長か会長に推す動きがある」

　初耳だ。確かに私は特待生の中で生徒会執行部に所属して、外部生や特待生の環境改善に意見するグループでは中心人物として扱あつかわれている。

　けれどそれはあくまでも執行部員として役員の下で意見をまとめているに過ぎない。

　そして私が役員にならなくとも、今の役員は外部生や特待生の意見に耳を傾かたむけてくれている。改めて私が役員に立つ必要を感じない。

「……現在の生徒会役員に不満を抱いだくグループがいる、ということですか？」

「平たく言うとそういうことだ。中には内部生でも現生徒会役員を引ひき摺ずり下ろすためならってお前の支持に回ろうとしている奴やつもいるらしい」

「今の生徒会役員は中等部からずっと生徒会役員を務めていて、内部生からも外部生からも絶大な支持を受けています。そう簡単に地位が揺ゆらぐことなどないと思いますが……」

　いつの間に立てたのか、吉嶺が差し出した茶ちや碗わんを作法など知らないので無造作に受け取り、一口含ふくむ。濃こい抹まつ茶ちやの苦みとほのかな甘あまみに波立った心が少しだけ凪ないだ。

「お前を役員にと支持する層のほとんどはお前の意見がどうというよりは、現体制への不満から現状を転てん覆ぷくさせたいと思っている連中、いわば過激派だな」

「わあ、心の底から遠えん慮りよしたい支持層ですね。私はそんな連中の傀く儡ぐつになるつもりなど毛頭ございませんよ」

「……だろうな。お前を御ぎよせる奴などそうそういないだろう」

　なぜか嬉しそうな顔で一之宮が頷うなずいている。

「その言われ様はそれで腹が立ちますが……それで、わざわざそれをご忠告に？」

　私が置いた茶碗を一之宮が完かん璧ぺきな所作で回し、口にする。こういうところは、ちゃんと良家のお坊ちゃんに見えるんだけどな。

　その優ゆう雅がな所作に見み惚とれていると、一之宮の口から意外な言葉が飛び出してきた。

「お前、生徒会を辞めて代議会に来ないか？　クラス代表というよりは、１年総代として」

「……は？」

　言われた意味がわからず暫しばらく考えてしまったじゃないか。お茶を口に含んでいたら盛大に吹き出しているところだ。

「たとえ１年でも総代ともなれば３年もその意見を無視できない。更に俺たちと組めばお前の言う平等な学園生活の実現も難しくない」

　おそらく私が一度吉嶺の誘いを断ったのは聞いているのだろう。

　代議会に参加したことのない者をいきなり学年の総代に指名するなど、あり得ない。

　それほどまでに手て駒ごまとしての私を過大評価しているのか、もしくは何かの企たくらみか。

「今まで生徒会にいた人間がいきなり代議会で学年総代に就いたりしたら反発が大きいでしょう？　それに私は……」

「生徒会は学園の平等化に本気で取り組んでいると思うか？」

「え？　……それは……もちろん……」

　現生徒会役員は私たちの意見にも熱心に耳を傾けてくれているし、代議会でも積極的に発言してくれていると聞く。

　だからこそ少しずつだが外部生寄りの意見を持つ内部生も出始めているのではないか。

「確かに意見を持ってきている。発言もしている。……これを見ろ」

「代議会の議事録……？　これが何か………あ」

　よくよくその記録を見て、一之宮が言いたいことに気づく。

「意見は出している。代議会３年の内部生の意見に反論もしている。しかし、やはり待遇改善を希望している特待生自身が意見を言ってるわけじゃないからな。実態に則してない部分が多々ある。生徒会でそういった部分の意見の補強は？」

　……していない。執行部員が知らされるのは大まかな結果だけ。もちろん、結果をもとに、次の対策については話し合う。

　けれど、なぜその提案をしたのか、外部生がどう感じ、何を不便と思い、内部生と外部生の意識の格差がどこにあるのかという部分については意見の強化を求められなかった。

　それはおそらくは、生徒会役員にも特待生の本音が、完全には理解しきれないでいるからではないか。

　理解できないまま、表面的な理論だけで意見を出す。論ろん破ぱされても心情的には内部生の意見の方が理解できてしまうからろくな反論ができない。

　無言で議事録を見つめる私の様子から、返事を察したのか、一之宮が溜ため息いきをつく。

「こういう意見は、結局本人たちが直接訴えるのが一番説得力があると俺は思う。そしてそれができるのは今の外部生ではお前だけだろう、とも」

「石榴相手にも一歩も引かない度胸のある子なんてそうそういないしね」

「うるさいぞ橘平。だが生徒会でただの執行部員でいる限り、お前は生徒会役員という壁かべ越ごし、分厚いフィルターを通してしか意見を述べられない。代議会に来れば、フィルターはなしだ。お前は、直接戦える」

　顔を上げると、鋭するどく野性味の強い瞳に見み据すえられる。

　生徒会では鈍なまくらにしかならない私を真に剣として使ってやるとその眼が訴えていた。

　心が揺らぐ。目を閉じて考える。私がやりたいこと、成し遂とげたいこと、生徒会のメンバー、私についてきてくれている執行部のメンバー、私が守りたい最愛の妹……。

　目を開け、眼の前の茶碗を摑み、中身を一気に呷あおる。

　タンっと乱暴なしぐさで茶碗を置き、口元を拭う。およそ女性らしさの欠片かけらもない粗そ野やなしぐさに双璧二人が目を丸くしている。

「一之宮先輩、吉嶺先輩。せっかくですが、お誘いはお断りします」

　双璧の二人が溜息をつく。落胆させてしまったかもしれない。そもそも私は二人が期待するほどできる人間じゃない。それでも……。

「……ですが、この現状を教えてくださったことは感謝します。生徒会役員の、私たちへの理解が浅いというなら、益々私は生徒会で彼らに外部生、特待生の現状を、心情を、理解してもらわなくてはなりません。４人の人間に理解してもらえない人間が、代議会で何十人も、更には学園中の何百人もの内部生に理解してもらえるはずがないんです」

「……葛城……お前……」

「フィルターがあるというなら切り開くまでです。私と役員の間も、役員と代議会の間にも、何重にもそれがあるのだとしても、切り裂さいてみせます」

　我われながら大口を叩たたいたな。でも私がここまで来たのは生徒会でやってきたからこそだ。

　沢渡の剣になると宣言したあの時、彼女と約束したのだ。

　元々妹のために入った生徒会で、学園の問題に真剣に向き合っている彼女に惹ひかれた。

　理由はわからないけれどゲームとは違う現実の彼女が私の力を必要としてくれているなら、それを捨てて楽な道に走ることはできない。

　そう言って見返すと、見た目だけなら極上の美形が、くしゃりと盛大に破顔した。

「くっ……はははははははっ！　お前という奴はっ……！」

　文字通りお腹を抱え、肩を震ふるわせての大爆笑である。その後ろで吉嶺も後ろを向いて震えている。あの震え方は確実に笑っているのだろう。

　あまりの爆笑ぶりにだんだん自分の発言が恥はずかしくなってくる。

「……っ……いいだろう。やってみろ。だが、俺としては代議会の手駒にお前が欲ほしいという気持ちは変わらない。執行部で行き詰まったらいつでも召めし抱かかえてやる」

「そうならないよう努力します」

　目じりに涙なみだまで浮かべてヒーヒー笑いながら言われても正直嬉しくない。

　思っていたよりもマシな人間だったとしても、双璧２人は私生活に問題がありすぎるので、彼らの下につくのも遠慮したい。

　もう話は終わりということでいいのだろうと、立ち上がると、吉嶺がついてきた。

「そこまで送るよ」

「いえ、お構いなく」

　断ったのについてこられる。しかもまだくすくす笑っている。半眼で睨みつけると一応は口をつぐんだものの、肩が震えている。

　茶室を出ると、少し離れたところに特別教室棟が見える。文化祭準備期間には練習場や作業場所として開放されていたが、本番である今日は鍵がかかっているはずだ。

「……？」

　はずなのだが、今誰だれかが特別教室棟の窓辺にいたような気がした。

「葛城さん、どうかした？」

「今、あそこの窓に人影が……」

　指さした先の窓はカーテンが閉められている。位置からしておそらく音響室の一つだろう。中規模の部屋でたしかいくつかの部活やクラスが練習場に利用していたはずだ。誰かが忘れ物でも取りに入ったのだろうか？　でも鍵がかかっているはずで……。

「気のせいじゃない？　今日は特別教室棟は使う予定が入っていなかったはずだよ」

「……ですよね」

　しばらく見ていたがカーテンが動く気配もないし、やはり無人なのだろう。私はそのまま吉嶺にクラスまで送ってもらった。

　教室に戻ると、なぜか氷山の幻まぼろしを背負った篠谷がいて、双璧と行動を共にしたことでまた妙みような噂うわさになったらどうするのかとこんこんと説教された。どうしよう、沢渡のためとはいえ、こいつの下に残ったことを早くも後こう悔かいしそうになってる。

「あなたのような女性でも、不ふ名めい誉よな噂が立つのはよくありません。今後はもう少し自分が周囲からどう見られているか、自覚して行動してください」

「篠谷君は私の母親でもないのに、よくまあそんな心配ばかりできますね。ご自分こそもう少し周りの目を気になさったらいかがかと思いますよ」

　沢渡の好意の視線とかね。

　……そういえば、結局沢渡は篠谷と文化祭を回らなかったのか。どこに行ったんだ？

　私は粘ねん着ちやく王子の嫌味ブリザードを聞き流しながら、そんなことを考えていた。




　異変に気づいたのは文化祭が終わって、生徒会で全校生徒へ実施したアンケートの集計作業に明け暮れている時だった。

「……これも白紙……。梧桐君、そっちは？」

「こっちもだ。文化祭について、次回以降に実施希望の企画とか、期間中のトラブルとか、内部生の回答は埋まっているのに、特待生の一部の生徒ばかりが白紙で提出してるね」

　生徒会で実施するアンケートは２種類あり、１つは記名式、もう１つは無記名で行う。

　記名式のアンケートは基本的に簡単な次回への要望や感想を、無記名の方は記名では書きにくい事こと柄がらをなんでもいいから書いてほしい、と分けているのだが、そのどちらも一定の枚数が白紙で出されているのだ。

　記名版と無記名版の白紙枚数がほぼ同じ、ということでどうやら同じ人間が白紙で提出したらしいのだが……。

「特待生の中でも学業優秀者の女子ばかり、というのが気になるわね」

「前は積極的にアンケートにも答えてくれていたし、協力的だったんだけど……」

　気になったので調べたところ、該当者のうち数人はここのところ学校を休みがちで、アンケートの日も欠席していたことがわかった。

　白紙だったのは書く人間がいなかったからか、とその場はおさまったものの、後日出席してきた彼女たちに接触を試みたところ、断られた。

　それどころか、今後一切生徒会に関わらないとまで言われたのだ。

「いったい、どういうこと……？」

　私や梧桐君の困こん惑わくをよそに、その日から、じわじわと彼女たちのように、生徒会への意見協力を拒む特待生が増え始めたのだ。
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　文化祭から５日が過ぎた。

　その日の最後の議題は、ここのところ増えている、アンケートの白紙提出についてだった。

　文化祭以降、生徒会アンケートや調査プリントに白紙での提出が増えてきているのだ。

　該がい当とうする生徒を調べると以前は積極的に生徒会へ意見を寄せてくれたり、他の特待生への呼びかけも行ってくれていた子ばかりなだけに、この態度の急変には何か理由があるのではないか、というのが私や梧あお桐ぎり君の意見だった。

「……少し、大げさではありませんか？　今回はたまたま特筆すべきことがなかっただけかもしれませんし、欠席が重なってしまっただけという方もいらっしゃるのでしょう？」

　沢さ渡わたりが困こん惑わくを露あらわにしている。確かに偶ぐう然ぜんならばそれでいいのだけど、私はこの件をなぜか見過ごすことができないでいた。

　直感でしかないが、今まで生徒会に協力的だった特待生の、学業特待生の女子数人だけが揃そろって急に生徒会に背を向ける行こう為いに及およんだことが偶然とは思えなかったからだ。

「本人たちに尋たずねた時も、何も書くことがなかったと言っていたそうですし、他の特待生が十分に意見を出してくれているのですから、構わないのでは？」

　篠しの谷やもこの件については沢渡と同意見のようだった。

　確かに、白紙はごく一部の生徒だけだし、全校生の意見をまとめるにあたって、特待生、外部生、内部生のほとんどの意見は集められているので、支障はない。

「そうかもしれません。ですが、ごく少数だからと、切り捨てたくないんです。切り捨ててしまえば、大多数の内部生の為ために外部生、特待生の意見を切り捨ててきた過去の体制と何も変わらないことになる気がするんです。もちろん、全員の希望や意見を全て叶えることはできません。でも、ちゃんと耳を傾かたむけた上で、できることもできないことも、真しん摯しに返事をすることが、意見を募る側の責任なんじゃないでしょうか？」

　書くことが何もなかったと言った彼かの女じよたちの様子を思い出す。

　顔色が悪く、落ち着きのない様子だった。

　何かを言いたくて、でも言えないでいる、そんな無言の訴うつたえを感じた。

「彼女たちに個別に聞き取り調査をする許可をください。その上で、問題がなければそれはそれで構いません」

　本当なら個人的に話を聞いて回りたいくらいだが、生徒会執しつ行こう部員という肩かた書がきがある以上、勝手な行動は取れない。

　何か問題を発見した時に対たい処しよする責任を負うのは生徒会全体になってしまうからだ。

「僕ぼくからもお願いします。彼女たちも、葛かつら城ぎさんにならきっと話してくれるんじゃないかって思うんです」
















　梧桐君が援えん護ご射撃をくれる。彼かれの眼にも彼女たちの様子は尋じん常じようではないと映ったらしい。何人かの友人を通じて話を聞いてくれたらしいが、頑かたくなに口をつぐんでいるという。

　杞き憂ゆうならそれでいい。けれどもしなんらかの理由があってのことなら……。

「わたくしも同行してもよろしいかしら？」

「いえ、沢渡さん、申し訳わけないんだけれど、一人で行かせてほしいの。こちらの人数が多いと相手に余計なプレッシャーを与えてしまうと思うから」

　沢渡は心配そうな顔をしていたが、ただでさえ怯おびえている女の子に生徒会役員まで引き連れて話しに行ったら最悪逃にげられてしまう可能性が高い。平の執行部員で、同じ特待生の私が一人で行くのが最善だろう。

「本当に、何もなければそれでいいんです。ただこのままでは私自身が納得できないので、お願いします！」

「……わかった。お前の好きなようにやってみろ。何かわかったら教えてくれ。それと、俺おれたちのフォローが必要な時もすぐ知らせること」

　頭を下げて頼み込こむ私に、菅すが原はら会長は苦笑いしながら許可を出してくれた。

「とりあえず、明日、何人かに話を聞きに行ってきます」

　ひとまず話し合うべき議題は決着がついたので、書類作業をそれぞれにこなし、その日は帰路に就いた。




「……アンケートのことは……書くことがなかっただけです。あの……もういいですか？」

「……理由なんて別に……ありません。放っておいてください」

「……ごめんなさい。本当に何もないんです……もう、来ないでください」

　翌日、アンケートを白紙で出した女生徒を訪ねて回った結果、見事に門前払いを喰くらった。共通項は全員『何もない』の一点張りだったこと、私に話しかけられると、周囲を気にするようなそぶりを見せたこと、けしてこちらの目を見ようとしなかったことだ。

　執行部の仕事で３年生相手の折せつ衝しようをしていた時に門前払いは何度も喰らったので、１度や２度の拒きよ絶ぜつくらいで諦あきらめたりはしないが、あの様子ではあまりに力押しをすると逆効果な気もする。

　それにあの怯えた様子が何か引っかかっている……。昔……ああいう顔をどこかで……。

　考えごとをしながら歩いていたら、曲がり角で背の高い男子とぶつかりそうになる。咄とつ嗟さに避よけたら、向こうは避けると思っていなかったらしく、ちょっと驚おどろいた様子で、けれど相手が私とわかると舌打ちをして早足で去っていった。

「なんだあれ……？」

　見覚えがあるようなないような顔だ。舌打ちされる謂いわれはないはずなんだけど……。

　なんだかモヤッとしたが、時間もなかったので、そのまま生徒会室へと急ぐことにした。




「……というわけで、初日は収穫なしだったわ。梧桐君はどう思う？」

「何か隠かくしてるっていうのは確かみたいだね。……たしか一人、ここのところずっと学校休んでる子がいたよね？」

「ええ、担任の先生を通じて連絡を取ってみたんだけど、部屋に閉じこもって出てこないらしくて、保護者の方も何があったのかと心配しているらしいわ。……私、その子の家に行ってみようと思うのだけど……」

　通常業務を終えてからだとかなり遅くなってしまう。その子の家は電車で30分ほどかかるので、お宅を訪問するにはちょっと非常識な時間になってしまうだろう。

「……今日のうちに明日の書類まで片づけて、明日放課後すぐに行ってみるわ」

「それならいっそ今から行って来たらどうですか？」

　本日の書類を前に考えていたら、突とつ然ぜん書類の束を取り上げられた。

　見上げると金きん髪ぱつ碧へき眼がんの会計様が自分の書類の山の上に私の書類を置いていた。

　元々役員である篠谷の仕事量は多く、彼の机には山のような書類が積まれている。

　私の書類を肩代わりする余よ裕ゆうがあるとは思えなかった。

「いえ、自分の仕事は自分で片づけますので……」

　こんなところで篠谷に借りを作れるかと断って書類を取り戻そうとしたら、鉄てつ壁ぺきのディフェンスを披ひ露ろうされた。そんな技は体育のバスケの授業ででも披露してくれ。

　ムキになって取り返そうとしたら、書類の代わりに鞄かばんを押しつけられた。

「今、あなたにしかできない仕事があるのでしたらそれを最優先に片づけてください。よそごとに気を散らされたまま仕事されては迷惑ですので」

「篠谷君……」

　思いがけない言葉にまじまじとその顔を見返すと、白磁の頰ほおがみるみる赤く染まった。

「なんですか？　この書類は元々生徒会全体で分担しているものです。別に葛城さんでなければ処理できないものでもありません。こんなことくらいで貸しだなどと言いませんから大丈夫ですよ」

「素直じゃないけど篠谷君もこう言っているし、葛城さんはその休んでる子のところへ行ってきて。書類は僕も手伝うし」

「梧桐君も……二人ともありがとう。お先に失礼します」

　梧桐君にまで背中を押されたので、二人にお礼を言ってから、生徒会室を出た。




　問題の女生徒、白しら木きさんの家に着くと、母親が怪け訝げんそうな顔で取り次いでくれた。

　当の本人は文化祭の後から、部屋にこもったまま出てこなくなっていて、食事も部屋に運んではいるが最低限度しか手をつけていないらしい。

　以前は明るく、家族にも学校が楽しいと話していたらしいのだが……。

　私が訪ねてきたことを母親に告げられたドアの向こうからは震ふるえる声が聞こえてきた。

「……葛城さん……？　本当に……？」

「白木さん、葛城真ま梨り香かです。……ここを、開けてくれませんか？」

　ドアの向こうではしばらくの間沈ちん黙もくが続いた。今日はもうだめかと思い始めた頃ころ、鍵かぎが回る音がした。

「白木さん……あなたに聞きたいことが……っ！」

　どうやって話を聞き出そうかとか、何か手がかりはないかとか考えていたことが、彼女の顔を見た瞬しゆん間かんに霧む散さんした。

　頰がやつれ、真っ赤に泣きはらした目、怯えて泳ぐ瞳ひとみ、震える身体……咄嗟に抱だきしめるしかできなかった。

「……もう……大丈夫だから……」

　そういってぼさぼさになってしまった髪かみを撫なでていると、白木さんの腕がぎゅうぎゅうと私にしがみついてくる。そして彼女は声を上げて泣き出したのだった。

　どうして気づかなかったのだろう。他の３人も、同じだった。

　こんな風に怯えた顔をする子を、前世で見たことがある。アルバイトで行っていた家庭教師先の子供だ。

　不登校で、引きこもりのその子供が、学校へ行けなくなったきっかけは、学校でいじめによる暴行を受けたことだった……。

　暫しばらくして泣き止んだ白木さんはぽつりぽつりと自身の身に起きたことを話してくれた。

　文化祭期間の２日目、見知らぬ女生徒に声をかけられたのだという。

　高等部の制服を着ていたので、おそらく２年か３年の誰だれかだと思った彼女は特に疑うことなく呼び出しに応じ、音おん響きよう室しつに出向いてしまったのだそうだ。

「……合唱部に最近仲良くなった子がいて、てっきりその子が呼んでるんだと思ったの……でも……行ったら１年の……内部の子たちに囲まれて……」

　話しているうちに思い出してしまったのか、青あお褪ざめて震え出す彼女の手をぎゅっと握にぎる。

　いじめを受けた子への対処は難しい。心から励はげましているつもりでも、それが逆にプレッシャーになることもある。

　ただ、絶対に言えるのは、孤こ独どくな気持ちにだけはさせてはいけない、ということだ。

　逃にげ場所でも、一いつ緒しよに戦う同志でも、盾たてでもいい。誰かが傍そばにいると思えることが彼女には必要なのだ。

「……特待生は学園に巣食う寄生虫とか……酷ひどいことをいっぱい言われて……それでも言い返そうとしたら……」

　少し苦痛に耐たえるように目をぎゅっと閉じていた白木さんの口から消え入りそうな声で紡つむがれた蛮ばん行こうは、予想をはるかに超えた非道なものだった。

　数人がかりで手足を押さえつけられ、服を剝むかれた挙あげ句く、服に隠かくれる部分に化学薬品をかけられ、火傷やけどを負わされたという。

　更さらには油性マジックで身体中に侮ぶ辱じよく的てきな言葉を落書きされ、写真を撮とられたと聞かされた時は脳みそが焼やき切れるかと思うような怒いかりに私の身体が震えた。

「……二度と逆らわないって……言わされて……元通り服を着せられたけど……写真をばらまかれるかもしれないって思ったら……怖こわくて……」

　子供の喧けん嘩かで許される範囲を逸いつ脱だつした非道な行こう為いに吐き気がする。

　これはもういじめではなく暴行傷害として扱われるべきだが、名門としての体裁を気にする伝統校としては、公式に訴えたところでまともに取り合ってもらえる可能性は低い。

　複数の内部生が関わっているとなると、彼らの親が子供を庇かばって理ことわりを曲げてくる可能性も否いなめない。

　だからといってこのまま見過ごせば特待生は安心して学園生活など送れなくなる。

「白木さん、辛いかもしれないけれど、その時の状況をできるだけ、詳くわしく聞いてもいいかしら？　その場にいた生徒の名前、わからなければ特とく徴ちようだけでも構わないわ。それから……写真を撮られた時の状況も……」

　白木さんがびくりと大きく震える。辛いことを強いているとは思う。それでも、反はん撃げきの糸口を摑つかんで、できることなら彼女たちを苦しめている写真をすべて始末したい。

　それから長い時間をかけて、白木さんを落ち着かせながら、事細かに事件の詳細を聞き出した。聞けば聞くほど、犯人への怒りが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。

「白木さん。少しの間、今まで通り、学校を休んで体調を整えることに専念して。……少なくとも、写真のことだけはどうにかしてみせるから」

　全てを話し、憔しよう悴すいしきった顔の白木さんが力なく頷うなずくのを見て、心が痛む。全面的になんとかしてみせると断言できないのが辛いところだ。

　それからしばらく、事件と無関係の、何気ない日常の話をして過ごした。束の間でも、彼女が辛い記き憶おくを忘れてくれたらいいと願いながら。




　白木さんの家を出た後、もしやと思い他の被害にあった女生徒の家を一いつ軒けんずつ回った。

　学校では話してくれなかった子たちも、内部生のいない処ところでは、重い口を開いてくれた。彼女たちも同様の被害にあっていたのだ。

　彼女たちの語った内容はほぼ同じで、服に隠れる部分に痛々しいケロイドが残ってしまった子もいる。

　彼女たちには私に話したことを知られないよう、学校では今まで通り、対話を拒きよ否ひするふりをしてもらうようお願いした。

「休み時間や学校からの帰りは特待生の生徒で固まって帰るようにして。他の子も狙ねらわれるかもしれない。しばらくはみんなにも生徒会に反発しているふりをさせてもいいわ。知らない生徒や内部生からの呼び出しには十分に気をつけて。絶対に一人になってはだめよ」

　その他いくつかの忠告とお願いの後、私はとある連絡先へ電話やメールを送った。




　翌日、生徒会には話をしてもらえなかったと噓うその報告をした。白木さんは部屋から出てきてくれず、生徒会を信用できないので話したくないの一点張りだったと伝えたのだ。

「せっかく送り出してもらったのに、すみません。……会長、お話があります」




　その日、葛城真梨香が生徒会を辞めたという話は、瞬またたく間まに学園中に伝わった。




「……さすがに放課後が暇ひまになっちゃったわね……」

　授業が終わっても、急いで生徒会室に行く必要がなくなると、時間を持て余してしまう。

　こういう時は図書館にでも行くのがいいかと思いつつ、なんとなく部活動を行っている運動部を眺ながめながら歩く。

　ここ２日ほどはそんな怠たい惰だな放課後を満まん喫きつしている。

「ろくな引き継つぎもしないで辞めちゃったから梧桐君たちには迷惑をかけちゃうなあ……」

　ちょっと疲つかれて、ベンチに座っていると、校舎の方から駆かけ寄ってくる女生徒が見えた。

　小こ柄がらで、明るめの茶色の髪を両サイドで三つ編みにして、縁が太めの眼鏡めがねをかけている。

「葛城さーん！　よかったあ、もう帰っちゃったかと思った！」

　息を弾ませて走り寄ってきた少女は私の前で止まると、少し呼吸を整える。

　地味に見える髪型や野や暮ぼったい眼鏡のチョイスが残念になる程の美少女だ。

　高めの甘あまく舌足らずな声が耳に残った。

「あのね、木き田た川がわ先生に執行部の辞任についていくつか引き継ぎ書類があるから呼んできてほしいって頼まれたの。今資料室にいるから連れてきてって！」

「そうなの？　わざわざありがとう。資料室だったら一人で行けるけど……」

「私も木田川先生に用があったからついでなの！」

　そう言って歩き出す少女を追うとすぐに彼女は歩調を合わせて隣となりに並んだ。

「ねえ、葛城さんって、どうして急に生徒会を辞めちゃったの？　みんなからすっごく頼られてたんでしょ？」

「そんなことないわ。力不足だったって痛感してるの。生徒会に迷惑をかけるくらいならって思って……」

「でも、代議会からもお誘さそいがかかってるんだよね？　次は代議会に入るつもりなの？　それとも……」

「今のところはまだ何も決めてないわ。……折角だから特待生らしく勉強にも少しは力を入れないといけないのだけれど……」

　そんな話をするうちに、特別教室棟に着いた。木田川先生が使っている資料室はこの棟の端はしにある。

　人気のない廊ろう下かを二人で歩く。特別教室棟は普段はほとんど使うことがないので、少し空気も淀よどんでいる。

　話のネタが尽つきたのか、少女はやけに静かになった。

「……そういえばあなた……」

　こちらから声をかけようとした時、私たちの目の前にあった教室のドアが急に開いた。

　驚おどろいて振り返ったところを背中から突つき飛ばされ、たたらを踏みながら教室に飛び込んでしまう。その瞬しゆん間かん、ドアが再び閉ざされた。

「何よこれっ？」

　慌あわてて見回すと、見覚えのある顔ぶれに囲まれていた。

　５人の男女、共通点は１年生であること、そして内部生であることだった。その中には以前廊下ですれ違いざまに舌打ちを浴びせてきた男子もいる。

　ドアの外でガチャリと鍵がかかる音がした。先ほどの少女が外から施せ錠じようしたのだろう。

「……いったいなんのつもりかしら？」

　壁かべを背にし、彼らに向かい合う。

　特に教室の中央で机に座り、脚を組んでふんぞり返っている男、橡くぬぎ圭けい介すけに視線を合わせると、彼は嬉うれしそうに歪ゆがんだ笑みをその薄うすい唇くちびるに浮うかべてみせた。

「見ての通りだ。生徒会の庇ひ護ごを受けられなくなった哀あわれな負け犬に制裁と教育を、と思ってな。今まで散々僕ら内部生を侮ぶ辱じよくし続けてきてくれたお前には特別に趣しゆ向こうを凝こらした躾しつけを施してやろうと思ったのさ」

「校内でこんなことをしてただで済むと思ってるの？」

「もちろんだとも。お前が口を閉ざしていればな。……まあ、閉ざさざるを得ないようにしてやるだけなんだがねぇ」

　勝ち誇ほこった顔で全身を舐なめ回すように見つめられて背筋に悪寒が走る。

「いくら人気のない特別教室棟だからって、大声を出せば……」

「気づいていないのか、愚おろかな女だ。ここをどこだと思っている？　防音設備の整った音響室だ。いくら叫さけんでも誰も助けには来てくれないぞ。ついでに、スマホの電波もここは圏けん外がいだ。どう足あ搔がいても助けなど来ない」

　元々お喋しやべりな男だが、嗜し虐ぎやくの興奮に酔よっているのか、いつにも増して饒じよう舌ぜつだ。

　それにしても、防音に加え、電波圏外の特別教室など、本当になんの目的で作ったのか、当時の生徒会および学園上層部を問い質ただしたい。

「……そんなに簡単に従うような人間に見えるのかしら？」

「強がりはよせ、声が震えているぞ。裸に剝かれて皮ひ膚ふを焼かれてもその台詞せりふが言えるか試してやる」

「……もしかして……白木さんたちにも同じことを？」

「ああ、あの寄生虫どもか。貧乏人の分際で俺より成績がいいと鼻にかけるいけ好かない女どもだ。二度と反抗できなくなるように痛めつけてやった。お前も今からそうしてやる」

　少女たちの痛々しい傷きず痕あとを思い出して、思わず唇を嚙かみしめる。

　鉄臭い血の味が舌に沁しみた。握りしめた手がわなわなと震える。

「この人数で寄ってたかってか弱い少女に暴行したというの……？」

　絞り出した声は震えていた。そんなこちらの様子に橡は満足げに声を高くする。

「みっともなく抵抗するから押さえつけたまでだ！　最初から大人しく従えば傷も残らずに済んだものを。お前も怪け我がをしたくなければ大人しくするんだな」

「傷痕が残るとわかっていて、薬品をかけたの……？」

　橡以外のメンバーも嗜虐的な笑みを浮かべている。これから私のことも同じ目にあわせてやると、心の底から楽しみにしている眼だ。

　私と目が合うと次々にその口から悪意の塊かたまりを垂たれ流し始めた。

「そうよ。ギャアギャア泣きわめいて、いつもの優等生ぶりはどこへやら。いい気味だったわ」

「前からムカついてたのよね。内部生のあたしたちは頭が悪い、みたいに見下してきて、貧乏人のくせに身の程をわきまえないったら。所しよ詮せん学園のお金にたかる蛆うじ虫むしみたいなものだもの、特待生なんて。私たちのストレス解消くらい役に立ってもらわなくっちゃ」

「制服脱がしたのも表向きはばれないようにっつーだけなのに、何を勘かん違ちがいしたんだかこっちを変態とか言ってきやがってさ～。お前みたいなブスに勃たつかっつーの！　犯す代わりに腹を踏みつけてやったらすげえ泣き喚わめいてたな」

「その点、アンタはちょっと楽しみなんだよね。生意気だけど顔と身体はよさそうだし、玉たまの輿こし狙いとか聞いたけど、遊びでなら記念に一回ぐらい抱いてやってもいいぜ」

　最後の男に至っては舌なめずりしながら全身を見つめられ、鳥肌が立った。思わず腕をさする。

「どうやら怯えて震えが止まらないようだな。そうだなぁ、お前が今まで俺たちに働いてきた数々の無礼を土下座して謝罪し、今後絶対の恭順を誓ちかうと言うなら手加減してやらんこともないぞ」

　橡が高らかにそう言った時、我慢の限界が来た。

「ふっ……あはははははっ！」

「な……なんだ急にっ！　恐きよう怖ふのあまり気が触れたかっ？」

　突然笑い始めた私に戸惑ったいじめグループはお互いに顔を見合わせている。

　私はしばらく笑ってから、ポケットから取り出した小型の音声レコーダーをかざした。

「バカばっかりで大いに助かったわ。いじめの事実を自ら告白してくれるなんて」

「それはっ！」

　私の言葉にいじめグループに動どう揺ようが走る。何せ自分たちの声でいじめを行った事実が語られている。動かぬ証しよう拠こ、というやつだ。

「なっ！　それを寄越せっ！」

「寄越せと言われて渡すバカはいないわよ」

　目の前で青褪めているお坊ちゃんお嬢じようちゃんの顔を見つめながら、いつもより気合の入った女め狐ぎつね笑顔を見せてやる。なんてったって、悪役顔には自信がある。

　杜ず撰さんな計画や思考、幼よう稚ちな動機、残虐極まりない暴行、何より、自分たちの犯した罪つみの重さに対する無自覚、この際きっちりと思い知らせてあげよう。

「な、何をやっている！　そいつを押さえつけろっ！　レコーダーさえ奪うばい取ればこちらのものだっ！」

　立ち上がり叫さけぶ橡の脇わきを掠かすめるように、重量のある物体が飛び、彼の背後の壁に轟ごう音おんを立てて激突した。

　音響室にいくつか置かれているパイプ椅い子すだ。あまりのことに全員が凍りついたように動きを止めている。何が起こったのか把は握あくできないでいるようだ。

「……え？」

　教室の後ろまで飛んでいったパイプ椅子をゆっくりと目で追い、その視線が再びこちらへと戻ってくる。その眼は完全に化け物に遭そう遇ぐうしたホラー映画の被害者役の顔だ。

　恐怖に怯えて手も足も出ないだろうと踏んでいた獲え物ものがパイプ椅子を蹴けり飛ばしたのだ。しかも、橡の真横を明らかに狙って。

「あらあら、揃いも揃ってバカ面引っさげて、何をそんなに驚いているのかしら？　他人に暴力を振るおうとしたら抵抗されるなんてわかり切ったことでしょう？　こんな大人数でか弱い女生徒一人に襲おそいかかってきたのだから……」

　そこまで言って、一度呼吸を整える。怒りで余計な力が入っていた肩や腕を軽くほぐし、楽な姿勢を取る。

　ついでだから拳こぶしの関節もパキパキ鳴らしてみせる。時に意味のない行為だが、世間知らずのお坊ちゃんお嬢ちゃんを威い嚇かくする効果は十分だ。

　勉強だけが取とり柄えの学業特待生、それも女子だと思って侮あなどっていた相手が実はバリバリの武ぶ闘とう派はだったなんて知らなかったいじめグループは、この瞬間、完全に立場が逆転していることを思い知ったことだろう。

「……当然、全員まとめて相手してくれるんだよね？」

　突然口調の変わった私にギョッとするいじめグループ。さっきまでの勝ち誇った顔が噓のように怯えと後悔に変わっている。

　女狐ぶりっ子も脱ぎ捨てた私の表情はきっと、さっきの彼らよりも凶悪で嗜虐心に満ち溢あふれているのだろう。

　一方的な暴力を振るう側から振るわれる側へと転落した哀れな少年少女に、私はこれまでで一番の笑顔を見せてやった。

「おいで。制裁と教育的指導を受けるのがどちらか、思い知らせてあげるよ」

　青褪めてぶるぶると震え始めた連中が降参の意志を示そうとするが、にっこり笑って無視した。

　だって彼らは同じように、被害者の懇こん願がんも無視したのだろうから。




「葛城さん！　大丈夫だった？」

　数刻ののち音響室に駆け込んできた梧桐君が見たのは、腰を抜かし、あるいは白目をむいて気絶しているいじめグループと、彼らのスマホを高速で操作している私の姿だった。

「あ、梧桐君。これ、証拠の音声、会長に届けて頂ちよう戴だい」

「え……あ、うん。会長ももうすぐ来るよ。他の人にばれないように生徒会を抜け出してくるから遅おくれてくるって。……この証拠、念のため木田川先生と栗くり山やま先生にも渡さないと。……でも、葛城さんも逆に訴えられたりしない？　これ」

「まあ、教室の器物は破は損そんしちゃったから、それは仕方ないんだけど、彼らには攻こう撃げきは当ててないわよ」

　寸止めや髪の毛一筋掠めるような攻撃だけで、女子は気絶したし、男子は避けようと抵抗して自分で転んだり地べたを這はいつくばって逃げようとしたのでその目と鼻の先に椅子を投げ落としてみせたりしただけだ。

　自分で転んだ時に打ったりはしてるかもしれないが、私の攻撃自体は一つも当ててない。

　本当なら、被害者の女生徒と同じ目にあわせてやりたい気持ちもあったけど……。

　追い詰めて胸倉を摑み上げた橡のポケットから薬くすり瓶びんを奪い、顔の真上で傾かたむけ……薬液が垂れるより先に橡は失禁しながら気絶した。

　無様な彼らの姿は私のスマホの中に収められている。ついでに許しを請こい、もう二度としませんと土下座する姿も動画で撮ってあるのだが、このことは梧桐君たちには内緒だ。

「瓶の蓋ふたを開けても中のゴムキャップを外さなきゃ零こぼれるわけないのに……やっぱりどうしようもないバカだったわね」

　この薬瓶の出どころも調査しないと。特別教室の無断での悪用の他に、学内備品を盗んで使用した疑いもある。

「ところで、葛城さん、そのスマホは何してるの？」

「ああ、被害者の女生徒の写真を削除してるのよ。他にメールやＳＮＳにアップしてないか確認したけど、さすがに自分たちの悪事をネットに流すほどバカじゃなかったみたい」

「え、でも削除って重要な証拠が……」

「こんな写真を見せなきゃ立証できないほどこいつらの悪事は巧こう妙みようではないでしょう？　特別教室の無断使用、暴行の自白、学園備品の盗用その他諸もろ々もろ……十分だわ。……こんな物は残しておくべきじゃない」

　私の言葉に梧桐君はそうだね、と頷いてくれた。

　今回の作戦は、菅原会長と梧桐君、それと栗山先生にだけ話してあった。

　白木さんの証言でいじめグループのメンバーは割れていたし、橡が首謀者なら、私が生徒会を離れれば、絶対に狙ってくると踏んだのだ。

　もちろん自ら囮おとりになることにはものすごい勢いで反対されたけれど、押し通した。

　いじめグループが狙う、特待生の女子で、学園の改革派とみられている生徒となると、他に適任はいないからだ。

　栗山先生に話したのは、いざという時、杏きよう一いち郎ろうから理事会に話を通してもらうためだ。

　烏からす森もり家の権力に頼るのは気が引けるが、相手が家の財力や権力に訴えてきた場合の保険が必要だった。

「とにかく、これで一件落着だね。葛城さんも、また生徒会に戻ってくるんでしょ？」

「……そうね………」

　確かに表向きはこれで一段落ついたことになるだろう。

　橡たちの罪を明らかにし、適切な処しよ罰ばつを与える。

　内部生の過激派には大いに牽けん制せいになるだろうから、白木さんたちもすぐに安心して学校生活に戻ってこられるだろう。

「……梧桐君、生徒会復帰についてはもうちょっと待ってて。……仕事、押しつけちゃって悪いのだけど……」

「……わかった。葛城さんのことだから何か考えがあってのことだと信じてるけど……無茶はしないでね。頼りないかもしれないけど、僕で力になれることがあったら遠慮なく言ってよ？」

「ええ、頼りにしてるわ」

　どーんと胸を叩たたいてみせる梧桐君は、相変わらずビーバーに似て愛あい嬌きようがある。少しだけ癒いやされたところへ、廊下の向こうから会長が走ってくるのが見えた。
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　待ち合わせは本校舎の屋上。本来は鍵かぎがかかっていて入れないのだが、実は結構前から壊こわれているのだ。

　その事実を知ったのはゲームのプレイ中だった。来年入学してくる桃もも香かのクラスメートで攻こう略りやくキャラの一人が授業をサボる場所として出現するポイントとなっているのが、この屋上だったからだ。

　吹き抜ける風は冷たく、秋ももうすぐ終わろうとしているのを感じる。桜おう花か学がく園えんに入学してからのことを思い出す。

　ゲームの世界に生まれ変わって、ゲームのシナリオに逆らって、運命を改変したくて色々やってきたけど、どれだけのことができただろうか？　ただ迷走していただけのような気もする。

　こうしていても、来年桃香が入学して、攻略キャラの男達と出会ってしまえば、私の立ち位置や行動に関係なく、桃香は彼かれらの誰だれかと恋こいに落ちて、泣いたり苦しんだり、怒おこったり、笑ったりして自分の力で幸せを摑つかみ取ってしまうのかもしれない。

　そうなった時、私はどうなるのだろう？　どうするのだろう……。

「お姉ちゃんは、ずっと桃香の隣となりにいちゃ……だめかなあ……？」

　物思いに耽ふけっていたら、屋上に出てくる鉄の扉とびらがギイイと音を立てて開き、待っていた人物が、現れた。

　きょろきょろと周囲を窺うかがい、私の姿を見つけて、ほっとした顔になる。

　歩み寄ってくる姿は優ゆう雅がで、戸と惑まどいを浮うかべながら少し首を傾かしげる様すら美しい。

　この学園で出会って、初めは警けい戒かいしていた。けれど、惹ひかれずにはいられなかった。

　ゲームとは違ちがう言動。理由はわからないけれど、運命が変わって、敵じゃなくなったのかもしれないと思っていた。

　学園を変えるという理想を掲かかげていて、彼かの女じよとなら一いつ緒しよに戦える。そう思えていた。

　風に靡なびくふわふわの柔やわらかな髪かみが夕日を浴びて煌きらめいて見えた。

「急に呼び出してごめんなさい。……どうしても、あなたに聞きたいことがあって……」

「構いませんわ。……それにしても、葛かつら城ぎさんはどうやってここに？　たしか鍵がかかっておりましたでしょう？」

　沢さ渡わたり花か梨りんは悪戯いたずらを見つけた先生が子供を軽く叱しかるような、優やさしくも可か愛わいらしい微笑ほほえみを浮かべていた。




　風の吹きすさぶ学園の屋上で向かい合う。こちらをきょとんと見る沢渡は特に変わった様子はなく、この春に生徒会で出会ってからずっと見てきた、現実の沢渡のままだ。

　ゲームの中ではどちらかというと、いつの場面でも少し不ふ機き嫌げんそうに眉根を寄せているか、見下すような高笑いをしている立ち絵の印象が強かった。

　だから、私の中で沢渡はゲームの沢渡とは別人のような気持ちになってしまっていた。

「屋上の鍵が壊れていたなんて存じませんでしたわ。……このような場所でお話だなんて、なんの内緒話ですの？」

　微笑みながら尋たずねてくる沢渡。素直で可愛い、年相応の少女らしい表情。

　特待生の不ふ遇ぐうに心を痛め、生徒の意識改革の為ために先頭に立っていて、何度も私を助けてくれた。

　彼女が変わったように、このゲームの世界も変えていけるかもしれない、───そう思えていた。




「……橡くぬぎ圭けい介すけの身み柄がらが同級生への暴行、傷害および監かん禁きん、脅きよう迫はくにより学園上層部預かりとなりました」

　私の言葉に沢渡はあまり驚おどろきを見せない。橡が拘こう束そくされたという情報自体は生徒会でも話題になっているのだろう。どちらかというとなぜ私がそれを知り得たのかという表情だ。

「複数の被害者がいて、最後に私を狙ねらってきたので、その場で取り押さえました」

「まあ！　だ、大丈夫でしたの？　葛城さんにお怪け我がは？」

　沢渡が目を見開いて飛びついてくる。抱だきつくようにして私に怪我がないか確認し、無事を見て取ったのか、ほっとした顔になる。

「ご無事でよかったですわ……。あまり危ない真ま似ねはなさらないでくださいまし」

　瞳ひとみを潤うるませて見上げてくる沢渡は心の底から心配しているように見える。胸の奥おくに苦いものがこみ上げてきた。

「……橡は特待生を拉ら致ちし、閉じ込こめる為に音おん響きよう室しつを不正使用していました……。この鍵の貸し出しに協力したのは……あなたですね、沢渡さん」

「わたくしが？」

　沢渡の反応は自然で、私は自分の疑いの方が間違いなんじゃないかとすら思えた。

　けれど、いくつもの事実が私の私情を否定する。

「音響室を使用して今回の事件が起こったのが、10月３日、10月５日、10月８日、そして文化祭２日目の10月11日と私が襲おそわれた10月21日。最初の３日分はそれぞれバラバラに部活動や文化祭での準備作業を行うクラスの使用申しん請せいが出ていました。そして残り２日は当日、生徒会印の押された書類を手に橡たちが鍵を借りに来たそうです」

　私の言葉に、沢渡はおっとりと首を傾げてみせる。

「申請書になんらかの不正があったのだとして、わたくしがそれを見落としてしまったのは事実としても、それだけで彼らに協力したとまで言われるのは心外ですわ」

　怒っているというよりは困こん惑わくしている表情。誰が見ても、謂いわれのない罪つみを追つい及きゆうされている無む垢くの人だと思うだろう。

「……前半の３日について、最初は正式にそれぞれの部活やクラスの申請書が出ていました。その後、都合により、使用をキャンセルする書類が提出されましたが、キャンセルにはなりませんでした……。教室使用キャンセルの書類が『書き損じ』として処分されたから。それができたのは、あなただけだわ」

　私の指し摘てきに沢渡が初めて反応した。微かすかに眉が震ふるえる程度だったけれど。

「申請をしてキャンセルした生徒側は、キャンセルが受理されたと思っているからその日には音響室を使用しない。一方キャンセルは実際には受理されていないから、職員室ではその日は音響室が使用されると認識し、鍵を借りに来た生徒が該がい当とうする所属部活やクラスを名乗れば鍵を貸し出す。この方法は実際に書類を操作し、不正使用の際に名乗る所属団体を橡たちに教える存在として、あなたがいないと成り立たないわ」

「わたくしが正式なキャンセルの申請を『書き損じ』として処分したという根こん拠きよはありますの？」

「……根拠は、私が目の前で見ていたから。……その時は気づかなかったけれど」

　夏に書類を紛失する失敗をして以来、私は書類の扱あつかいには特に神経質になっていた。

　持ち運ぶ際は専用のケースに入れ、落とさないように、何についての書類を何枚運んでいるのかを必ず把は握あくするようにしたのだ。

「……だから、文化祭で特別教室の使用申請をまとめている時も、全部内容に目を通していたの。ダブルブッキングの書類があって沢渡さんに分類をお願いした時、ブッキングはしてないけど『書き損じ』だと言ってあなたがよけた書類の内容と日付も、覚えてた」

　あの時、沢渡は書き損じは自分で処分すると言っていた。

「あなたがあの時書き損じに交ぜたキャンセルの申請が10月３日と５日、８日、そして使用申請の書類の方で、10月１日と２日、こっちは本当に二重申請になってしまった書き損じ。……でもこれもあなたは橡に与えた。……日付だけ書き足せば正式な書類と変わらない、生徒会印も押された偽ぎ造ぞう書類の出来上がりになるから」

　もちろん、その時はなんとなく日付が頭に残っていただけだった。

　被害者の女生徒から聞いた日付がその書類と一致していたことを思い出したのは、話を聞いて家に帰った後だ。

　そこに気づいても、暫しばらくは沢渡が手違いで処分してしまったキャンセルをなんらかの方法で知った橡が音響室を勝手に使用したのだと、そう考えようとしていた。

「書き損じと間違えて正式な書類をうっかり処分してしまったかもしれないというのは認めますわ。でもそれだけではわたくしの過失はあっても、わたくしの意図的な協力があったとは言えないのではありません？」

　困ったような顔で言い返してくる沢渡は、眉み間けんにしわを寄せた顔すら可愛らしい。

　画面の向こうの存在だったらうっかり萌もえているところだ。

「ええ、そうね。沢渡さんのミスに気づいた誰かが橡に情報を流して、ついでに処分前の書類から１日と２日の使用申請だけ抜き出せば可能でしょうね」

「ええ、もし生徒会内に不正の協力者がいたとすれば厳正な調査が必要ですわ」

「……もう一人、橡には協力者がいました。被害にあった女生徒や私を呼び出して、音響室まで誘さそい込む誘導係が。おそらくは彼女が橡とあなたとの間も繫つないでいた」

　沢渡の表情が、はっきりとわかる程に変わった。唇くちびるが震え、目を逸そらす。

「橡と直接関わりがあるとわかる人物が声をかければ特待生は警けい戒かいする。だから誘導係は『誰も知らない女生徒』でした。高等部の制服を着た知らない生徒だったので、先せん輩ぱいの誰か、少なくとも自分に害意を抱いだく人物ではないと油断したそうです」

　私の前にも現れた、三つ編みの少女。小こ柄がらで大人しそうな外見をしていたので、他の女生徒は疑いを抱くことなく彼女についていった。

　だけど、私の呼び出しに『彼女』を使ったのは間違いだった。なぜなら私は彼女を知っていたから。

「……先ほど、中等部生徒会副会長の胡桃くるみ澤ざわ嘉か穂ほに、高等部生徒会顧こ問もんの木き田た川がわ先生と生徒指導の守もり山やま先生とで聞き取り調査が行われました。……彼女は罪を認めたそうです」

　特待生や高等部からの外部受験生はほとんどの場合中等部の生徒の顔など知らない。

　同じ高等部でも学年が違えば顔を知らないこともあるため、高等部の制服に身を包んでいれば、それが中等部の生徒だとは思わないだろう。

　……ただし私はゲームを通して彼女の顔を知っている。

　胡桃澤は沢渡と共にゲームに登場するライバルキャラだからだ。変装はしていても舌足らずな口調と声は変わらない。

　胡桃澤は沢渡に懐なついており、篠しの谷やや別の攻略キャラのルートでは常にタッグを組んで桃香の前に立ちはだかっていた。

　現在中等部の胡桃澤がこの件に関与する理由に、沢渡が無関係であるはずがない。

「……どうして……どうしてこんなことを？　沢渡さんは特待生の為に生徒会から学園を変えていくって取り組んでくれていたのに……なぜ橡なんかの悪事に協力したのっ！」

「嘉穂が……そうですか、それでは言い逃のがれも通じませんわね。……答えは簡単ですわ」

　ふっと肩かたの力が抜けたように自じ嘲ちようした沢渡が顔を上げた時、そこに浮かんでいたのは過去に私がゲームで見慣れていた高こう慢まんで気位の高い沢渡花梨の笑顔だった。

「あなたたち特待生が大嫌いだからですわ」

「特待生の状況改善の為に戦っていたんじゃなかったの!?」

　それでもまだ信じられない。

　彼女を追い詰つめているのは自分なのに、沢渡が私の知る現実での柔らかな表情に戻もどって『冗じよう談だんですわ」と言ってくれるんじゃないかと思わずにはいられない。

「あんなもの、所しよ詮せんは建前ですわ。平等を謳うたい、不ふ憫びんな特待生に同情し、手を差し伸べていれば、誰もがわたくしを高潔な人物と褒ほめてくださるのですもの。高潔で、誰にでも優しく分け隔へだてない優ゆう等とう生せい。演じるのなんて簡単でしたわ」

「……全部、演技だっていうの？　私を助けてくれたことも、代議会で先頭に立って意見してくれたことも」

「助けた……？　ああ、新入生歓かん迎げいパーティーの……もちろん、あなたがあの一件でわたくしを心から信じてくださった時は、愉ゆ快かいでしたわ」
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　沢渡は真実愉快そうにくすくすと笑っている。私の手を握にぎって誇ほこりに思うと言ってくれた少女の姿が崩くずれ落ちていく。

　あの時握りしめた手の柔らかさが、温かさが、硬かたく凍ってバラバラに砕くだけ散っていった。

「代議会も、わたくしが先頭に立って意見を言えば、他の方は余計な口出しをしないでくださるし、わたくしが本気で取り組んでいると思ってくださるし、失敗したら慰なぐさめてくださるんですもの。こんな楽しいことがありまして？」

「……それも、わざとだったの……どうしてそんな回りくどいこと……」




[image: ]




「正義のヒーロー」

「……え？」

　沢渡の突とつ然ぜんの言葉に虚きよを突つかれた。そんな私の反応に沢渡はくすりと、笑みを零こぼす。現実の沢渡の、優しく見える微笑みを。

「侑ゆう李りの隣にいる為に、わたくしが成りすまさなければならなかったもの、ですわ」

　篠谷の？　でもあいつの理想は守ってあげたくなるような可愛いお姫ひめ様さま、というか、桃香のはずだ。なんでヒーローとかが出てきたんだ？

「幼い頃ころから侑李とは家同士の付き合いもあって、親しくしていました。小さい頃から彼は優しくて、優雅で、わたくしの理想の王子様でしたわ。わたくしはお姫様、侑李は王子様でおとぎ話のように幸せな結けつ婚こんがしたいなどと夢見ておりました。……けれど、ある時から、侑李は変わりました」

　桃香との出会いが篠谷を変えた……。おままごとじみた結婚の約束を夢見て、理想の王子でいる為に外面を磨みがいて、誰もが認める品行方正な優等生に育った……。

「……強く、凜り々りしくなければ認めてもらえない、そう言って心身共に鍛きたえ始めたり、正義の味方になって誰にでも平等に優しくなりたいと、それまで接触しようとはしていなかった使用人や一般家庭の子供とも遊んだりするようになりましたわ」

　ん……？　なんだか思っていたのと方向性が違うような気もするけれど、桃香の姉の私に力で排除されたからそういう風になってしまったのかもしれない。

　……となると私は篠谷にとって悪の組織の女幹部あたりだろうか？　緊きん迫ぱくした場面のはずなのだが、少し意識が逸れる。

「そんな侑李の傍そばにいるためには、相手の出自を貶けなしたり、見下すようなことはできませんでした……。どんなに不愉快でも、汚らわしいと思っても、笑顔で、平等に接して差し上げなくては、侑李の隣にはいられなかったのですわ」

「そこまでして……篠谷君のことを想っていたなら、どうして……好意を否定したの？」

　付き合えばいいと言った私に、そんな関係ではない、幼おさな馴な染じみ以上の気持ちはないと言いながらも篠谷に恋しているのはバレバレで、いっそのこと二人がくっついてくれればとあれこれ画策もしたのに。

「……叶わないと知りながら想いを告げるなど、そのような負け戦いくさ、わたくしには耐たえられませんもの。……本当に、わたくしはあなたが嫌いですわ、葛城真ま梨り香か。わたくしから大事なものを奪うばっていったくせに、目の前でそれを放り投げ、拾えとばかりに唆そそのかす、わたくしの屈くつ辱じよくがあなたにわかりまして？」

「……どういうこと……？」

「この期に及およんでもまだわからないと仰おつしやるの？　侑李の心を奪っていったくせに。わたくしがどれほど切望しても手に入らなかったものを簡単に奪っていって、欠片かけらほども興味を示さずにわたくしの目の前で施しでもするかのように放り出す。下流の庶しよ民みんの分際で……これほどの恥ち辱じよくはございませんわ」

　私が篠谷の心を……？　何か勘かん違ちがいをされている。篠谷の心を奪ったのは桃香だ。

　可愛くて可憐で純粋なお姫様。あの子の為に篠谷はヒーローを目指した。……多分、今も目指しているのだろう。

　沢渡はおそらく桃香の存在を知らない。篠谷が昔私たちに会った時のことをほとんど話していないと言っていた。

　池で溺おぼれた篠谷を私が助けたということだけ……それだけを聞いた沢渡は篠谷が出会った初恋の相手を私だと誤解してしまったのだ。

「沢渡さん、それは……」

　誤解だと言おうとして言葉を止める。

　今ここで、沢渡の誤解を解いたら……？　次は桃香が狙われるのではないか……？

　桃香が篠谷に興味を示さなかったとしても、それすら沢渡の憎ぞう悪おをかきたててしまうと言うなら、誤解は誤解のままに、この場で沢渡と決着をつけるしかないということになる。

「……私が篠谷君の心を奪ったとして、あんな子供の頃の思い出がなんだって言うの？　ずっと篠谷君に寄り添そって彼の為に変わろうとしていたのはあなたでしょう？　それが演技だったとしても、本気で演じ切ることだってできたはずだわ。橡なんかの企たくらみに手を貸さず、優しい生徒会書記のまま、騙だまし続けてくれることだってできたはずでしょう？」

　たとえふりだとしても、彼女が私や他の特待生の為に動いていたのは事実だ。演じ続けていれば、いつか本当になったかもしれない。

　そう言うと、沢渡の顔が憎にく々にくしげに歪ゆがんだ。

「……あなたは過去、侑李の心を奪っただけではありませんわ。わたくしが必死に気持ちを抑え、やっとの思いで手に入れた、侑李の隣、共に戦う同志という地位すらも奪おうとしている……それだけは……それだけは絶対に許せませんわ」

「……地位って……私を次期副会長候補に推す一派がいるという話のこと？　そんなものは……」

　私には役員就任の意志なんてない。そう言い募ろうとしたが、沢渡に遮さえぎられた。

　彼女の中では私にその意志があろうとなかろうと同じことなのだ。

「橡君たちが襲しゆう撃げきしたのは特待生の中でも現生徒会役員が内部生しかいないことに不満を掲げている一派の方です。彼らが特待生代表としてあなたを生徒会副会長に、侑李の隣に押し上げようとしている……。『そこ』はわたくしの、わたくしだけの場所なのに！」

　沢渡は笑顔のまま、瞳に憎悪を燃え立たせている。半ば狂気をはらんだその表情に気け圧おされて、少しだけ後ずさる。

　その顔はゲームの中で桃香に殺意を示した時の表情そのものだった。篠谷の恋の相手が本当は桃香だと知られれば、この殺意はそちらへと向かってしまうのだ。

　私は心を決めるしかなかった。沢渡をこの桜花学園というゲーム盤から退場させる。その為なら、悪あく辣らつな卑ひ怯きよう者ものになってもいい。

「……沢渡さん、どちらにせよもうおしまいよ……。あなたと胡桃澤も橡たちの協力者として学園上層部に訴え……」

　ポケットに入れた手が空の感触に戸惑う。沢渡が私の表情に楽しそうに口角を歪めて微笑み、その手が何かをつまんで見せる。

「お探しの音声レコーダーはこちらかしら？」

「……さっき抱きついてきた時……深窓のご令れい嬢じようがスリの真似ごとだなんて世も末ね」

　背中を冷汗がつたう。焦あせりが顔に出てしまったのだろう。沢渡の顔は益々楽しげに綻ほころんでいる。

「学年でもトップを争う優等生が盗とう聴ちようの真似ごとをなさるご時世ですもの。このくらいの自衛はたしなみですわ。けれど……あなたの様子から察しますと、先ほどの嘉穂が全てを話したというのは噓うそですのね。あなたはわたくしから証言を引き出すために噓を仰った……酷ひどいですわ」

　沢渡は心から傷ついたというように切なげな表情を浮かべてみせる。

「……全て、ではなかったかもしれないわ。少なくとも自分が誘導係だったことは認めている。あなたとの関わりは私が証言する。……大人しく従って」

「それではあなたの口を塞ふさいで、嘉穂には橡に脅おどされたと言わせますわ」

　そう言って懐ふところに飛び込んできた沢渡の手が何かを握っていてそれが突き出されるのを紙一重で避よける。視線の先でバチリと青白い火花が散った。

「……物ぶつ騒そうなもの持ってるのね」

「護身用ですわ。でもちゃんと押し当てて気絶させるのって難しいんですのね」

　沢渡の手の中には黒光りするスタンガン。避けつつ奪い取って反撃に使うか、とにかく手から落とさせるか迷う。

「気絶させてどうするの？　私の口を塞ぐとか言っていたけれど……」

「そのままの意味ですわ。葛城さんは理由不明の自殺をなさるの。わたくしは呼び出されて屋上の手前まで来たけれど、鍵がかかっていると思って屋上へは出なかった。誰にも悩なやみを相談できなかったあなたはここで一人寂さびしく命を絶った。……発見は明日くらいがよろしいかしら？」

「自殺する理由なんて私にはないわ……」

「理由など、残された者が勝手に想像してくださいますわ。なんでしたら適当な理由を作って遺書を代筆して差し上げてもよろしくてよ」

　言っている内容は残酷なのに表情が冷静で優しいいつもの沢渡のままなのが恐おそろしい。

　力や体術で言えば私の方が圧あつ倒とう的てきに有利なはずなのに、今の沢渡は何をするかわからないからうかつに近づけない。一定の距きよ離りを保ちながら、隙すきを窺う。

「この場で私を殺して一時的に罪を逃れても、それはまやかしでしかないわ。あなたはあなたの罪から逃げられない。ついでに言うと、スタンガンなんて奇襲でしか使えないような武器で私を倒たおせると思わない方がいいわ。格闘技では私の方が圧倒的に有利よ」

「存じ上げておりますわ。葛城さんがお強いこと。女子がいたとはいえ橡君たち５人を無傷で取り押さえたのですもの。か弱いわたくしにはとても太刀打ちはできませんわ」

「そう思うんだったら、大人しく……」

「そんなお強いあなたに呼ばれて、わたくしがなんの準備もしていないとお思いですの？」

　沢渡の後ろ、屋上へのドアから黒いスーツの体格のいい男が二人出てくるのが見えた。

「ご紹しよう介かいしますわ。わたくしのＳＰの蠟ろう梅ばいと運転手の無む患くろ子じですわ。わたくしの言う事はなんでも聞いてくれる優ゆう秀しゆうな下げ僕ぼくですの」

　確かに優秀そうだ。主に暴力的な意味で。

「なんでもっていうのは殺人も含ふくまれるの？　本来の雇やとい主ぬしは沢渡のご当主でしょうに」

「お給料はお父様からですけれど、彼らはわたくしにすべてを捧げてくれているのですわ。……すべて、ね」

　沢渡が傍かたわらに立った蠟梅だか無患子だか（正直見分けがつかない）の顎あごを動物でも撫なでるようにくすぐる。

　色めいたしぐさに彼女が彼らに支払った報ほう酬しゆうの想像がつく。眉をひそめた私に非難されたと感じたのか、沢渡の眉が吊つり上がる。

「その上から目線の憐あわれみが不ふ愉ゆ快かいですわ。……そうですわね、葛城さんは校内で見知らぬ暴ぼう漢かんに凌りよう辱じよくされ、失意の自殺、というのはいかがです？　その高潔な顔が苦痛に歪み汚辱にまみれるのが見たくなりました」

　黒服二人が隙のない動きで距離を詰めてくる。捕つかまったら力ではかなわない。じりじりと後ずさりながら、反撃の糸口を探す。

「……反撃、というより、ここはいったん逃げた方がいいかしら？」

　屋上から校舎内へ逃げればさすがに追ってはこられないだろう。ただ、出口は黒服二人と沢渡の向こうだ。じりじりと後ずさるふりをしながら、出口への活路を探す。

「……沢渡さん、本当に、私を殺すつもり？」

「ええ、……本気ですわ」

「そんなに私が憎にくかった？」

「ええ。……憎らしくて、恨うらめしくて、わたくしからすべてを奪って、わたくしにできないことを易々とやってのけて、……所詮わたくしの慈愛も正義もまがい物でしかないのに！　あなたが本物のヒーローになってしまったら、もう誰もわたくしを顧かえりみてはくれなくなるのに！　あなたさえ現れなければ、わたくしでさえ自分がまがい物だなんて気づかずに済んだのに！　侑李の傍で、本物のヒーローみたいな気持ちで、ずっと傍にいられたのに！　あなたが気づかせなければ、それだけでわたくしは満足できていたのにっ！」

　沢渡の憎しみと殺意の嘆なげきは悲痛な響ひびきを帯びて高くなっていく。言葉は違えど、ゲームの中で桃香へと向けられた憎悪によく似た、悲しみと狂気の悲鳴。

　私の中で、何かがストンと腑ふに落ちた。

「……そっか……。沢渡さん、私はあなたのこと嫌いじゃない……いえ、多分好きだわ。だってあなたは私と同じだもの」

　ゲームの中で、想い人の好みに合わせて自分を殺し続けて壊れてしまった葛城真梨香。

　篠谷の傍にいる為にまがい物の正義を演じ続けて、心を歪めてしまった沢渡花梨。

　桃香の恋敵ライバルという役割に生まれた私たちの本質は多分似ているのかもしれない。

「だから……これ以上はやめましょう？　あなたのその憎しみはあなた自身を滅ほろぼすわ」

「もう……手遅れですわ」

　沢渡の顔が泣いているような笑っているような、ひどく歪んだ表情を浮かべる。

　私は一瞬の隙を突いて、黒服と沢渡の間、出口までのわずかな隙間めがけて走り出した。

　捕まえようと伸びてくる太い腕をかいくぐり、駆け抜けたと思った瞬間、激痛と共に靡いた髪を摑まれ引き倒された。

　コンクリートの地べたに押さえつけられ、二人のうち一人が両腕を押さえ、もう一人が馬乗りになってくる。

「同じというなら……あなたもわたくしと同じところまで、堕おちてきてくださいな。穢けがされ、すべてを奪われて、それでも同じことが言えるか、試して差し上げますわ」

　ブラウスが引き裂さかれ、ボタンが弾はじけ飛んだ。嫌悪感と恐怖に叫び声が喉のどで凍りつく。

「────────っ！」

　その時だった。屋上と校舎内を繫ぐドアが激しく開け放たれ、篠谷と梧あお桐ぎり君、そして何人かの警備員と生徒会顧問の木田川先生が飛び出してきたのだ。

　突然のことに私を押さえ込んでいた黒服の力が緩ゆるんだ。その隙に馬乗りの男の急所に蹴りをお見舞いする。悶もん絶ぜつする男の下から逃れもう一人の腕も振りほどくと顔面を蹴り飛ばした。

　不意を突かれてよろめいた黒服二人はあっという間に警備員によって取り押さえられた。

「……そんな……どうしてここが……？」

　言い逃れできない状況を他ならぬ篠谷に見られた沢渡は、蒼そう白はくになって立ち尽つくしている。

　私も同じ疑問を抱いていた。今日この場所に沢渡を呼び出したのは誰にも話していない。

　そして鍵がかかっていると思われているこの屋上を偶ぐう然ぜん通りかかる可能性も低い。

「……以前から、花梨の様子がおかしかったので、生徒会を抜け出した時、梧桐君に後をつけてもらいました。そうしたら、校舎内には立ち入り禁止のはずの運転手とＳＰが屋上への階段を上っていったと連絡を受けたので、警備員を呼んで駆かけつけたんです。……間に合って、よかった」

　篠谷が引き裂かれたブラウスを隠すように私の肩に自分のブレザーを着せかけながら沢渡を静かに見つめる。その表情には失望と怒いかりが浮かんでいる。

「……胡桃澤嘉穂が橡圭介たちの暴行事件への関与を認め、あなたの指示だったことを証言しました。加えてこの場での同級生への暴行未遂についての現行犯です。いったん指導室へ連行ののち、指導教師による事情の調査、ご両親への連絡と理事会での審問を行います。……こんなことになるなんて、残念です」

　それだけ告げると篠谷は沢渡から目を逸らした。

　まるで見るのも嫌だというような冷たい態度に、思わず手が出ていた。

　気がつくと篠谷を殴なぐり飛ばしていたのだ。

　しりもちをついた篠谷が赤く腫はれた頰ほおを押さえて目を丸くしている。その間抜け面に着せかけられたブレザーを脱いで叩たたきつける。

「……前から沢渡さんの様子に気づいていたなら、なんでもっと早くに声をかけなかったの！」

「葛城さ……」

「誰よりも長く傍にいたくせに、彼女の気持ちを知ろうともしないでっ！　あなたになら、あなただけには彼女を止められたのに！　間に合ってなんかいないじゃないっ！　間に合うっていうのは……間に合うっていうのは、沢渡さんがこんなことをしでかす前に止めてから言いなさいっっ！」

　半分は自分への憤いきどおりだった。

　誤解とはいえ私の存在や行動が沢渡を追い詰めた。

　ゲームとは違う優しい沢渡の態度に安心して、沢渡がそう変わるまでの気持ちや本当の心の内を知ろうとしなかった。

　八つ当たりだとわかっていても、篠谷を責めずにはいられなかった。

「葛城さん……わかりましたから、せめてこれは着ていてください」

　よろめきながらも立ち上がりブレザーを差し出してくる篠谷の手を払うと、沢渡の前に立った。

　沢渡は俯うつむき、すべてを諦めたように立ち尽くしている。虚うつろで力の抜けた瞳が正面の私に焦しよう点てんを合わせる。

「……なんですの？　言っておきますけれど謝罪などしませんわ。わたくし、後こう悔かいしておりませんし、今でも邪じや魔まが入ってあなたを穢せなかったことを残念だとしか思っておりませんの。せめて侑李がもう少し遅く来ていたら、最高の場面をお見せできましたのに……穢される真っ最中のあなたの姿を……っ」

　乾いた音が沢渡の頰で弾けた。平手打ちされた沢渡は呆ぼう然ぜんとし、頰に手を当てる。

　打たれた頰が赤く染まる頃になってようやく何をされたか理解したようだ。虚ろだった瞳に怒りという光が宿る。

「何をなさいますのっ!?」

　繰り出された平手を無言で受ける。平手そのものは軽すぎるほどの力だったけれど、鋭するどく整えられた爪が頰を切ったらしく、ピリッと痛んだ。

　沢渡は自分の指先についた私の血に怯ひるんだように後ずさる。その手を摑んで逃げることを許さず、もう一度頰を打つと、摑んだ手を頰の傷に押しつけた。

　暴れる華きや奢しやな身体を押さえて、その掌てのひらに血を擦こすりつける。沢渡は熱湯に手を浸けられたかのように暴れた。それでも離してなんかあげない。

「謝罪はいらない。私も謝らないから。あなたは白しら木きさんたち特待生に直接ではないけれど生しよう涯がい残る傷をつけた。彼女たちは傷きず痕あとを見るたびにその時の恐きよう怖ふと、苦痛と屈くつ辱じよくを思い出してしまう。だから、あなたにも忘れさせない。あなたはあなた自身の選せん択たくで、自身の手を血で汚したのだと、思い知ってちょうだい」

　沢渡の白い手には私の血がこびりついている。逃げようと暴れるその手を強く摑んだまま、引き裂かれたブラウスの間、心臓の真上に押し当てた。

「そしてこれがあなたが手にかけようとした命」

　鼓動が掌越しに沢渡に伝わる。代わりに私の胸には沢渡の震えが伝わってくる。

「あなたは人の手を借りて私を殺そうとしたけれど、たとえ人の手を借りても、人を殺すってことはこの中の心臓をこの手で摑んで握り潰つぶすのと同じよ。血が噴ふき出だして、ゆっくりとその働きを止める瞬間を想像して。あなたの手の中で、この血管が痙けい攣れんして、最後の鼓動を刻むのを」

　沢渡の震えが一層大きくなり、顔色は篠谷に見られた時よりも悪くなってしまったかもしれない。それでも、瞳にちゃんと意志の光がある。

　沢渡はおそらく学園を出ていくことになるだろう。彼女の家の力を考えると警察沙ざ汰たになるかは怪あやしいが、これだけの事件を起こした以上、学園が彼女を留め置くとは思えない。

　学園という舞ぶ台たいから退場した彼女がどうなるのかわからない。

　ただ、すべてを諦あきらめたような、すべてを放ほう棄きするような生き方はしてほしくなかった。

　自分の罪の責任も背負って、それでもちゃんと生きてほしかった。

「その感触が一生頭から離れなくなっても、まだ私を殺したいと思ったのなら、今度はちゃんと正々堂々勝負しに来て。誰の手も借りないで、あなた一人の手で、私を殺しに来て」

「……いいんですの？　そんなことを言って。わたくしが身体を鍛きたえて、武道の達人になって帰ってきても知りませんわよ？」

　いや、それは多分ないだろう。

　沢渡の運動神経はお世辞にもよくない。思わず苦笑が零こぼれる。

「そこまで強くなるようだったらこちらから手合わせをお願いするかもね。……私も、忘れないわ。あなたを追い詰めたこと。止められなかったこと。あなたの居場所を奪ったこと」

「わたくしがあなたに無様に負けたことなんてすぐに忘れてくださらない？　そんな恥ずべきこと……覚えているのはわたくし独りで十分ですわ」

　そう言うと、沢渡は黒服の男たちと共に大人しく警備員の先導で連行されていった。

「……葛城さん……」

「……篠谷君、さっきはごめんなさい。半分は八つ当たりよ。でも、あなたの上着は借りないわ」

　沢渡を見送って立っていた私に声をかけてきた篠谷にそれだけ言うと、警備員の一人が差し出した上着に袖そでを通した。

「半分は八つ当たりだけど、半分は本気。……彼女の気持ち、本当に気づかなかったの？」

「……」

　無言の返答に、溜ため息いきをつく。本当に桃香しか目に入らないのか、この残念王子め。

「強くてかっこいいヒーローには程遠いわね。そんなんじゃ全然まだまだ、絶対に、認めてなんかあげないわ」

「……え？」

「悔くやしかったら、私に認められるくらいの男になってちょうだい」

　もしそうなったとしても、そう簡単に桃香を渡すつもりはないけれど。

「……それと、助けに来てくれて、ありがとう。梧桐君も」

　実際篠谷たちが来てくれなければ、危ない所だったのは事実だ。

　改めて二人に頭を下げると梧桐君は慌あわてたようにオタオタと手を振った。

「そんな！　僕なんて助けを呼ぶしかできなかったし、本当に役に立たなくて……」

「そんなことない。助かったわ。……篠谷君も」

「……いえ、ご無事で……その……」

　思いっきり殴ってしまったから、素直にお礼を受け入れられないのはわかるけど、あからさまに目を逸らされるのはちょっと腹が立つんだけど。

「ちょっと、人がお礼を言ってる時くらいこっちを見なさいよ。失礼じゃないかしら？」

「……あんまり近くから見上げないでください。……上着の合わせから……見えます」

　言われて自分の胸元に目を落とすと、きわどいラインで谷間が見えている。慌てて胸元をかき合わせて篠谷を睨にらんだ。

「よくもまあこんな状況でそんなところに目が行くわね！　品行方正な生徒会会計の王子様が聞いてあきれるわ」

「どう考えても今のは不可抗力でしょう？　そもそも僕の着せた上着をわざわざ脱いで見せつけてきたのはあなたでしょう！　品行方正が聞いてあきれるはこちらの台詞せりふです！」

　その後は結局普ふ段だんみたいな嫌味の応おう酬しゆうが続き、梧桐君と木田川先生に止められるまで続いたのだった。




　それから１週間の調査期間を経て、橡以下５名の退学処分が決まった。被害者の女生徒とその家族は警察への被害届は断念したらしい。

　その代わり、慰い謝しや料りようなどの交こう渉しようには学園理事会から良心的な弁護士を手配され、公正な話し合いがもたれているということだ。

　橡圭介は首謀者だったこともあって、橡家を勘当された。保護観察や少年院送致になるかの措そ置ちについても、橡家からは一切関知しないと返答が出ているそうだ。それもどうなの。

　沢渡は表向きは病気療りよう養ようの為の転校、ということになった。

　この辺は彼らの家の力関係とか色々な裏事情が絡むらしいが、沢渡は遠方の全ぜん寮りよう制せいの女学院に行くことが決まっている。

　昔の修道院並みに規則が厳しいことで有名なその学院に入るということは実質的な幽ゆう閉へいとか島流し的なものらしく、沢渡家当主は娘むすめに自ら厳正な処分を下したとも言えるが、家名に傷をつけそうになった娘を隔かく離りして臭いものに蓋ふたをしただけともいえる。

　いずれ沢渡が立ち直るにしても、私への復ふく讐しゆうを果たしに来るにしても、その学院にいる間はそう簡単には会いには来られないだろう。

　この期に及んで彼女を憎みきれない自分がいる。彼女のやったことは許されないことだけれど、いつか、いつか私たちが大人になった時、もう一度彼女に会いたい。会って、今度こそ彼女の心に触れたい。

　橡たちが処分され、沢渡がひっそりと学園を去り、胡桃澤は密ひそかに厳重注意を受けた上で、高等部で就任するはずだった生徒会役員からの除名が宣告された。

　中等部の生徒会副会長としての仕事を期間満了まで務めさせることになったのは、こちらも彼女の家の力関係だそうだ。大人の世界って汚いな。

　表沙汰にはされなかったとはいえ、内部生の起こした事件により、学園上層部の間で、生徒間の意識格差や軋あつ轢れきの存在が問題視され、学生の自治機関の人員構成見直しが示し唆さされるようになった。

　結果、代議会メンバーの半数が外部、特待生から選び直され、生徒会にも、特待生か外部生から役員を出した方がバランスがいいという意見が多数出て、私が次期副会長として、その推すい薦せんを受けることになった。

　今度こそ本当に沢渡の居場所を奪ってしまうことになると、初めは辞退を申し入れようと思っていたけど、断ったところで沢渡が戻ってくるわけでもなく、結局は私の自己満足になるだけだと、立候補することにした。
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　そうして迎えた最終学期。

「葛城さん、もうすぐ新生徒会長と副会長就任の挨あい拶さつですが、大丈夫ですか？」

　講堂のステージ裏で、白地に金のラインが入ったブレザーを一分の隙もなく着こなした篠谷が声をかけてくる。

　初等部から人前に立ち注目を浴び続けてきた男は緊きん張ちようの欠片も見せてはおらず、余よ裕ゆうの表情だ。

「ちょっと今、緊張で心臓飛び出そうなんだから話しかけないで」

　対する私はといえば、密かに震える膝ひざを宥なだめるのに必死だった。

　元々こんな大勢の前で演説したりするのは得意じゃない。元オタクの似え非せ体育会系を舐なめないでほしい。

　えっと、人の字を掌に三回書いて吞のみ込めば……。

「先日、花梨に会ってきました」

「え……？」

　唐突な篠谷の言葉に、掌に字を書きかけていた手が止まる。

「沢渡さんにって……面会とかできるの……？」

「ええ、まあ。手続きが色々必要ですが。……謝ってきました。ずっと苦しめてしまっていたこと、傷つけたこと、追い詰めてしまっていたこと」

　篠谷の碧みどり色いろの双そう眸ぼうがまっすぐにこちらへと向けられる。

「……昔、会った子が言っていました『そんな弱っちいやつは、正義のヒーロー戦隊には入れないんだぞ』って……」

　そう言えばそんなことも言ったような……。

　記き憶おくを取り戻す以前の真梨香は、日曜の朝に子供向けに放送されている戦隊ヒーローものにハマっていた。……記憶を取り戻した後も大好きだったけどさ。

「その子は同い年の女の子なのに信じられないくらい強くて、なぜかはわからないけれど僕に意地悪で、でも池で溺れた僕を助けてくれたんです。僕のことを嫌いなはずなのに、『自分はヒーローだから、弱いものは助けるんだ』って……」

　今思うととんでもない悪ガキだったな、私。上品な良家のお坊ちゃんだった篠谷にとっては悪夢のような出会いだったに違いない。

「理り不ふ尽じんなはずなのにずっとそのことが忘れられなくて、次に会ったら戦隊というものに僕も入れてほしい、そんな気持ちで、その子みたいに強くあろうと、心身を鍛え、その子と似たような家柄の子たちと仲良くなろうとしたりしました」

　悪夢の出会いがトラウマになって、倒すべき目標に……よくある話だよね、うん……ん？

「でも僕はやみくもに強くなろうともがいていただけで、周りが全然見えていなかった。花梨のことも、嘉穂のことも。あなたの言う通り、僕はまだまだ未み熟じゆくです」

　話の方向性が見えてこなくて、ぽかんとしていた私の手を、篠谷が取る。

　今しがた二つ目の人の字を書き終えたばかりの方の手だ。

「今度こそ、あなたに認めてもらえるヒーローになれるよう、僕はここで生徒会長として強く、正しく、そして何より優しくあろうと思います。いまだ未熟な僕ですが、あなたと共に、戦わせてはくれませんか？」

　強い決意を秘めた瞳に、うっかりと見み惚とれてしまった。握られている手が熱い。

「えっと……。も、もちろんよ。私の方こそ、不慣れであなたの足を引っ張るかもしれない。ううん、そうならないように努力はするけど、その……だから、仲間として、これからもよろしく」

　恥ずかしさをごまかすようにきつい口調になってしまった。

　これは友情の握手。

　あの日沢渡と交わした誓ちかいの握手と同じ、仲間としての宣せん誓せいの握手なんだと己に言い聞かせる。

「あの、篠谷君、普通握手は右手と右手でするものじゃないかしら？」

　左手を右手で摑まれているので、変な感じになっているのだ。

　まるで騎き士しが姫君の手を取る時みたいだなんて、自意識過か剰じようにもほどがある。

　この男が騎士の誓いをするなら、相手は桃香しかいないというのに。

「そうですね、そういえば先ほどこちらの掌に人の字、書かれてましたよね？」

「ええ……緊張をほぐすおまじないのつもりで……」

　庶民のおまじないだから篠谷は知らないかもしれないなどと思いながら理由を説明すると、眩まぶしい笑顔を向けられた。

　え、なにその顔、嫌な予感しかしないんだけど。

「なるほど、実は僕も今、とても緊張しているんです」

　とてもそうは見えない笑顔に噓だろと叫さけびたくなる。

「なので、おすそ分け、いただきますね？」

　そう言うと、篠谷はそのまま私の掌へと顔を伏ふせた。ふっと吐と息いきが肌を掠かすめ……。
















　ちゅ。

　摑まれたままの掌に、柔らかな感触が触れて、すぐに手が離された。

「なるほど、少し緊張がほぐれた気がします。葛城さんもどうぞ、就任挨拶で副会長が緊張で嚙かみ嚙みだったなんて恥ずかしいですからね？」

　呆然と自分の掌を見下ろす。篠谷の顔を見る。男のくせに桜色の、花びらのような綺き麗れいな唇。

　今、あいつ、あの唇で……。

　現状に理解が追いついた途端、一気に顔が熱くなる。

「おや？　吞まないんですか？　人の字。効果覿てき面めんですよ？」

　ニコニコと勧すすめてくる顔にそのまま拳こぶしを叩きつけたい衝動に駆られつつ、小声で叫ぶしかなかった。

「吞めるわけないでしょうがぁ─────────っ!!」

　緊張？　驚きすぎてどっかいったわ、そんなもん！
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「桃もも香かっ！　こっち向いて、振り返り気味に、はい、撮とるわよ！」

　桜の花がまた蕾つぼみを膨ふくらませ始めた頃ころ、葛かつら城ぎ家では去年に引き続き、大撮影大会が開催されていた。

　ただし、カメラマンは私、モデルが桃香なので、去年とは立場が逆転しているが。

「まだ撮るの～？　私もう疲つかれたよ～」

　白地に金のラインのブレザーとグレーに濃紺のタータンチェックのプリーツスカートの裾すそをくるりと翻ひるがえしながら桃香が恥はずかしげに頰ほおを染めている。

「何言ってるの。まだまだメモリいっぱいまで撮ってもいいくらいよ！」

「撮りすぎだよ！」

　膨れる様も可か愛わいいとかマジでうちの子天使じゃないかしら。

「これから３年間は嫌いやでもこの格好見るんだからもういいでしょ～」

　桃香の言葉にこれからの３年間を思う。

　正確にはゲームのシナリオは最初の１年間だけだから、その期間、桃香を守り切れたら、残りは姉妹で平和な学園ライフを過ごせるようになるはずだ。

　桃香が攻こう略りやくキャラの誰だれとも恋こいをせず、ライバルキャラに恨うらまれることなく、もちろん特待生だからっていじめられることもない、安全な学園生活の為ため、これからもあのいけ好かない男どもとの恋れん愛あいフラグを折りまくってみせる！

「桃香、お姉ちゃんが絶対に守ってあげるからね！」

「よくわかんないけど、それじゃあ私もお姉ちゃんのこといっぱい守ってあげるね！」

　輝かがやくような笑顔で応えてくれるマイエンジェルを抱だきしめながら、私は決意も新たに握にぎり拳こぶしを固めるのだった。





Ｆｉｎ












[image: ]




　初めまして、藤ふじ原わら惟これ光みつと申します。

　この度は「乙女ゲームの世界でヒロインの姉としてフラグを折っています。」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　このお話はＷＥＢサイト「小説家になろう」にて投とう稿こうしていたのですが、まさかの書籍化のお話をいただき、ありがたいことにこうして本にしていただけました。

　創作活動はほぼＷＥＢ上のみで、自分で同人誌を出したこともない完全素人しろうとが、いきなりの商業誌って無茶じゃない？　と思ったことはそっと心に秘めつつ、なんとかこうして刊行にこぎつけたことにホッとしております。

　紆う余よ曲きよく折せつ有りながら、途中で編集さんに弱音を吐はき出しつつ、なんとか形にすることができました。

　企画のご提案をくださったＹさん、その後担当編集としてご指導いただいたり、励はげましてくださったりしたＹさん、どちらも素敵な方で、原稿の改稿や修正作業中もいっぱいお世話になりました。ありがとうございます。

　そしてイラストを担当していただいたムラシゲ先生、私の願望満まん載さいのわがまま注文を美しいイラストで表現していただいてありがとうございます！

　ラフイラストをいただいた時点で一人で発狂して床ゆかを転げまわりました。お姉ちゃんの凜り々りしさと可か愛わいさが同居してるところとか。一いち之の宮みや先せん輩ぱいの鋭するどい目つきとか、もちろん篠しの谷やも美人でかっこよく、彼かれらのいる生徒会のモブ執行部員になりたいと切に願いました。そして毎日彼らのケンカを遠目に眺ながめていたいです。




　さて、いざあとがきってなった時、惟光は気がつきました。

　私、今までまともなあとがきって書いたことがない！

　ＷＥＢでの投稿には「前書き」「後書き」の項目はあるんですが、必ずしも入れなきゃならない物でもなかったので、ほとんど書くことがなく、たまに書いてもその回の内容に対するセルフツッコミとかだったので、今回が人生初、あとがきです。

　それ以前に本を出すことも人生初ですが。

　なのでまあ無難に自分の紹しよう介かいから始めてみようかと思います。

　藤原惟光と言う名前は平安時代のロマンス長編「源げん氏じ物もの語がたり」に出てくる、主人公光ひかる源げん氏じの従者の名前です。

　光源氏の君の乳兄弟だった惟光は、どこへ行くにも彼に付き従い、時には恋こいの橋はし渡わたしをし、時にはお目当ての姫ひめ君ぎみの身上調査をし、更に時には出先で怪死してしまった姫君の死後の処理をこなす、ザ・スーパー従者です。

　小・中・高と一いつ緒しよに育った幼おさな馴な染じみの女の子の世話をいたるところで焼き続けた結果、彼女から「惟光」と呼ばれるようになったことは今でもいい思い出です。

　そんな彼かの女じよも今回の書籍化の話を我わがことのように喜んでくれました。ありがとう、愛しています。

　そんなわけで従者属性、モブ属性の私がＷＥＢで思いつくままに書き始めたのが今回の「乙女ゲームの世界でヒロインの姉としてフラグを折っています。」というお話です。

　書き始めたきっかけは、当時の乙女ゲーム転生ものが『ゲーム上のヒロインが悪役にまわって、モブ主人公がヒロインになる』というものが主流で、それはそれで面白いけど、ヒロインを可愛がる主人公がいてもいいんじゃないかと思ったことでした。

　ヒロインを愛し、ヒロインの幸せのために全力投球。イケメン？　は？　お呼びじゃないんですけど？　くらいの主人公が書きたいと思った結果、シスコンお姉ちゃん、葛かつら城ぎ真ま梨り香かが誕生しました。

　かっこよく、強く、イケメンと妹とのフラグをバッキバキに粉ふん砕さいしていくお姉ちゃんを書き始めて、数日後には「どうしてこうなった？」と書いた本人が頭を抱えていたのは秘ひ密みつです。

　お姉ちゃんのフラグの破は壊かいと創造については本編でお楽しみいただくとして、今回のメインヒーローの篠谷侑ゆう李りについて、書き始めた当初は腹黒美形でヤンデレ候補生で……とちゃんと意識していた筈はずなんですが、最近ＷＥＢの方とかで微び妙みようにヘタレな部分を見せていたり、年相応に子供っぽいところが出てきていたりで、編集さんとの打ち合わせで「篠谷君をもっとかっこよく見せる場面を」と言われ「かっこよく……？」と素で聞き返してしまったのが今回いちばん腹筋をやられました。

　めちゃくちゃ笑いながら「はい、し……篠谷はかっこいいです。イケメンです！」と宣言していた覚えがあります。その節は担当氏を困惑させてすみませんでした。

　そんな（主に担当氏の）努力の甲か斐いあってか、今回ラストの篠谷はそれなりにかっこよく書けたのではないかと思っております。

　今回初めて書籍化という体験をさせていただき、一冊の本が世に出るのに、実に色んな人の支えが必要で、自分に見えていない所では更にたくさんの人が助けてくれているんだろうなと感じました。

　願わくば一緒に仕事をしてよかったと思っていただけるような、そして実際に本を読んでくださった方が書籍になってよかったな、と思っていただけるような作品でありたいなと思います。

　最後に、ＷＥＢの方でずっと応おう援えんしてくださっていた読者の方々、プライベートで直接感想をくれた職場の後輩、みなさまのおかげでこうして活動が一つの形として実を結びました。心から感謝しています。

　ＷＥＢ版も山あり谷ありなお姉ちゃんを早く幸せにできるよう、スーパーモブ作者目指して頑がん張ばっていきます。

　書籍から手に取ってくださったみなさま、よろしければイケメン増量のＷＥＢ版もよろしくお願いします。

　そしてまたいつかこうして紙面でお会いできる日があれば、その時はよろしくお願いいたします。





藤原惟光



























　オタクガール、悪役令嬢に転生する。　電子特別お試し版　（著：富士ゆゆ イラスト：はくり）
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『新刊落ちました』

「いやぁー、びっくりしたね！　まさか、今まで一度も原稿落としたことのない蔵ざ王おう大だい輔すけ先生が、春コミ合わせの新刊を落とすなんて！」

「でもさぁ、おかげで『新刊落ちて御ご免めんなさいコピー本』が買えたし！」

「ほんと！　レアだよね！　しかもしっかり京きよう×都みやしてるし！」

「この『やめろって、そんなことしてたら原稿描けないだろう、春コミ新刊落ちたらどうするっ』とか、最高よね！」

　確か昨日はイベント帰りにファミレスに行った。高校からの親しん友ゆうみっきゅんと、イベントの戦せん利り品ひんについて熱く語っていたはずだ。




　何が起きた！

　今いるのは、オタ度ゼロの乙女おとめチックな見知らぬ豪ごう奢しやな部屋。

　鏡かがみに映うつっているのは、金ボタン付きブレザーとプリーツスカートに身を包んだ縦ロールのＪ女子Ｋ高生。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべると、鏡の中の縦ロールも首を傾かしげる。

　待て、やめてくれ、私の行動の真ま似ねをするのは！　まるで、鏡に映っている縦ロールが私みたいじゃないか！

「まさか……ね？」

　口を動かすと、鏡の中の縦ロールの口も動く。

　やだ。何これ。誕生日を祝いわったドッキリ？　高校生に若返ってうれしいなーとか？　美人になってうれしいなとか？

　いや、でも縦ロールはないでしょう。縦ロールは。

　そんな私の頭の上にひらりと一枚の紙が落ちてきた。




　戸と川がわ芭は琉る（故こ）へ

　超人気の乙女ゲーム『私し立りつ学がく園えん花はな乱らん舞ぶ』の世界へ転てん生せいさせてあげたよ。嬉うれしいよね？

　悪あく役やく令れい嬢じようとして高校三年間、破は滅めつフラグを回かい避ひするだけで、その後は楽しい人生が待ってるよ！　楽らく勝しようでしょ？


ＢＹ神様






　落ちてきた紙を持つ手が震ふるえる。

「な、な、な、なんですってぇ～～～～～！！！！！！」
















　名前の後ろの（故）って、私、死んだの？

「嬉しいよね？」ってなんだ！　嬉しいわけあるかーっ！　いくら超人気のゲームっつったって、やったことないっての！

　オタクを十じつ把ぱ一ひと絡からげにすんなよ！　私は、逆ハー乙女ゲーには興きよう味みないんだよ！

　オタク暦れき十五年。ＢＬオンリーなんだから！　（ドヤッ）

　友情根こん性じよう物ものをＢＬフィルターで見るのが何より楽しいんだ！　（キリッ）

「楽勝でしょ」って、楽勝なわけあるかい！　まったく知識ないんだよ？

　どんなイベントがあって、何がフラグになるか分かんないのに、どうやって破滅フラグを回避しろっていうのよ！

　ラノベ知識によれば、悪役令嬢に転生っていうと、ヒロインをいじめて破滅パターンだよね？　攻略対象との仲を邪じや魔ましていじめるんだよね？

　……ってことは、ヒロインと攻略対象に近づかなければいいわけだ！

「三年間引きこもっちゃえばいいんじゃない？」

　なんだ、楽勝じゃん！

「あああ───っ！」

　だめじゃん！　いっくら破滅フラグを回避したって、高校も出てない引きこもり女子のその後の人生どうなるの？

　就しゆう職しよく進学全ぜん滅めつじゃん。自ら人生の破滅に向かってどうすんだ！

　それに、万が一破滅を逃のがれられずに、破は産さん一いつ家か離り散さんとかになっても、中ちゆう卒そつ女子はアルバイト探すのだって大変だよ。同どう人じん誌し一冊買えない人生になるなんて……。

「ありえない……」

　引きこもりはだめだ……とりあえず、今できることからしよう。

　まずは、悪役令嬢っぽさを演出しているこの縦ロール。こいつを成せい敗ばいしてやる！

　悪役令嬢から一番遠い髪型ってなんだろう？

　ツインテール……はツンデレ娘むすめで口が悪そうだ。ポニーテールで髪の毛を引っ張ると、目が吊つりあがって意い地じ悪わるそうになる。お団だん子ご頭あたまは、この髪のボリュームじゃきびしい。

　そ、そうだ、あれだ！

　完成した髪形を鏡に映してチェックしていると、ドア越ごしに声がかかった。

「璃り々り亜あ、準備はできたかい？　入るよ」

　うおっ、この声は『バスケの王子様』に出てくる、しっかり者キャプテン〝藤とう堂どう寺じ都みやこ〟にそっくり！　も、もしかして、この乙女ゲーのキャラクターの声せい優ゆうと同じとか？

　ドアを開けて入ってきたのは、イケメンである。

　私が身につけているブレザーと同じデザインの制服を着ていることから、同じ高校だと思われる。

　理知的な目鼻に、さらさらの髪を邪魔にならない程度の長さに切りそろえている。眼鏡めがねこそかけていないが、真ま面じ目めな風ふう紀き委い員いんか生徒会長といった雰ふん囲い気きを持つ男だ。

　って、誰？

　破滅フラグイベントが分からないのも困るが、そもそも、家族や友人、自分自身についてもまったく知識なしってどーしろっていうのよ！

　あれか？　記き憶おく喪そう失しつのふりでもしろってか？　……病院、やだなぁ……。

　えーい！　オタクとして長年培つちかわれた想像力でなんとかしてやろうじゃないの！

　ここは、私の部屋だよね？　璃々亜って呼ばれたから、それが私の名前でいいよね？

　都キャプテン声のイケメンは、親しげに名前を呼んで部屋に入ってきた同じ高校生。

　普通に考えれば家族だよね。イレギュラーで従い兄と弟こと同居とか、気き心ごころ知れた幼おさな馴な染じみってパターンもあるけど……。

「お兄様？」

　イケメンは、ハッとしたように小さく頭を振った。って、私が考えてる間にイケメンさんは硬こう直ちよくしてたようだ。なんで？

「まだ髪をセットしていないのかい？」

　お、ビンゴだ。どうやら兄で合っていて、呼び方も「お兄ちゃん」や「兄あに上うえ」ではなく「お兄様」で正解だったみたいだ！　悪役令嬢分かりやすいな！

「えーっと、髪のセットは終わりましたけど……」

「え？　巻かないのかい？　急がないと入学式に遅おくれるよ」

　ふおっ、もしかして縦ロールを崩くずしたから、準備が終わっていないと思われた？　それ見て硬直？　そりゃ、入学式に遅ち刻こくはないよな。

「似合いませんか？」

　後ろ一本結びはさすがにないだろうと、一本みつあみを左肩から前に出して見せている。

　高校生だし、みつあみも許されるよね？

　そうそう、高校生なので、無む駄だなメイクも落としてやった。

　いや、高校生だからとか関係ない。前ぜん世せでもメイクは必要最小限しかしてなかった。厚あつ盛もりメイクはまつげが重たくてかなわんのじゃよ！

「いや、似合うよ。だけど、心配だよ。こんなにかわいくしていたら、変な虫が付くんじゃないかと……」

「お兄様？」

　確かに、メイクを落としちゃったら悪役令嬢らしからぬ、優しそうなちょっとかわいらしい顔になったが……。

　兄のようにテレビ画面でもめったに見られないほどのキラキライケメンに「こんなにかわいい」と言われるほどの容よう姿しではないと思うんだよね。

　はっ！　もしかして兄はシスコンキャラか？　で、私がブラコン？

　必要以上にキラキライケメン兄は、攻略キャラの一人に違いない！

　シスコン＆ブラコンが高じて、ヒロインとの仲を邪魔することになり破滅ルート……とか？　こっ　怖こわ！

「大丈夫です、お兄様、私も高校生になったからには、お兄様離ばなれしますから！」

　ヒロインとの仲を邪魔したりしません。ええ、しませんよ！

　逃げるように部屋を出て行く私の後ろから、兄の焦あせったような声が聞こえた。

「璃々亜！　兄離れって、どういうことだ？　璃々亜っ！」

　ふあー、『バスケの王子様』の都キャプテンの声で名前を呼んでもらえるなんて贅ぜい沢たくだなぁ～。前世の名前じゃないのが惜おしいところだが。

　逃げるように出て行ったが、名前を呼ばれて立ち止まる。

「私わたくし、お兄様に名前を呼んでいただくの、大好きです」

　これからも都キャプテンと同じ声で名前を呼んでほしくて思わず声に出して言う。

「り、璃々亜……大好き？」

　お兄様がぼんやりしてる。

　えーっと、ぼんやりしてないで、私の前を歩いてくれないかな？　よく考えたら、部屋を出てどこへ行けばいいのかも分からないのだ。階下へと続く階段と、扉とびらが八つは見える。どう考えても豪ごう邸ていだ！　普通はトイレの扉いれても、二階に四つか五つしか扉ないよね？

　案あんの定じよう、階段からエプロンドレスを着た、いかにもメイドという女性が姿を現あらわした。

　リアルメイドだとぉ！　金持ちか！　……って、金持ちだった。

「お嬢様、嘉よし久ひさ様がおみえになりました」

　嘉久？　誰だよ？

　メイドについて幅広の階段を降りると、広い玄関で、同じ制服を着たキラキラと視線が合う。

　少し幼おさなさを残しながらも実に聡そう明めいそうな顔をした男が〝嘉久様〟だろうか。

　お兄様に負けず劣おとらずキラキライケメンだ。少し目にかかる長めの前髪から覗のぞく切れ長の目が、驚おどろきの色を浮かべている。

「お前、誰だ？」

　まさに今、私が問いたいことを、目の前のキラキラが『京様の声』でおっしゃった。

　ああ、紛まぎれもなく『バスケの王子様』の主人公、デレ少なめで常に上から目線のツンツン男、西さい園おん京様と同じ声だ！

　ふうぉ───っ！

　神様、嬉しいわけないだろうとか言ってごめんなさいっ！

　この世界に転生させてくれてありがとうございますっ！

　京様の生声、生、生、生ぁぁぁっ……はぁ、はぁ……尊とうとし！

「あ、あなたこそ、誰ですの？」

　思わず、声が上ずる。

「その声、お前、璃々亜か？　いったい、どうしたんだ、その頭？」

　なんてことなの！　京様と同じ声で、私の名前を呼ぶなんて……！

「高校生になるんですから、イメージチェンジしただけですわ！　何か、問題でもありまして？」

「いや、問題は、ない。いや、ないが、お前……、けっこうかわいかったんだな」

　へ？

「嘉久！」

「敦あつ也や兄にい、分かってるよ」

　うわー、都キャプテンと京様の生会話！　さ、最高！

　脳内では、蔵王大輔先生画の京様が「わかってるよ」って言いながら制服ぬぎぬぎしてる。待て待て、何を分かったんだよっ！　なんでぬいでんの？

　ちょーっ、蔵王大輔先生！　つ、続きを描いてぜひ夏コミ新刊よろしくお願いしますっ！　はぁ、はぁ。

　ああ、だめ、やばい！　妄もう想そうが、妄想が！　止まらなくなりそう！

　だって、仕方ないじゃない！

　私のイチ推おしカップル、京様×都キャプテン、通称〝京きよう都と〟の生なま会かい話わなんだよ？

　リアルボイスなんだよ？

　どんな台詞せりふを聞いても、漏もれなく薄うすっぺらな本展開しちゃうってのっ！

「璃々亜、何、赤くなってるんだ？　まさか……」

「なんでもありませんわ、お兄様！」

　本気でやばい。もう少しで妄想の波に飲み込まれて我われを失うところだった。

「そうか。嘉久、上がってくれ。さぁ、璃々亜、朝食を食べよう」

　お兄様と嘉久と私の三人で、前世の実家のテーブルよりも大きなテーブルに着いた。

　メイドの給きゆう仕じしてくれた朝食を食べながら、少しでも疑問を解決しようと言葉を選んで質問する。

「高校生になることですし、今一度、関係を確かめておきたいのですが……」

　家族でもなく、お兄様のことを敦也兄と呼ぶ嘉久。朝食を当たり前のように一緒に食べるとか、いったい何者だ？

　親しん戚せきか？　幼馴染か？　はうっ、それとも、お兄様の恋人？

　なんてことなのっ！　京様声の嘉久と、都キャプテン声のお兄様が恋人同士なんて！　楽しすぎる！　ここは天国か！

　……って、違う、ここは乙女ゲームの世界だったよ！　ＢＬゲームじゃなかったよ……がっかり。聞いてる神様？　……がっかりだよっ！

　兄の恋人じゃないとすると……。ま、まさか、私の婚こん約やく者しやか？

　これだけイケメンなんだし、嘉久様とやらも、ヒロインの攻略対象だよね……。

　悪役令嬢って、婚約破は棄きされたうえに断だん罪ざいされて処しよ分ぶんされるとか王道パターン……。

　婚約者って一番危険な人間だ！

「な、なんだよ、関係を確かめるって？　もしかして、婚約者にでもなりたいのか？」

　ほっ。今の嘉久の言葉から察さつするに、婚約者というわけでもないらしい。

　しかも、お互いに婚約者はいないようだ。

「嘉久」

　都キャプテン……じゃなかった、お兄様の氷こおりのような声に、ひゅっと背筋が寒くなる。

「じょ、冗じよう談だんだよ。高校生になったからって、俺たちの関係が変わるようなことはないさ。ただの幼馴染だろう？」

「そうだ。多た忙ぼうな親が、食事くらいにぎやかにと気を使って一緒に食べるようになって久しいが……。璃々亜は嘉久と食事を取るのがいやになったのか？　兄である私と二人きりのほうが良いと言うのであれば……」

　なるほど。

　親同士が仲良しな幼馴染ね。寂さびしくないように一緒に食事を取るのが日常。

　っていうか、高校生にもなる幼馴染が、仲良くご飯一緒に食べるのって、仲良すぎじゃない？　ヒロインに誤ご解かいされて破滅なんて絶対ごめんだ！　もう一緒にご飯やめようぜ？　……とは思うけれど、一人で食べろと言うのも申し訳ないし……それに……。

　京様声と都キャプテン声の生会話は捨てがたい！　これからもご飯は一緒の方向で！

　はっ！　欲望に負けた！　だ、大丈夫……秘密にすれば、大丈夫に違いない……。

「あの、嘉久様、高校では必要以上に話をしないようにしませんこと？」

　嘉久とお兄様が驚きの表情を浮かべる。

　あれ？　そんなに驚くことかな？

　……もしかして、中学校ではすでに会話なかったとか？

　それとも、私が迷惑なくらい嘉久に纏まとわりついていたとか……。

「璃々亜、それってどういう意味だ？　俺が話しかけると何か問題でも？」

　いやぁん。京様が私の名前を冷たい声で呼んでる！

「嘉久、どういう意味だろうが、璃々亜の望みだ。必要以上に話しかけるなよ」

　お兄様は若じやつ干かんうれしそうな声を出す。やだ、都キャプテンってば、京様の冷たい声がうれしいなんて、Ｍ属性ね！　うおっと、妄想が。

　お兄様の言葉に、嘉久がますます不満げな顔をする。

「なんでだよ、彼氏でも欲しいのか？」

　嘉久の発言に、一気に気温が下がった。ええ、兄の眼がん力りきで。

「じょ、女じよ子し会かいにあこがれていますの。高校ではぜひ、お友達をたくさん作って女子会をしたいんですわ！」

　女子を強調してみた。これで「友達なら俺がいるじゃないか」って言えないだろう！

「ああ、そうか。そうか。彼氏とかそういうのじゃないのか……。確かに、同じ中学から進学した者は少ないからな。友達を作るのは大切なことだ」

　そうか、同中は少ないのか。それは好都合。ほぼ中学からの持ち上がりとか言われたら本気で記憶喪失設定にしなくちゃいけないところだったよ。

「って、なんでそれで璃々亜に話しかけちゃだめなんだよ！」

　くっ。まだ納なつ得とくしてないのか！　お前とかかわると、破滅フラグが立ちそうだからだよ！

「嘉久様はカッコイイので、困るのです。嘉久様が近くにいては、女生徒たちが緊きん張ちようして私とは話しにくいのですわ。私の友達作りの邪魔になります」

　あ、邪魔って言っちゃった。ちょっと言葉選び失敗しちゃったかな？

「カッコイイ？　そうか。そうか。それは仕方がないな」

　あ、別の言葉に食いついた。

「璃々亜、お前、俺のことカッコイイって思ってたんだな」

　すんごくうれしそうです。あんまりうれしそうなので、なんだかムカついたから、一言添そえることにする。

「お兄様ほどではありませんけど」

　あ、今度はお兄様がすっごくうれしそうな顔になった。嘉久にドヤ顔してる。

　しまった。お兄様はシスコン属性だった……。

　しかし……。いつもツンツン京様が都キャプテンにドヤ顔されてからかわれている図というのも、都×京な感じでいいですな。うむ。実にいい。おっと、よだれが。腐ふ。
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　鳳ほう凰おう学園入学式。

　やはり乙女ゲーの定番というのか、校門も校舎もごてごて飾かざりのついたいかにも名門お嬢様お坊ぼつちゃまが通う学校という感じだ。一言で言えば「学費、高そう」。

　正門の西側には送迎車用のロータリーがある。

　か、金持ちすげー。黒塗りのでっかい車が次々やってきては高校生を吐き出し去っていく。ま、私もその一人なんだけどさ。

「では、お約束通りここからは別行動で」

　嘉久が寂しそうな顔をするが、知らん。破滅フラグ要員のお前とは距離を置く！

　……明日、いや帰りから一緒の車で登下校もやめたほうがいいかもしれない。ロータリーで乗り降りしてたら、絶対すぐに噂うわさが広まる。

　お兄様とは正門まで並んで歩く。

「璃々亜、すまない。一緒にいてやりたいが、生徒会に顔を出さねばならないんだ」

　生徒会……。やはりか！

　こうなってくると、他の生徒会役員も攻略対象キラキライケメンである可能性は高いな。

「一人で大丈夫か？」

「大丈夫ですわ、お兄様。今日から高校生なんですもの」

　安心させようとにっこり笑うと、お兄様はうっと息を止め、そして額に手を当てた。

「いつもの璃々亜ならここまで心配しなくても良かったのに……いいかい、璃々亜、知らない人に話しかけられても無む視しするんだよ？」

　なんだそりゃ。

　高校の入学式っつったら、知らない人だらけでしょ。無視したら友達できないっていうか、悪い噂が立って、悪役令嬢まっしぐらだっつぅの！　攻略対象になりそうなキラキラ要員は無視するとしても、それ以外にはフレンドリーになるよ！

　っていうか、もしかしていつもの璃々亜って縦ロールのこと？　縦ロールが人を寄せ付けなかったってこと？

「こんなことなら、不本意だが、虫むし除よけに嘉久を付けておくんだった……今からでも」

「お兄様、生徒会に遅れては問題ですわ！　私に恥はじをかかせるおつもりですの？　入学式ですから、お兄様の活かつ躍やくする姿を楽しみにしておりますのよ？」

　心にもないことがぺらぺらと口から出てくる。

　もー、目立つ目立つ。キラキラお兄様と二人で校門に立っていると、人の視線がびしびしと……。目立ちたくないんだってば！　攻略対象とかかわりたくないんだってば。

　こんな風にお兄様と居たら、

「生徒会長、おはようございます。そちらの方は？」

　んぎゃっ！　何か、いやな予感……。

「ああ、徹とおる。おはよう」

　生徒会長と呼ばれて返事をしたのは、お兄様だった。

　そうか。やはり生徒会長だったか……。

「璃々亜、生徒会書しよ記きをしている剣けん崎ざき徹だ」

　兄が、しなくてもいいのに、私を紹介するもんだから、仕方なく声のした方を振り返る。

　攻略対象破滅要員の可能性大の生徒会メンバーとは関わりたくないんだって！

　ぐあっ！

　少し長めの薄い茶色の細い毛はさらさらだ。日本人っぽくない色は染めているのか地毛なのか。少し西洋風の顔つきなので外国の血が入っているのかもしれない。右耳には、赤く丸いピアスが一つと、シルバーのイヤーカフを二つ付けている。

　目じりが少し下がった優しい目元。薄い唇くちびるはすごくきれいなピンクをしていて……。チャラいその容姿はまさに！　東あずまクン……。

『バスケの王子様』で京様の幼馴染で悪友でもある東クンに剣崎徹はそっくりだ！

　京様と都キャプテンに次つぐカップリング人気は京様と東クンだ。通称「東とう京きよう」……。

　い、いやーん。さ、さ、三角関係！　生徒会室で京様をめぐって火花を散らす二人とか。うほほほほほっ！　腐っ。

「はじめまして、剣崎様。いつも兄がお世話になっております。妹の璃々亜と申します」

　妄想していたのをごまかすために、にっこり笑って優ゆう雅がに挨あい拶さつ……した、つもり、なんだけど……。

　剣崎様が驚いた顔をする。

「君から聞いていた話とずいぶん違うな。こんなかわいい妹さんだなんて言わなかったじゃないか！」

　あー、縦ロールのこと言ってるよね？　ごめんね。期待を裏うら切ぎって。

「手を出すなよ！」

　ぐふっ。都キャプテンが東クンに、京様には手を出すなですって！　きゃは──っ！

　腐女子なめんなぁ！　ＢＬ妄想自動変換機能付き脳を標ひよう準じゆん装そう備びしてるんだよっ！

　やばい、悶もだえ死ぬ。なんて楽しいんだろう！　みっきゅんに、みっきゅんに報告したい！　ああ、ああ、ああああ──っ！

　二人は、おっとこんな時間だと言いながら腐妄想を繰くり広げる私の元を去っていった。

　って、腐妄想してる場合じゃないわ！　攻略対象っぽい人にもう三人も遭そう遇ぐうしちゃったじゃない！　兄と嘉久と剣崎徹。破滅フラグ回避がんばらないと！




　クラス分けの紙の前では、いくつかの女子グループがきゃいのきゃいのと騒さわいでいる。

「わ、わたくし、三み笠かさ蔵ぐら様と同じクラスになれましたわ！」

「なんて羨うらやましい……三笠蔵様といえば、日本で一、二を争う大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し。家いえ柄がらもさることながら、頭もよくて見み目め麗うるわしいと評判ですもの」

　耳、ダンボ。

　三笠蔵様？　大財閥の御曹司のイケメン？

　ソレ、攻略対象ダヨネ？　近寄っちゃだめな人ダヨネ？

　うむ。いい情報を入手した。心の中にメモメモ。

「でも、貴方あなたは、高こう円えん寺じ様と同じクラスではなくて？」

「本当だわ！　〝孤こ高こうの皇こう帝てい〟高円寺様と同じクラス……。もし、隣となりの席になったら、私、授業に集中できませんわ！」

「何をおっしゃるの、同じ教室で、同じ空気を吸っていると考えるだけで私は授業どころではありませんわ！」

　おいおい、何しに高校来るつもりだ！

　ってか、孤高の皇帝ってなんだ。

　ぷぷぷっ。アニメの中とかの二つ名はいいけど、現実に聞くと滑こつ稽けいだな！

　まぁ、ここもゲームの中といえばそうなんだけど。今や私にとっては現実だからなぁ。

　ってか、孤高って、つまりボッチてことなんじゃないの？

　ボッチの皇帝高円寺様……。ぷぷっ。

　っと、心のメモに書いておかなくちゃ。三笠蔵の他に、高円寺とやらも要注意人物と。

「あら、あなたは白しら川かわ様と同じクラスなのね」

「白川様？　高円寺家と白川家は日本三大財閥には及ばないけれど、それに次ぐようなお家よね？　同じ年のご子息がいらっしゃったかしら？」

「くすくすっ。あなたは殿との方がたにしか興味がないのねぇ。白川様といえば、〝孤高の女じよ帝てい〟と呼ばれるお方ですわよ。ご覧らんになれば分かるわ」

　孤高の女帝？　ぷっ。孤高の皇帝も笑えるが、それと対になる人物までいるとか。

　厨ちゆう二にだろ、厨二！　上流階級厨二病発はつ症しようしすぎだ！

「えーっと、私は何組かな？」

　この高校は、一学年五クラスあるようだ。五組から順に見ていくことにする。

　自分の名前を探すのはもちろんのこと、要注意人物である三笠蔵様と高円寺様と白川様の名前も探す。

　五組に早さつ速そく「三笠蔵」の名前を発見。

「三笠蔵丈じよう之の新しん……さ、ま？」

　なんつぅか、古こ風ふうな名前だよね？　私の名前はない。ほっ。要注意人物回避。

　三組に、あった。「高円寺」の名前を発見。孤高の皇帝とやらは、三組ですか。

「あぐぅっ！」

　やばっ。変な声出た！

　高円寺……、高円寺嘉久だとぉ！

　嘉久って、朝食一緒に食べた、あのキラキラじゃないだろうな？

「きゃぁ～高円寺様よぉ！」

「ああん。今日も麗しいですわ！」

　女生徒のきゃぴきゃぴ声に、振り返って、高円寺様とやらの顔を見る。

「こ、孤高の皇帝……、……」

　わ、笑いをかみ殺すのが……。だめだ、また変な声でるぅ！

「ぎゃぶふぅっ」

　目の前にいた人が、なんの声だと驚いて振り返る。ご、ごめん。驚かせた。

　ツンッと無表情に前を向いて歩く幼馴染高円寺嘉久の姿がそこにあった。

　かっこいいけど、かっこつけてんのは笑えるつぅの！　孤高の皇帝とか呼ばれてやんの。わははっ。ボッチの皇帝、ボッチの皇帝嘉久！

　っていうか、ごめん。ボッチだって知ってたら、高校で話しかけるなとか言わなかったよ。家でもボッチ、学校でもボッチじゃぁ……。

　ヒロイン登場するまでは仲良くしてあげようかな？

　いやいや。情なさけは禁きん物もつ。大丈夫、きっとすぐにヒロインが現れるよ。あ、そもそも、孤独な心を埋めてくれたのがヒロインとか、そういうイベントの布ふ石せきだったりするかもしれないよね？　だから、下手な動きはしないほうがいいはず。

　おっと、クラスの確認に戻ろう。嘉久は三組と。私の名前はない。よかった。

　次は二組。

「白川様……」

　二組には孤高の女帝の名前が。

「白川璃々亜……」

　……、……、……、……、！　ぺぎゃぶぶぶ─────っ！

　こ、こ、孤高の、孤高の女帝って、あ、あたしのことなの？

　そ、そんな馬鹿な……。だって、私、悪役令嬢なんだよね？　悪役令嬢って、取り巻きたくさん引き連れてるんじゃないの？　孤高って、孤高って何？　ポッケからスマホを取り出し、辞書起き動どう！

【孤高】　俗ぞく世せ間けんから離れて、ひとり自分の志こころざしを守ること。ただひとり、他とかけ離れて高い境きよう地ちにいること（大だい辞じ林りんより引用）。

　何、私、いったい他と何が違ってたわけ？

　はっ！　まさか……。縦ロールか？

　ところでなんで、中学からのエスカレーターじゃないのに、私のこと知ってる人がいるわけ？　やだわっ！

　うううっ。クラス分けの紙を見るだけで、すんごく疲つかれました。癒いやされたいです。

「あの、あなたも二組ですか？」

　二組のクラスの紙の前でいつまでも立っていたら、声をかけられた。

　ふんわりマシュマロみたいな声。

　声の主に目をやると、肩までのふわふわ髪をした、すんごくかわいい子がいた。目がくりんくりんでキラキラしてるっ！

　プ、プードルだ！　ティーカッププードルがいるよ！

「ええ、二組ですわ」

　癒された！　癒されたよ！　そして、これからも癒されたいよ！

　めいっぱい笑顔で答えると、

「私も二組なんです。同じクラスですね！　よろしくお願いします！」

　プードルちゃんもふんわり微笑ほほえみ返してくれた！
















　ぎゃおぅっ、かわいいっす、かわいいっす。

　かわいい……。かわいすぎない？

　やだ、もしかしてこの子……、ヒロインなんじゃないの？　どうする私？

　混乱する頭の中を整理する間もなく、チャイムの音が響き、続いて「講こう堂どうに入ってください」とアナウンスが流れた。

　プードルちゃんと一緒に講堂へ入る。

「どこに座りますか？」

　席はとくに決まっていないようで、皆おもいおもいの場所へ腰こし掛かける。皆当然後ろを選ぶだろうと思っていたら、意外にも前の席の人気が高い。主に女生徒。

　最前列ではどちらが先に座ったかと揉もめているようにも見える。

　ぼーぜんとその様子を見て立ち止まった私に、プードルちゃんが謝あやまった。

「ご、ごめんなさい」

「え？」

「あの、お友達とか居ますよね？　一緒に座ろうなんて、ずうずうしすぎましたね……」

　友達って、いるのかな？　とりあえず、門をくぐってから誰にも声かけられてないし……。孤高の女帝だし……。きっと、ボッチだし……。

「いいえ、一緒に座っていただけるのでしたら、私も嬉しいですわ」

「本当？　よかった。うれしい。私、誰も知り合いがいなくて……それに、こんなにすごい学校だって知らなくて……」

　分かるわ。入学式っていえば、普通体育館だよね？　でも、この学校は講堂だよ？

「知らない？」

　急に転生しちゃった私はさておき、そんなことある？　もしや、同じ転生者？

「父親の仕事の都つ合ごうで東京に引っ越すことになって、東京の高校のことよく分からないまま、地方受験が可能な学校だから受けたら特とく待たい合格したので、それで……」

　ああ、これだけの学校なら、日本中から生徒来てるかもねぇ。地方での受験会場とかもありそうだ。っていうか、

「特待生ですの？」

　見た目が庇ひ護ご欲よくそそるかわいらしさ＋特待生＋庶しよ民みん……。

　こりゃヒロインだ。ヒロインに間違いない……と、思う。

「住んでいたところが田舎いなかで、勉強以外することがなかったから……」

　照てれたように笑う顔のかわいらしいこと！　頰ほおがほんのりピンクになって、思わずぎゅーってしたくなる初うい々ういしさ！

　お姉様と呼ばれたら、ころりと百ゆ合り世界の住人になってしまいそうだわ！

　ティーカッププードルの破壊力はすさまじいぜ！

「入学式を始めます…………」

　開会の挨拶が始まり、騒がしかった講堂が静まる。流石さすがに、お嬢様お坊ちゃまたちは、式しき典てん慣なれしているのか、無駄に騒ぐ人間はいないようだ。

　私たちも会話を止めて、壇だん上じようを見る。

　流れは普通。校長先生の挨拶だったり、祝しゆく辞じだったり。ただ、その祝辞や祝しゆく電でんのメンバーが普通じゃない。国会議員はもちろん、総そう理り大だい臣じんからも祝電が届いてるとか。大物芸能人からお祝いビデオが届いてるとか……。金持ち学校怖い！

　新入生代表の挨拶は、攻略対象かヒロインかと思っていたら、なんの特とく徴ちようもない子だった。

　そして、在校生代表として生徒会長の名前が呼ばれた。

　誰も声を上げたわけではないけれど、講堂内がざわざわし、熱気に包まれる。

「生徒会長の白川敦也です。入学おめでとうございます」

　お兄様が壇上に立つと、あちこちでため息が漏れる。すごい人気。

　私のお兄様なんだよ！　えっへん。

「ふわぁっ！」

　心の中でドヤッてると、隣で小さな声がした。

　驚いて声を上げそうになったのを、両手で口をふさいでとめているプードルちゃん。頰は上気し、薄いピンクから紅こう梅ばいのようになっている。クリクリでキラキラな目に、ウルウルまで追加されてる。うわー、この目で見上げられたら女の私でもノックアウトされるぞ。さあ、一言「お姉様」と呼ぶのです！　って、ダメダメ！　はあ、危ない。すさまじいな、ヒロイン。

　しかし、こんな表情を見せるってことは、お兄様ルートか？　恋に落ちたか？

　入学式が終わり、各クラスの教室へ移動する間、女生徒たちはお兄様の話題で持ちきりだった。ぐふっ。身内が褒ほめられるのって嬉しいもんだね。

　ニマニマしていると、プードルちゃんもそんな女子たちの話が聞こえたのか、

「生徒会長人気ですね」

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、きょとんとした顔をされる。

「私の、自じ慢まんのお兄様なの」

「本当ですか？」

「ええ、申し遅れました。私、白川璃々亜と申します」

「あ、私、鈴すず木き芽め維いです」

　鈴木！　ああ、なんということでしょう……。生前の親友みっきゅんと同じ苗みよう字じ！　すばらしい！

「芽維さんと呼んでもよろしいかしら？　私のことは、璃々亜と呼んでください」

　前世ではありえない、出会ってすぐに下の名前呼びを実行してやるっ！

　ボッチは嫌だ！　孤高の女帝なんて二つ名すぐに返上してやる！

「り、璃々亜様？」

　うおっ、様付けキター！　やだ、悪役令嬢みたいじゃないのんっ。

「芽維様と呼ばれたいのですか？」

「あ、いえ、あの、でも、いいんですか？」

　芽維さんは、目を動かしてちょろちょろと周囲を気にする。

　周りの生徒たちは、お互いに様付けで呼んでいる人も多い。まねしないとだめかなって思ってるのかな？

　中には呼び捨てだったり、愛あい称しようっぽいもので呼んでいる人もいるから大丈夫だよね？

「もちろんです。私たち、お友達になれますわよね？」

　にこっと笑ってみせた。

　でも、内心バクバクです。断られたらどうしようって……。孤高の女帝なんてやだーっ！

「はい。よろこんで」

　にこって笑ってくれる芽維ちゃんは、そりゃもうポケットに入れて持って帰りたいくらいのかわいさ！

　ぐおおおっ、お兄様と結ばれれば、お義ね姉え様になるわけですね！　にやりっ。

「えっと、その……」

　もじもじ芽維たん。

「メールアドレスとか……」

　おー！　それだ！　友達といえば、それ！

　シャッキーンと、ポケットからスマホを取り出し構かまえる。

　芽維たんも、桃色のカバーのスマホを手に持ち、操作を始めた。




　メアド交換しながら向かったので、教室に着いたのはほぼ最後だった。

　すでにほとんどの席が埋まっている。空いていたのは、廊ろう下か側の一番前と、その後ろとど真ん中の席だけだった。

　私は、クラスメイトとなるメンバーの顔をさっと見渡してから、一番前の席に座った。後ろに芽維たんが座る。

　荷物を置くと、机の下で小さくガッツポーズ。見た限り、攻略対象になりそうなキラキライケメンはいない。クラス内で破滅フラグイベントは起きなさそうだ！　ひゃほーい！

　最後に教室に入ってきた男子も、短く刈り上げた頭がいかにもスポーツマンっていう爽さわやか君だけど、キラキライケメンではない。

　ぶははっ。我が学園生活（教室内に限り）楽勝なり！

「鈴木？　お前、鈴木芽維か？」

「え？　田た中なかくん？」

　ぎょえぽぎゃおう──────っ！　お、お前ら、何私の後ろで立ち話してんだぁ！

　最後に入って来た、普フツメン田中！　お、お前、まさかの〝普メン枠わく〟攻略対象か？

　離れ離れになった幼馴染再会パターンとでもいうのか？

　怖い！　知らない乙女ゲーの世界、怖すぎる！

　みんな、私を破滅に追いやる刺し客かくに見える～～～～～～っっ。

　っていうか、一体何人くらい攻略対象がいるわけ？

　乙女ゲーとか全然プレイしたことないから一般的な数字すら分からないよ！

　芽維たんと話をしている田中くんを観察する。

　日に焼けた顔に、時々見える白い歯。どこまでも爽やかだ。バスケやバレーではない、屋外スポーツをしているに違いない。髪の毛を短くしていることから想像するに……。

　野球？

　教室の前のドアが開き、担任が入ってくると、皆きちっと正面を向いた。

　定年間近と思われる、小こ柄がらで人のよさそうな男性教きよう諭ゆは、簡単に自己紹介をした後、

「では、順に自己紹介をしてもらいましょう」

　と、窓側の一番後ろの席を指名した。後ろから前に行って、次の列後ろから前って順番。ってことで、私は芽維たんの後。っていうか、一番最後だわ。

　何言おうかな。名前と、出身中学でも言うのかな？　あと趣しゆ味みとか？

　ちょっと待て！　璃々亜である私の趣味ってなんだ？

　ま、まさか、ＢＬが三度の飯より好きです！　一押しカップルは「京×都」です！

　とか、自己紹介できるわけもない！

　っていうか、そもそも、このお嬢様お坊ちゃま軍団に対して「アニメ」や「漫まん画が」が好きですとすら言えるのか？

　……。運よく私は最後。他の人の自己紹介を参考に考えよう。

　ポニーテールの美しい女生徒が立ち上がった。

「私、皐さ月つき幸さち子こと申します。父は世せ田た谷がやで開かい業ぎよう医いをしております」

　一人目だというのに、緊張も見せずに堂々としたものだ。

「世田谷で皐月といえば、あの大病院の？」

「お祖じ父い様は確か医師会の会長でいらっしゃいますよね？」

　ひそひそと話し声が聞こえます。

「何かございましたら、なんなりとご相談くださいませ」

　と、締しめの言葉がはいる。ふむ。「お客様の中にお医者様はいらっしゃいませんかー？」的なときは皐月幸子を呼べってことだな。

「相さ模がみ洋よう平へいです。父は文ぶん筆ぴつ業ぎよう、母は音楽家です」

　シルバーフレームの眼鏡めがねを押し上げながら二人目の自己紹介。

「芥あくた川がわ賞しよう候こう補ほに何度もお名前があがる、あの作家だよ」

「じゃあ、母親はあの有名ピアニストか」

　また、ひそひそと話し声が聞こえます。皆、物知りだなぁ。

　次は、国会議員の娘、パイロット、飲食店チェーン社長、弁べん護ご士し、アナウンサー……、自動車関連会社副社長、裁さい判ばん官かん。

　田中くんは自じ衛えい官かんの息子らしい。階級的には海かい将しよう補ほだって。それ、偉えらいの？

　将がついてるから偉そうだけど、補がついてるから偉くなさそう。

　っていうか、なんで皆出身中学じゃなくって、親の職業言うわけ？　この学校のルールなの？

　さーっと、青ざめる。

　私、両親の職業知らない。璃々亜の親って何してんの？　言わなくてもいいかな？

　青ざめている間に、私の列の一番後ろの女生徒の番になった。座ざ敷しき童わらしを思わせるストレート黒髪ぱっつん切り頭をしている。

「阿あ部べ晴は瑠ると申します。父は、アパレル会社を経営しておりますわ」

　アパレル？　ファッション関係、あ、そっか。だから座敷童……じゃなくて、ぱっつんボブっていうモード系の髪型をしているんだ！　と思えば、妙みように鼻筋を強調したメイクとか、アレ、ファッションモデル風を意識してるのかな？

「アパレルって、彼女の家はあれだろ？　アパレル業界大手のウニプロを含む、多数のファッションブランドを傘さん下かに収めた持ち株会社だろ？」

　と、クラスメイトの噂話が聞こえる。

　ふおっ！　ウニプロって、名前が微び妙みように違うけど、前世では大変お世話になった、あのウニプロ？　どこのショッピングモールにも必ずと言っていいほど出店してる全国チェーンどころか、世界的企業の！

「あら、隠かくしていたつもりですが、バレてしまっていたのですわね！」

　隠してたのか。それをバラされて、さぞショックを……？　受けてない！　なぜだかニヤリと満足そうに笑っている……ように見えるメイクなのかな？

「このクラスで一番大きな企業なのでは」

「確か、中学の女子では学年で一番のお家柄でしたわね」

　ぼそぼそと噂が続いている。

　ちょ、やめたげて！　隠したい過去とかは誰にでもあるんだから！　中学のときの噂話まで持ち出すのはやめたげて！　ああ、どうしましょう。私の時「孤高の女帝」なんていうボッチ伝説を噂されてしまったら……あうううっ。

　アパレル会社社長の娘「阿部晴瑠」様が着席し、次の人が自己紹介を始めた。やっぱり両親の職業言ってる！

　うわー、やばいっ！　どうしよう、璃々亜の親の職業……マジで、何？

　あわあわしてる間に、芽維たんの順番になった。ぐあっ、次、私だ。どうしようっ。

「鈴木芽維です。父はサラリーマンです」

　芽維たんの自己紹介に教室が一瞬静まりかえった。

「サラリーマン？　どこの会社の？　役職は？」

　誰かの質問に、芽維たんは答えている。

　そ、そうだよね？　普通は父親の職業知ってるよね？　あううっ、どうしよう……。

「知りませんわ、そんな会社。どこの中小企業ですの？」

「係かかり長ちようですって、もしかして、私たちとは住む世界が違う方かしら？」

　お嬢様お坊ちゃまたちから、ヒロインへの定番「庶民のくせにこの学校によく通えますわね」が始まった。

　くすくすとあざけるような笑い声と、馬ば鹿かにした目が芽維たんに注そそがれる。

　青ざめる芽維たん。かわいそうだけど、ごめん、今は自分のほうが顔が青い自信がある。

　どーぉしよぉ───っ！　自己紹介できないぃぃ～！

　青い顔をしたまま、芽維たんは立ち尽くしている。

　教室は、まだ芽維たん庶民いじりが続いてざわついていた。そうだ！　この騒ぎに紛れてさっさと終わらせよう。

　芽維たんが座るのを待たずに立ち上がり、口を開いた。

「両親は両親で、私は私ですから、私自身のことをお話しさせていただきますわ」

　と、前置きする。知らないことなんて話せないからね！

「あらやだ、あなたのご両親もろくなお仕事されてないのですわね？」

「庶民が庶民同士仲良くしてるってことだろ」

　くすくすと今度は私に対して笑い声が起こる。

「人に言えないような相当恥はずかしい仕事なんだな」

　ムカッ。人に言えない恥ずかしい仕事ってなんだ？

　前世で私は従業員が十人にも満たない小さな会社でＯＬやってたけど、その仕事を恥ずかしいなんて思ったことないよ。

　そりゃ、給料は低いし、時々辞やめたいって思うこともあったけど、でも恥ずかしいなんて思ったこと一度もない。自分で働いて得た金で、誰にも迷惑かけずに趣味にお金かけてたんだよ。どこが恥ずかしい？

「仕事に貴き賤せんはないと教えられたことはございませんか？　自分で〝一円〟も稼かせいだことのないあなた方が、一生懸命家族のために働いてくださる人のことを悪く言う資格があると思いまして？」

　ちょっと低めの声が自分から出てびっくりする。

　しまった。つい働く大人目線で、高校入学したばっかのくそがきどもお説せつ教きようモードスイッチが……。

「そんなことも分からない自分を恥じたほうがよろしくてよ？」

　あ、やばい。なんか言葉遣いが悪役令嬢っぽい。だ、だって仕方がないじゃないかぁ～。お嬢様的口調がこれしか思い浮かばなかったんだもんっ。

「なんだとっ、俺が馬鹿だって言うのか！」

　激げつ昂こうした男子生徒が立ち上がった。確か、国会議員の息子。

　あー、ごめんごめん、怒らせようと思ったんじゃないから、落ち着け。

　他にも何人も、私を睨にらみつけてる。どうしよう。

「西さい郷ごう様、お座りなさい」

　男子生徒の斜ななめ後ろの席の女生徒がたしなめた。アパレル会社社長の娘だ。

　助けてくれたの？　ありがとう……って、めちゃ睨まれてる～！

　いや、気のせいだよね？　キツめのメイクでそう見えるだけだよね？

「ご両親を恥じていないならば、言えますわよね？」

　その言葉に、医師会会長の孫が続けた。

「そうですわ。立派なご両親のお仕事を教えていただけますか？」

　ちょっと、待って、それ、無理っ！

　さーっと青ざめた私に追い討ちをかけるように、アパレル娘が教室を見回しながら言う。

「皆様も、知りたいですわよね？」

　心配そうに私のことを見ている田中くんと、涙なみだ目めになっている芽維たん以外、みんなうなずいてる。

　何、この団だん結けつ力りよく！　怖っ！

　ってか、田中、おまえ、いいやつ。ともだちに、なる。

　家族で知っていることなんて、一緒に朝食を食べる時間もないくらい忙いそがしい両親と、二学年上に生徒会長の兄がいることくらいで……。

　はっ、そうだ！

「知りたければ、兄に聞いてくださればよろしいわ」

　丸投げぽいっ。

「は？　あなたのお兄様など、存じ上げませんわ」

「そうよ、それで逃げられるとでもお思い？」

　アパレル娘と医師会会長の孫がほぼ同時に立ち上がった。

「それは失礼いたしました。兄を知らない方がこの学園にいらっしゃると思わなかったものですから。先ほど入学式で生徒会長として挨拶していたのが兄の、白川敦也です。私は妹の白川璃々亜と申します」

「し、白川様っ！」

　アパレル娘が叫び声とともに、椅い子すに倒れこむようにして腰を下ろした。ガタンと椅子が大きな音を立てる。

　あれ？　腰が抜けてないですか？　大丈夫？　流石、攻略対象キラキラ兄パワーです。

「あ、あ、あ、あなたが……ま、まさか」

　医師会会長の孫が、ひざをがくがく震わせ、机に手をついて体を支えている。

　そこまで驚かせるようなこと言いましたか？

「孤高の、女帝……」







 この続きは現在配信中の『オタクガール、悪役令嬢に転生する。』にてお楽しみください


(C)Yuyu FUJI 2017











著

藤原惟光

Koremitsu Fujiwara




昔々、とある高校に、

宮様と呼ばれた文学少女がおりました。

宮様の傍には彼女が幼い頃から付き従い、

姉妹のように育った幼馴染がいました。

ある時宮様はその幼馴染にこう言いました。

「今日からお前は惟光よ」

こうして藤原惟光は誕生しました。

（ほぼ実話）










イラスト

ムラシゲ

Murashige




11月17日生まれ

静岡在住イラストレーター

愛兎と愛猫が可愛くてもふもふする日々。



















イラスト／ムラシゲ

デザイン／小菅ひとみ（CoCo.Design）












電子版　ビーズログ文庫アリス







乙女おとめゲームの世せ界かいでヒロインの姉あねとしてフラグを折おっています。








藤ふじ原わら惟これ光みつ
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